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　これまで那覇市では、「亜熱帯庭園都市なは」の快適で美しい景観を「まもり・そだて・
つくる」ことを目的として、県内でいち早く昭和 60 年に那覇市都市景観条例を制定し、
市民との協働による那覇の個性を生かした美しいまちづくりを推進してきました。
　平成 16 年に国において制定された景観法に基づき、平成 23 年 5 月には、市内全域の
きめ細かい景観の方向性を定めた「那覇市景観計画」を策定したことで、より充実した景
観施策を実施しております。

　本市では、平成 25 年 4 月 1 日の中核市移行に伴い、これまで沖縄県が担っていた屋外
広告物法に基づく許認可等に関する事務が移譲されることになりました。

　那覇市屋外広告物条例は、屋外広告物法の目的である良好な景観の形成、風致の維持又
は公衆に対する危害を防止するため、これまでの景観施策との整合を図り、市内全域の屋
外広告物における新たなルールとして制定しました。
　
　本ガイドラインは、那覇市屋外広告物条例の内容について、市民や屋外広告業者へ図や
写真等を用いてわかりやすく解説するとともに、本市における屋外広告物の目指すべき理
念や方向性を示すことを目的としております。

　市民、事業者の皆様には、本ガイドラインを積極的に活用することで “美しく風格ある
県都” なはの景観づくりに協力していただきますようお願いいたします。

本ガイドラインの背景と目的

 理念編
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風景への想いやり
那覇の風景と調和したサイン

ひとへの想いやり
屋外広告物の機能を活かした
伝わりやすいサイン

おもてなしの心でつくる想いやりのあるサイン

　「美しく風格ある県都」なはを創造し良好な景観形成を図るためにも、人をもてなし想
いやる心で屋外広告物への配慮を行うことは、非常に重要であると考えます。
　そこで、本ガイドラインでは、上位計画である「那覇市景観計画」の基本目標、既往計
画の「那覇市サインデザインマニュアル」のコンセプトなどを踏まえつつ、屋外広告物の
望ましいあり方として「おもてなしの心でつくる想いやりのあるサイン」を基本理念とし
て掲げます。
　市民の皆様と理念を共有し、協働のもと良好な屋外広告物の形成に努めていきたいと考
えております。

　那覇市が目指す都市像である「亜熱帯庭
園都市」「風格ある県都」「観光交流都市」
を実現するため、地域の個性、特性を活か
し “風景への想いやり” を持つことで、市
民が誇れる屋外広告物を創出しましょう。

　屋外広告物の機能を活かし、伝わりやす
く “ひとへの想いやり” を持つことで、お
もてなしの心があふれる屋外広告物を創出
しましょう。

本ガイドラインの屋外広告物基本理念
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への想いやり

那覇の風景と調和したサイン

　本市は、特色ある様々な風景をもった地域を有しています。

①
亜
熱
帯
庭
園
都
市 

那
覇

琉球赤瓦葺きの建物や琉球石灰岩を用いた石垣など王都ならではの
固有の歴史・文化をまもり・そだて・つくる「風格ある県都」としての風景

沖縄の玄関口として多くの来訪客を迎え、賑わいや活気を感じさせる
「観光交流都市」としての風景

　このような地域の個性、特性を活かし、那覇の風景に調和した市民が誇れる
屋外広告物を共に創りあげていきたいと考えております。

〜
固
有
の
自
然
風
土
に
よ
り
形
成
〜

風景

河川や斜面緑地、色とりどりの花木など、固有の自然風土により形成された
「亜熱帯庭園都市」としての風景
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   ～多くの来訪客を迎え 

                  賑わいや活気を感じさせる～③観光交流都市 那覇

～固有の歴史・文化を守り育てつくる～②風格ある県都 那覇
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ひとへの想いやり

示
す

彩
る

守
る

知
る

導
く

醸
し
出
す

屋外広告物の機能を活かす

屋
外
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物
の
機
能

・「伝える」     人々の行動やコミュニケーションを円滑に行うことができます。
・「示す」「知る」「守る」「導く」    情報を発信することで、人々の生活環境を
                                 向上させます。
・「掲げる」「添える」   建物や街並みに対してのアクセント、装飾品となります。
・「醸し出す」「彩る」   地域の特色や賑わいを反映することができます。

6  理念編

シンプル

参考：公益社団法人日本サインデザイン協会　URL
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・「揃える」

　　 広告の形状等を揃えることで、
     認識しやすいものとなります。
・「分ける」

　   情報を分割・整理し、
　   人が理解しやすいものとなります。
・「控える」

　   情報量を控えることで、最も
     伝えたいことが明確になります。

伝わりやすいサイン
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 基準編

屋外広告物の基準について

10

屋外広告物の設置フロー図
　屋外広告物を設置する前に、フロー図に沿って屋外広告物設置の手順を確認してくだ
さい。フロー図内の数字は、次頁以降の項目の数字と対応しています。

設置しようとしているものは屋外広告物ですか？
⇒ P.11「屋外広告物とは」１

禁止物件への広告表示ではありませんか？
⇒ P.12「禁止物件」３

禁止地域での広告表示ではありませんか？
⇒ P.13 , 14「禁止地域」４

許可地域の地域区分を確認してください。
⇒ P.15「許可地域」５

共通許可基準を確認してください。
⇒ P.16～ 19「共通許可基準」６

広告物等の種類ごとの許可基準を確認してください。
⇒ P.20 ～ 35「広告物等の種類ごとの許可基準」７

禁止広告物ではありませんか？
⇒ P.12「禁止広告物」２

広告物等の表示面積の合計の基準を確認してください。
⇒ P.36「広告物等の表示面積の合計の基準（総量規制）」８

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

 対象とは
なりません

 表示できません

 許可申請後　広告の表示OK！

９
  なお、上記３「禁止物件」、４「禁止地域」、５～８「許可」については、
適用除外の対象となるものがございます。適用除外の対象、基準、届出の有無
等については、P.38 ～ 49 をご確認ください。
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手
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編

参
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１．屋外広告物とは【屋外広告物法第 2条】

・電柱や塀に貼付けされたビラやチラシ
・自動車の車体広告
・ビルの壁面に表示された絵画や写真
・電光掲示板
・自動販売機　など

・街頭で配布されるビラやチラシ
・自動車やビルの窓ガラスの内側から外側
  に向けて表示された広告
・駅等の改札口の内側の人に対して表示さ
  れた改札口内側にある広告物
・音響による広告　など

　常時又は一定の期間継続して表示されるものであること
　屋外で表示されるものであること
　公衆に表示されるものであること
　この 3つの条件を満たすもので、具体的には、看板や広告塔、ポスターなどだけでは
なく、建築物の壁面等に直接表示するものも含みます。また、表示内容については文字
だけではなく、商標、シンボルマーク、写真など一定のイメージをあたえるものや商業
広告以外の営利を目的としないものも含みます。

屋外広告物の定義

主な広告の種類

屋外広告物に該当するものの例 屋外広告物に該当しないものの例

２
３

１

11

屋上広告物

壁面広告物

突出広告物

広告塔

電光表示広告物

広告板

サインポール

広告旗

広告幕

立看板

気球広告
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  なお、上記３「禁止物件」、４「禁止地域」、５～８「許可」については、
適用除外の対象となるものがございます。適用除外の対象、基準、届出の有無
等については、P.38 ～ 49 をご確認ください。
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１．屋外広告物とは【屋外広告物法第 2条】

・電柱や塀に貼付けされたビラやチラシ
・自動車の車体広告
・ビルの壁面に表示された絵画や写真
・電光掲示板
・自動販売機　など

・街頭で配布されるビラやチラシ
・自動車やビルの窓ガラスの内側から外側
  に向けて表示された広告
・駅等の改札口の内側の人に対して表示さ
  れた改札口内側にある広告物
・音響による広告　など

　常時又は一定の期間継続して表示されるものであること
　屋外で表示されるものであること
　公衆に表示されるものであること
　この 3つの条件を満たすもので、具体的には、看板や広告塔、ポスターなどだけでは
なく、建築物の壁面等に直接表示するものも含みます。また、表示内容については文字
だけではなく、商標、シンボルマーク、写真など一定のイメージをあたえるものや商業
広告以外の営利を目的としないものも含みます。

屋外広告物の定義

主な広告の種類

屋外広告物に該当するものの例 屋外広告物に該当しないものの例

２
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１
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屋上広告物

壁面広告物

突出広告物

広告塔

電光表示広告物

広告板

サインポール

広告旗

広告幕

立看板

気球広告
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２．禁止広告物【条例第 16条】

　次のような物件には、屋外広告物の表示等が原則として禁止されております。ただし、
国又は地方公共団体が公共目的をもって表示等を行う屋外広告物等については、適用の除
外を受けることができます。
(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離帯
(2)　石垣及び擁壁の類
(3)　街路樹及び路傍樹
(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並びに里程標の類
(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するもの
　　  （交通信号機及び道路標識を添加してある電柱、電話柱及び街灯柱）
(6)　消火栓及び火災報知機
(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの類
(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
(11)　景観重要建造物及び景観重要樹木
(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて指定する物件

３．禁止物件【条例第 10条】

郵便ポスト　　 街灯柱　　　信号機　 　 消火栓　　 道路標識　 　　街路樹

　次のような屋外広告物は表示等ができません。
(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剥離し
　　 たもの
(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効用を妨げるようなもの
(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
(6)　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用するもの
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主な禁止地域等

４．禁止地域【条例第 9条】

　良好な景観の形成、風致の維持の観点から、屋外広告物の表示等を原則として禁止する
地域です。ただし、社会生活を営む上で最小限必要な一定の屋外広告物については、適用
の除外を受けることができます。

13

ここでは、次頁に示す禁止地域の一部を図面上で示しています。
（表の中でピンクに塗りつぶしている部分）
その他市長が指定する禁止地域については、67ページの「市長が指定する禁止地域」
を参照してください。
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主な禁止地域等
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地域です。ただし、社会生活を営む上で最小限必要な一定の屋外広告物については、適用
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ここでは、次頁に示す禁止地域の一部を図面上で示しています。
（表の中でピンクに塗りつぶしている部分）
その他市長が指定する禁止地域については、67ページの「市長が指定する禁止地域」
を参照してください。



 基準編

禁止地域等の一覧

項目 禁止地域 
都市計画法関連 ●第一種低層住居専用地域 

●第二種低層住居専用地域 
●第一種中高層住居専用地域 
●第二種中高層住居専用地域 
●市街化調整区域 

●景観地区 
●風致地区 

文化財保
護法関連 

国指定 ●重要文化財(建造物に限る。)の敷地及びその周囲で市長が指定する
範囲内にある地域 

●史跡、名勝又は天然記念物の地域 
県指定 ●沖縄県文化財保護条例により指定された有形文化財(建造物に限

る。) 又は民俗資料(建造物に限る。)の敷地及びその周囲で市長が
指定する範囲内にある地域 

●史跡、名勝又は天然記念物の地域 
市指定 ●那覇市文化財保護条例により指定された建造物及びその周囲で市

長が指定する範囲内にある地域 
●史跡、名勝又は天然記念物の地域 

道路、軌道関連 ・道路又は軌道で、市長が指定する区間 
⇒沖縄高速自動車道、一般国道、主要地方道、一般県道 

・道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する区域 
⇒市長が指定する道路区間の路端から両側 300ｍ 

その他 ●都市公園の区域 

・河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市長が指定する区域 

・港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、市長が指定する
区域 

・官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、美術館、体育館
及び病院の敷地 

・古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が指定する区域 

 ●：那覇市ＨＰの「なはMAP（都市計画）」にて確認することができる項目
http://www.city.naha.okinawa.jp/online/tpmap.html
Ｐ.1３の図面では、詳細まで確認できないため「なはMAP（都市計画）」
で確認してください。

　　　　：前頁の図面に示している項目
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５．許可地域【条例第 11条、第 17条】

　禁止地域以外の地域は、屋外広告物を設置する際に市長の許可を受けなければなりませ
ん。本市では、許可を受けなければならない地域として、住居系地域、商業系地域、工業
系地域の３地域に区分しております。
　許可を受けるためには、その屋外広告物の大きさ・高さ等が表示等を行う地域の許可基
準に適合していなければなりません。

許可地域の地域区分

 

地域 用途地域 地域の説明 

住居系地域  
・第１種住居地域  
・第２種住居地域  
・準住居地域 

 

商業系地域  ・近隣商業地域  
・商業地域  

 

工業系地域  ・準工業地域  
・工業地域  
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主に住宅を中心とした住宅と商業施設
が混在する地域

主に商業施設を中心とした商業施設と
住宅が混在する地域
工場や商業施設などを建てることが
できる地域
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・河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市長が指定する区域 
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５．許可地域【条例第 11条、第 17条】

　禁止地域以外の地域は、屋外広告物を設置する際に市長の許可を受けなければなりませ
ん。本市では、許可を受けなければならない地域として、住居系地域、商業系地域、工業
系地域の３地域に区分しております。
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住宅が混在する地域
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 基準編

６．共通許可基準【条例第 11条、第 17条関係】
共通基準では、一般基準と色彩に係る基準の２つの基準を定めています。

（１）一般基準

  

16

周囲の景観、環境と調和する
イルミネーションとなるよう
配慮しましょう。

△△不動産 200ｍ先

○○商店
この先

□□ショップ
50ｍ先

スーパー○○
□□
食堂

？？？

複数の広告等が信号と重なると、
まぎらわしくなり、運転車を混乱
させてしまいます。

1 
建物やその周囲の景観、環境と調和するものである
こと。 

理念編

基準編
 
P. 4～5参照 

2 公衆に危害を及ぼすおそれのないものであること。 P. 12参照  

3 道路交通に影響を与えないものであること。 

下図参照 
4 
電照を伴うもの、イルミネーション、ネオンサイン
等は、周囲の景観、環境と調和するものであること。 

5 
広告物の数量及び表示の大きさは、効果の限度にお
いて最小限にとどめること。 

基準編 
P. 20～35参照 

6 
一定の区域に過度に集中していないものであるこ
と。 

P. 36参照  

7 
道路法、建築基準法その他の法令に適合するもので
あること。 

手続き編 P. 54参照  
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　色彩に係る基準では、建物を利用する広告物と独立している広告物の２つの基準を定め
ています。

（２）色彩に係る基準
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  広告物の種類 掲出の形態 色彩に係る基準 
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(3) 突出広告

(4) 地上広告

(5) 電柱

(6) 街灯柱

(7) はり紙、はり札

(8) 立看板

(9) アーチ広告

(10) 広告幕

(11) 広告旗

(12) 塀または垣広告

(13) 気球広告

(2) 壁面広告

(1) 屋上広告
建物を利用する広告物

独立している広告物

⇒P.18 の表確認

①原則として中間色を中心に
　色調を整える。

②地色においては、けばけばしい
　色を使用していないものである
　こと。
　ただし、緊急の必要性がある
　もの又は警告、交通規制等の
　用に供するもので、公衆の安全
　を図る必要と認められるものを
　除く。
　⇒P.19 参照

屋上広告

壁面広告

突
出
広
告
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独立している広告物

⇒P.18 の表確認

①原則として中間色を中心に
　色調を整える。

②地色においては、けばけばしい
　色を使用していないものである
　こと。
　ただし、緊急の必要性がある
　もの又は警告、交通規制等の
　用に供するもので、公衆の安全
　を図る必要と認められるものを
　除く。
　⇒P.19 参照

屋上広告

壁面広告

突
出
広
告
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建物を利用する広告物の色彩基準
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地域区分 基 準 

(1)  

第一種低層住居専用地域 
第二種低層住居専用地域 
第一種中高層住居専用地域 
第二種中高層住居専用地域 
風致地区、市街化調整区域 

建築物の各壁面のそれぞれに
おいて、壁面及び広告物等にお
ける彩度 10以上の色（マンセ
ル値）によって表示される面積
の割合 

立面積に対し
5％以下 

(2)  

第一種住居地域、第二種住居地域 
準住居地域、近隣商業地域 
商業地域、準工業地域 
工業地域、工業専用地域 

建築物の各壁面のそれぞれに
おいて、壁面及び広告物等にお
ける彩度 10以上の色（マンセ
ル値）によって表示される面積
の割合 

立面積に対し
10％以下 

(3)  

首里金城重点地区 
壺屋重点地区 
龍潭通り重点地区 

彩度 8以上の色（マンセル値）
原則使用でき
ない 

ただし、市長が必要と認めると
きは、建築物の各壁面のそれぞ
れにおいて、壁面及び広告物等
における彩度 8以上の色（マン
セル値）によって表示される面
積の割合 

立面積に対し
5％以下 

 

彩度 10以上の色によって表示される面積

a + b + c + d
　　  S

≦5％以下または 10％以下

= a + b + c + d

屋外広告物の彩度 10以上
の色彩の面積

建築物の彩度 10以上
の色彩の面積

＜色彩基準イメージ図＞

c

d

b 壁面広告

a 屋上広告

突
出
広
告

 

建築物立面積 S

『マンセル値』とは、産業標準化法に基づく日本産業規格 Z8721 に
定める色相、明度及び彩度の三属性の値をいいます。

色相が 5R、明度が 4、彩度が 12の色は
このように表します。

５R   ４  ／  １２
色相  明度       彩度

※『マンセル値』については、P.69 の用語解説において詳細に説明しています。
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　共通許可基準の色彩に係る基準においては、建物と一体的でない屋外広告物について
「原則として、地色においては、けばけばしい色を使用していないものであること」とあ
りますが、ここでは “けばけばしい色” と “地色” の定義について解説します。

（１）けばけばしい色の定義について
　マンセル表色系において、色の鮮やかさをあらわす彩度の数値が 10以上の色をけばけ
ばしい色と定義します。

（２）地色の定義について
　一般的な広告のデザインでは、見える図形を図といい、背景を地といいます。
　ここで、図と地について下記のとおり分類します。
・図として認識されるもの：イラスト、写真、文字等
・地として認識されるもの：上記以外の背景
　このように、地色とは、文字、絵、マークその他の広告を目的とする表示部分の背景（広
告以外の部分）となる部分の色とします。

　ただし、図と地で使用しているけばけばしい色の面積の合計が過度なものとなっていな
い場合は、次のとおりとする。

マンセル値の彩度が10以上の代表的な事例 

独立している広告物の色彩基準

地域区分 基準

禁止地域

住居系・工業系地域

商業系地域

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または 1 面 0.75 ㎡以下かつ合計 1.5 ㎡以下

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または 1 面 1.5 ㎡以下かつ合計 3 ㎡以下

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または合計 3 ㎡以下

※緊急の必要性があるもの又は警告、交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るた
めに必要と認められるものについては、上記基準を適用しない。
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建物を利用する広告物の色彩基準
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地域区分 基 準 

(1)  

第一種低層住居専用地域 
第二種低層住居専用地域 
第一種中高層住居専用地域 
第二種中高層住居専用地域 
風致地区、市街化調整区域 

建築物の各壁面のそれぞれに
おいて、壁面及び広告物等にお
ける彩度 10以上の色（マンセ
ル値）によって表示される面積
の割合 

立面積に対し
5％以下 

(2)  

第一種住居地域、第二種住居地域 
準住居地域、近隣商業地域 
商業地域、準工業地域 
工業地域、工業専用地域 

建築物の各壁面のそれぞれに
おいて、壁面及び広告物等にお
ける彩度 10以上の色（マンセ
ル値）によって表示される面積
の割合 

立面積に対し
10％以下 

(3)  

首里金城重点地区 
壺屋重点地区 
龍潭通り重点地区 

彩度 8以上の色（マンセル値）
原則使用でき
ない 

ただし、市長が必要と認めると
きは、建築物の各壁面のそれぞ
れにおいて、壁面及び広告物等
における彩度 8以上の色（マン
セル値）によって表示される面
積の割合 

立面積に対し
5％以下 

 

彩度 10以上の色によって表示される面積

a + b + c + d
　　  S

≦5％以下または 10％以下

= a + b + c + d

屋外広告物の彩度 10以上
の色彩の面積

建築物の彩度 10以上
の色彩の面積

＜色彩基準イメージ図＞

c

d

b 壁面広告

a 屋上広告

突
出
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建築物立面積 S

『マンセル値』とは、産業標準化法に基づく日本産業規格 Z8721 に
定める色相、明度及び彩度の三属性の値をいいます。

色相が 5R、明度が 4、彩度が 12の色は
このように表します。

５R   ４  ／  １２
色相  明度       彩度

※『マンセル値』については、P.69 の用語解説において詳細に説明しています。
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　共通許可基準の色彩に係る基準においては、建物と一体的でない屋外広告物について
「原則として、地色においては、けばけばしい色を使用していないものであること」とあ
りますが、ここでは “けばけばしい色” と “地色” の定義について解説します。

（１）けばけばしい色の定義について
　マンセル表色系において、色の鮮やかさをあらわす彩度の数値が 10以上の色をけばけ
ばしい色と定義します。

（２）地色の定義について
　一般的な広告のデザインでは、見える図形を図といい、背景を地といいます。
　ここで、図と地について下記のとおり分類します。
・図として認識されるもの：イラスト、写真、文字等
・地として認識されるもの：上記以外の背景
　このように、地色とは、文字、絵、マークその他の広告を目的とする表示部分の背景（広
告以外の部分）となる部分の色とします。

　ただし、図と地で使用しているけばけばしい色の面積の合計が過度なものとなっていな
い場合は、次のとおりとする。

マンセル値の彩度が10以上の代表的な事例 

独立している広告物の色彩基準

地域区分 基準

禁止地域

住居系・工業系地域

商業系地域

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または 1 面 0.75 ㎡以下かつ合計 1.5 ㎡以下

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または 1 面 1.5 ㎡以下かつ合計 3 ㎡以下

けばけばしい色の面積の合計が表示面積に対し半分以下
または合計 3 ㎡以下

※緊急の必要性があるもの又は警告、交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るた
めに必要と認められるものについては、上記基準を適用しない。
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７．広告物等の種類ごとの許可基準
　　【条例第 11条、第 17条関係】
（１）屋上広告

①定義

②条例上のルール

建築物の屋上部分となる階段室、昇降機塔、物見塔その
他これらに類するもの（塔屋等）の壁面、建築物の屋上、
建築物の最上階のひさしの上又は建築物の屋上の工作物
に表示し、又は設置する屋外広告物等

●商業地域の高さの基準は、7.0ｍ以下かつ地上から広告物を設置する箇所まで
   の高さ 1/3 以下です。

高さ

【商業地域高さ規制イメージ】

建物毎に１個
・主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物その他の工作物に設置される
  ものであること。
・建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出ていないこと。

面積

高さ

個数

構造

住居系地域　　　　　　　　商業系地域　　　　　　　工業系地域
１面 30㎡以下
3.5ｍ（建物一層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/4 以下

１面 50㎡以下
7.0ｍ（建物二層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/3 以下

１面 30㎡以下
3.5ｍ（建物一層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/4 以下

項目

広告物設置高さの
１/3 の規制の範囲高さ 7ｍ

の規制

広告物設置高さの１/3 の規制となる高さ 7mの規制となる

１/3 の規制

高さ 7ｍ
の規制 １/3 の規制

１/3 の規制

広告設置高さ

広告設置高さ 広告設置高さ

広告設置高さ
16m21m

40m

8m
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Before After

乱雑に並ぶ
情報整理されていない

塔屋を利用する

1つにまとめる

●建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出ないようにします。

個数

構造

●建物１棟につき、広告物は１つとします。

Before After

 

壁面の
垂直面

壁面の
垂直面

壁面の
垂直面

壁面の
垂直面
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７．広告物等の種類ごとの許可基準
　　【条例第 11条、第 17条関係】
（１）屋上広告

①定義

②条例上のルール

建築物の屋上部分となる階段室、昇降機塔、物見塔その
他これらに類するもの（塔屋等）の壁面、建築物の屋上、
建築物の最上階のひさしの上又は建築物の屋上の工作物
に表示し、又は設置する屋外広告物等

●商業地域の高さの基準は、7.0ｍ以下かつ地上から広告物を設置する箇所まで
   の高さ 1/3 以下です。

高さ

【商業地域高さ規制イメージ】

建物毎に１個
・主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物その他の工作物に設置される
  ものであること。
・建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出ていないこと。

面積

高さ

個数

構造

住居系地域　　　　　　　　商業系地域　　　　　　　工業系地域
１面 30㎡以下
3.5ｍ（建物一層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/4 以下

１面 50㎡以下
7.0ｍ（建物二層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/3 以下

１面 30㎡以下
3.5ｍ（建物一層分程度）
以下かつ地上から広告物
を設置する箇所までの
高さ 1/4 以下

項目

広告物設置高さの
１/3 の規制の範囲高さ 7ｍ

の規制

広告物設置高さの１/3 の規制となる高さ 7mの規制となる

１/3 の規制

高さ 7ｍ
の規制 １/3 の規制

１/3 の規制

広告設置高さ

広告設置高さ 広告設置高さ

広告設置高さ
16m21m

40m

8m
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Before After

乱雑に並ぶ
情報整理されていない

塔屋を利用する

1つにまとめる

●建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出ないようにします。

個数

構造

●建物１棟につき、広告物は１つとします。

Before After

 

壁面の
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参考

屋上広告を手すりより上に設置する場合

⇒手すりは広告の高さに入れない
⇒ただし、脚部が高すぎるのは NG

屋上広告を手すり（格子状のもの）より
上に設置する場合

⇒手すりも広告の高さに含む

＜高さの計測について＞

高さ 高さ

高さ 高さ
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スカイラインと調和した広告物の事例

建物との一体感を意識し、色彩に配慮した広告物の事例

③より良い広告とするために

●スカイラインとの調和を考慮しましょう。
●壁面広告との併用はできるだけ避けましょう。
●建物に対して広告物が過大とならないようにし、建物のデザインと一体感
　を持たせるように工夫しましょう。

建物との一体感を意識した広告物の事例
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参考

屋上広告を手すりより上に設置する場合

⇒手すりは広告の高さに入れない
⇒ただし、脚部が高すぎるのは NG

屋上広告を手すり（格子状のもの）より
上に設置する場合

⇒手すりも広告の高さに含む

＜高さの計測について＞

高さ 高さ

高さ 高さ
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スカイラインと調和した広告物の事例

建物との一体感を意識し、色彩に配慮した広告物の事例

③より良い広告とするために

●スカイラインとの調和を考慮しましょう。
●壁面広告との併用はできるだけ避けましょう。
●建物に対して広告物が過大とならないようにし、建物のデザインと一体感
　を持たせるように工夫しましょう。

建物との一体感を意識した広告物の事例
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（２）壁面広告

①定義

②条例上のルール

建築物の壁面に直接塗料等で広告内容を表示するもの、
又木若しくは金属等の耐久性のある材料を使用して作成
されたものであって、建築物の壁面に取り付けられ、広
告内容を表示するもの。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

複数の広告を表示する場合は、そ
れぞれの合計面積

壁面面積
の１/３ 壁面面積

の１/４

【商業系地域】
【住居系地域】
【工業系地域】 【商業系地域】

【住居系地域】
【工業系地域】

面積

面積

個数
1壁面において同一内容の
広告物等の表示は1個以下

1壁面において同一内容の
広告物等の表示は1個以下

1壁面において同一内容の
広告物等の表示は2個以下

24

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/4以下かつ30㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
120㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
30＋（１壁面の面積（㎡）ー
120）×1/20

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/3以下かつ50㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
150㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
50＋（１壁面の面積（㎡）ー
150）×1/20

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/4以下かつ30㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
120㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
30＋（１壁面の面積（㎡）ー
120）×1/20
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③より良い広告とするために

建築の壁面面積が 120 ㎡（商業系地域は 150 ㎡）を超える
場合、その超えた分の面積の 1/20（5％）を加算することが
できます。（広告物がすべて自家用広告物の場合に限る）

●建物のデザインを崩さないよう、建物と一体となったデザインとしましょう。
●情報過多で何を伝えたいか分からないということがないよう、必要なことをシンプルに
　伝えましょう。
●１つの建物に複数の壁面広告を設置する場合は、位置、大きさなどを揃えましょう。

建物と一体感のあるデザインの広告物
の事例

切り文字を利用したシンプルな広告物
の事例

○○○

△△△

□□□

Shop
ＮＡＨＡ

◇◇◇

25

歴史的な景観の地域に調和させた広告物
の事例

複数の広告の大きさを揃えて並べた
事例

商業系地域の場合　（壁面面積 1,000 ㎡）
50＋（1,000-150）×1/20＝92.5 ㎡
92.5 ㎡まで広告物の表示が可能です。

〈例〉
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（２）壁面広告

①定義

②条例上のルール

建築物の壁面に直接塗料等で広告内容を表示するもの、
又木若しくは金属等の耐久性のある材料を使用して作成
されたものであって、建築物の壁面に取り付けられ、広
告内容を表示するもの。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

複数の広告を表示する場合は、そ
れぞれの合計面積

壁面面積
の１/３ 壁面面積

の１/４

【商業系地域】
【住居系地域】
【工業系地域】 【商業系地域】

【住居系地域】
【工業系地域】

面積

面積

個数
1壁面において同一内容の
広告物等の表示は1個以下

1壁面において同一内容の
広告物等の表示は1個以下

1壁面において同一内容の
広告物等の表示は2個以下

24

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/4以下かつ30㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
120㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
30＋（１壁面の面積（㎡）ー
120）×1/20

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/3以下かつ50㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
150㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
50＋（１壁面の面積（㎡）ー
150）×1/20

１壁面における表示面積
の合計は、当該壁面面積
の1/4以下かつ30㎡以下。
ただし、１壁面の面積が
120㎡を超え、かつ、当該
壁面の壁面広告が全て自
家用広告物である場合
は、１壁面における表示面
積の合計を、次の式により
算定した面積以下とする
ことができる。
30＋（１壁面の面積（㎡）ー
120）×1/20

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

③より良い広告とするために

建築の壁面面積が 120 ㎡（商業系地域は 150 ㎡）を超える
場合、その超えた分の面積の 1/20（5％）を加算することが
できます。（広告物がすべて自家用広告物の場合に限る）

●建物のデザインを崩さないよう、建物と一体となったデザインとしましょう。
●情報過多で何を伝えたいか分からないということがないよう、必要なことをシンプルに
　伝えましょう。
●１つの建物に複数の壁面広告を設置する場合は、位置、大きさなどを揃えましょう。

建物と一体感のあるデザインの広告物
の事例

切り文字を利用したシンプルな広告物
の事例

○○○

△△△

□□□

Shop
ＮＡＨＡ

◇◇◇
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歴史的な景観の地域に調和させた広告物
の事例

複数の広告の大きさを揃えて並べた
事例

商業系地域の場合　（壁面面積 1,000 ㎡）
50＋（1,000-150）×1/20＝92.5 ㎡
92.5 ㎡まで広告物の表示が可能です。

〈例〉



 基準編

（３）突出広告

①定義

②条例上のルール

金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたものであっ
て、建築物の壁面から突き出して取り付けられ、広告内容を
表示するもの。

１事業所等：一つの住所、事業所、営業所又は作業場若しくはこれらの駐車場をいう。

1面 10 ㎡以下
合計 20㎡以下

1面 20 ㎡以下
合計 40㎡以下

【商業系地域】

【住居系地域】
【工業系地域】2.5m以上

4.5m以上

突
出
広
告

（
車
道
上
）

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

1.5ｍ以下
壁面から

1.5ｍ以下
壁面から

道路境界線

1ｍ以下
道路境界線から

道路境界線

1ｍ以下
道路境界線から

歩道 車道

高さ・突出幅 面積

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

高さ
突出幅

1事業所等における表示
面積の合計が 20㎡以下
(1面の場合は10㎡以下 )

1 事業所等における表示
面積の合計が 40㎡以下
(1面の場合は20㎡以下 )

1 事業所等における表示
面積の合計が 20㎡以下
(1面の場合は10㎡以下 )

壁面を超えない高さかつ広告物の下端：歩道上 2.5m以上、道路上 4.5m以上
壁面から 1.5m以下かつ道路境界線から 1mを超えないものであること
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③より良い広告とするために

●突出広告物を複数設置する場合は、大きさ、設置位置を統一し、１列に揃えて設置し　
　ましょう。
●建物と一体感のある広告物のデザインとしましょう。

建物と一体となるよう配慮された建物と　
広告物の事例

複数の広告物の大きさを揃えて並べた　
事例

建物と一体感のあるデザインの広告物の事例

27



 基準編

（３）突出広告

①定義

②条例上のルール

金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたものであっ
て、建築物の壁面から突き出して取り付けられ、広告内容を
表示するもの。

１事業所等：一つの住所、事業所、営業所又は作業場若しくはこれらの駐車場をいう。

1面 10 ㎡以下
合計 20㎡以下

1面 20 ㎡以下
合計 40㎡以下

【商業系地域】

【住居系地域】
【工業系地域】2.5m以上

4.5m以上

突
出
広
告

（
車
道
上
）

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

1.5ｍ以下
壁面から

1.5ｍ以下
壁面から

道路境界線

1ｍ以下
道路境界線から

道路境界線

1ｍ以下
道路境界線から

歩道 車道

高さ・突出幅 面積

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

高さ
突出幅

1事業所等における表示
面積の合計が 20㎡以下
(1面の場合は10㎡以下 )

1 事業所等における表示
面積の合計が 40㎡以下
(1面の場合は20㎡以下 )

1 事業所等における表示
面積の合計が 20㎡以下
(1面の場合は10㎡以下 )

壁面を超えない高さかつ広告物の下端：歩道上 2.5m以上、道路上 4.5m以上
壁面から 1.5m以下かつ道路境界線から 1mを超えないものであること

26
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③より良い広告とするために

●突出広告物を複数設置する場合は、大きさ、設置位置を統一し、１列に揃えて設置し　
　ましょう。
●建物と一体感のある広告物のデザインとしましょう。

建物と一体となるよう配慮された建物と　
広告物の事例

複数の広告物の大きさを揃えて並べた　
事例

建物と一体感のあるデザインの広告物の事例

27



 基準編

（４）野立広告

①定義

②条例上のルール

木又は金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたも
のであって、土地に建植され又は建造物その他の物件を利
用して取り付けられ、広告内容を表示するもの。

（1）１事業所等における表示面積の合計は、
１面 15 ㎡以下かつ合計 30 ㎡以下。ただ
し、全ての野立広告について１基当たり
の表示面積の合計が 15 ㎡以下である場合
は、１事業所等における表示面積の合計
を 45㎡以下とすることができる。

（2）広告板の高さは５ｍ以下、広告塔及びサ
インポールの高さは 10ｍ以下。

（1）1 事業所等における表示面積の合計は 30
㎡以下。ただし、全ての野立広告につい
て１基当たりの表示面積の合計が 15 ㎡以
下である場合は、１事業所等における表
示面積の合計を 45 ㎡以下とすることがで
きる。

（2）広告板の高さは５ｍ以下、広告塔及びサ
インポールの高さは 15ｍ以下。

サインポール
広告板

広告塔
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広告物の種類 地域区分 基　準

野立広告
（広告板、広告塔
及びサインポール）

住居系地域
工業系地域

商業系地域

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

③より良い広告とするために

１事業所等に複数の野立広告が
ある場合は、すべての野立広告
の面の合計面積が30㎡以下とな
るようにする。

ただし、全ての野立広告の１基
あたりの表示面積が各15㎡以下
であった場合、表示できる合計
面積を45㎡以下とすることがで
きる。

１基あたり15㎡以下とは、片面表示の野立広告であれば１面15㎡以下、両面表示
の野立広告であれば、7.5㎡×2面＝15㎡以下となります。

広告板：１面

広告塔：４面
サインポール：２面

●道路空間とのバランスに配慮した大きさ、高さとしましょう。
●沿道に設置する場合、運転者が集中できるよう情報を整理しましょう。
●広告物を複数設置する場合、できるだけ集約化させ、必要最低限の設置数としましょう。

高さ、色彩に配慮した広告物の事例 広告物を集約し、素材に配慮した事例

面積

29

15㎡15㎡15㎡



 基準編

（４）野立広告

①定義

②条例上のルール

木又は金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたも
のであって、土地に建植され又は建造物その他の物件を利
用して取り付けられ、広告内容を表示するもの。

（1）１事業所等における表示面積の合計は、
１面 15 ㎡以下かつ合計 30 ㎡以下。ただ
し、全ての野立広告について１基当たり
の表示面積の合計が 15 ㎡以下である場合
は、１事業所等における表示面積の合計
を 45㎡以下とすることができる。

（2）広告板の高さは５ｍ以下、広告塔及びサ
インポールの高さは 10ｍ以下。

（1）1 事業所等における表示面積の合計は 30
㎡以下。ただし、全ての野立広告につい
て１基当たりの表示面積の合計が 15 ㎡以
下である場合は、１事業所等における表
示面積の合計を 45 ㎡以下とすることがで
きる。

（2）広告板の高さは５ｍ以下、広告塔及びサ
インポールの高さは 15ｍ以下。

サインポール
広告板

広告塔
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広告物の種類 地域区分 基　準

野立広告
（広告板、広告塔
及びサインポール）

住居系地域
工業系地域

商業系地域

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

③より良い広告とするために

１事業所等に複数の野立広告が
ある場合は、すべての野立広告
の面の合計面積が30㎡以下とな
るようにする。

ただし、全ての野立広告の１基
あたりの表示面積が各15㎡以下
であった場合、表示できる合計
面積を45㎡以下とすることがで
きる。

１基あたり15㎡以下とは、片面表示の野立広告であれば１面15㎡以下、両面表示
の野立広告であれば、7.5㎡×2面＝15㎡以下となります。

広告板：１面

広告塔：４面
サインポール：２面

●道路空間とのバランスに配慮した大きさ、高さとしましょう。
●沿道に設置する場合、運転者が集中できるよう情報を整理しましょう。
●広告物を複数設置する場合、できるだけ集約化させ、必要最低限の設置数としましょう。

高さ、色彩に配慮した広告物の事例 広告物を集約し、素材に配慮した事例

面積

29

15㎡15㎡15㎡



 基準編

（５）電柱を利用するもの

①定義

②条例上のルール

電柱に取り付けられ、もしくは巻きつけられ、または塗料等を
用いて直接表示されたものおよびこれらに類するもの

1.2m 以下

0.6m以下

4.5m以上

2.5m以上

1.2m
以上

1.2m以下

基準なし

1.2m以下

柱の幅以下

突
出
広
告

巻
付
広
告

直
塗
広
告

車道側歩道側

突
出
広
告

（
車
道
上
）

巻
付
広
告

直
塗
広
告

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

貼
付
広
告

1.2m 以下

柱の幅以下
※貼付広告は高さ基準なし

設置高さ 大きさ

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

設置
高さ

形態

個数

・突出広告：横 0.6m以下、縦 1.2m以下
・巻付広告：縦 1.2m以下
・直塗広告及び貼付広告：幅は柱の幅以下、縦は 1.2m以下

・巻付広告又は直塗広告の道路面から下端までの高さ：1.2m以上
・突出広告の道路面から下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

・突出広告：取付けの方向は、歩道と車道の区別のある道路では歩道側とし、
  その区別のない道路では、原則として道路境界線側であること。

・個数の合計：電柱 1本につき、突出広告、巻付広告、直塗広告又は貼付広告
  ともに各 1個 ( ただし、角鉄柱の場合は当該角鉄柱の 2面以内 )
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（６）街灯柱を利用するもの

①定義

②条例上のルール

街灯柱に取り付けられたものおよびこれらに類するもの

4.5m以上

2.5m以上

車道側歩道側

突
出
広
告

（
車
道
上
）

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

面積：0.3 ㎡以下
　　　（１面）

突
出
広
告

巻
付
広
告

直
塗
広
告

張
付
広
告

突
出
広
告

街灯柱１本に１個

設置高さ・面積 個数

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

設置
高さ

個数

・表示面積の合計：1面 0.3 ㎡以下

・道路面から突出広告の下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

・個数の合計：1本につき 1個限りとし、巻付広告、直塗広告又は貼付広告
   は表示しない

31



 基準編

（５）電柱を利用するもの

①定義

②条例上のルール

電柱に取り付けられ、もしくは巻きつけられ、または塗料等を
用いて直接表示されたものおよびこれらに類するもの

1.2m 以下

0.6m以下

4.5m以上

2.5m以上

1.2m
以上

1.2m以下

基準なし

1.2m以下

柱の幅以下

突
出
広
告

巻
付
広
告

直
塗
広
告

車道側歩道側

突
出
広
告

（
車
道
上
）

巻
付
広
告

直
塗
広
告

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

貼
付
広
告

1.2m 以下

柱の幅以下
※貼付広告は高さ基準なし

設置高さ 大きさ

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

設置
高さ

形態

個数

・突出広告：横 0.6m以下、縦 1.2m以下
・巻付広告：縦 1.2m以下
・直塗広告及び貼付広告：幅は柱の幅以下、縦は 1.2m以下

・巻付広告又は直塗広告の道路面から下端までの高さ：1.2m以上
・突出広告の道路面から下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

・突出広告：取付けの方向は、歩道と車道の区別のある道路では歩道側とし、
  その区別のない道路では、原則として道路境界線側であること。

・個数の合計：電柱 1本につき、突出広告、巻付広告、直塗広告又は貼付広告
  ともに各 1個 ( ただし、角鉄柱の場合は当該角鉄柱の 2面以内 )
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（６）街灯柱を利用するもの

①定義

②条例上のルール

街灯柱に取り付けられたものおよびこれらに類するもの

4.5m以上

2.5m以上

車道側歩道側

突
出
広
告

（
車
道
上
）

突
出
広
告

（
歩
道
上
）

面積：0.3 ㎡以下
　　　（１面）

突
出
広
告

巻
付
広
告

直
塗
広
告

張
付
広
告

突
出
広
告

街灯柱１本に１個

設置高さ・面積 個数

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

面積

設置
高さ

個数

・表示面積の合計：1面 0.3 ㎡以下

・道路面から突出広告の下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

・個数の合計：1本につき 1個限りとし、巻付広告、直塗広告又は貼付広告
   は表示しない
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 基準編

（７）はり紙、はり札等

①定義

容易に取り外すことができる状態で工作物等に取り付けられ
ているはり紙その他これに類する広告物

②条例上のルール

（８）立看板等
①定義

容易に移動させることができる状態で立てられ、又は工作物
等に立て掛けられている立看板その他これに類する広告物又
は掲出物件（これらを支える台を含む）

②条例上のルール

主要な交差点：幅員 8ｍ以上の道路が相互に交差する交差点をいう。
道路標識：主要な交差点の角から 10m以内の道路標識に限る。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

面積

個数

・表示面積：1㎡以下

・同一内容のものは 1か所につき 2枚以下

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

設置
箇所

表示
方法

・表示面積の大きさ：幅 1m以下、長さ 2m以下、脚の長さ 0.5m以下

・信号機、主要な交差点の角、道路標識及びカーブミラーから、それぞれ
  10m以上離れた場所に設置

・倒伏のおそれがないように固定され、表示面は可能な限り垂直にすること
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（９）アーチ広告

①定義

②条例上のルール

金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたものであっ
て、道路上等の空中を横断しアーチ状に建植された物件を利
用して、広告内容を表示するもの。

（10）広告幕（横断幕、懸垂幕等）

①定義

②条例上のルール

工作物等を利用して取り付けられた幕に表示されたもの
およびこれに類するもの（のぼり旗を除く）

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 

面積

設置
個所

・表示面積の合計：1面 30 ㎡以下
・アーチ全体の長さ：12m以下

・原則として繁華街又はこれに準ずる地域であること

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

個数

設置
高さ

・表示面積の大きさ：幅 1.8m以下、長さ 20m以下

・建築物の壁面に表示する個数：1壁面 3個以下

・地上から広告物等の下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

設置
箇所
表示
方法

・道路を横断する広告幕：信号機、主要な交差点の角、道路標識及び
  カーブミラーから、それぞれ 10m以上離れた場所に設置

・広告幕の外周に風圧に耐える措置を講じること
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 基準編

（７）はり紙、はり札等

①定義

容易に取り外すことができる状態で工作物等に取り付けられ
ているはり紙その他これに類する広告物

②条例上のルール

（８）立看板等
①定義

容易に移動させることができる状態で立てられ、又は工作物
等に立て掛けられている立看板その他これに類する広告物又
は掲出物件（これらを支える台を含む）

②条例上のルール

主要な交差点：幅員 8ｍ以上の道路が相互に交差する交差点をいう。
道路標識：主要な交差点の角から 10m以内の道路標識に限る。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

面積

個数

・表示面積：1㎡以下

・同一内容のものは 1か所につき 2枚以下

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

設置
箇所

表示
方法

・表示面積の大きさ：幅 1m以下、長さ 2m以下、脚の長さ 0.5m以下

・信号機、主要な交差点の角、道路標識及びカーブミラーから、それぞれ
  10m以上離れた場所に設置

・倒伏のおそれがないように固定され、表示面は可能な限り垂直にすること
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（９）アーチ広告

①定義

②条例上のルール

金属等の耐久性のある材料を使用して作成されたものであっ
て、道路上等の空中を横断しアーチ状に建植された物件を利
用して、広告内容を表示するもの。

（10）広告幕（横断幕、懸垂幕等）

①定義

②条例上のルール

工作物等を利用して取り付けられた幕に表示されたもの
およびこれに類するもの（のぼり旗を除く）

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 

面積

設置
個所

・表示面積の合計：1面 30 ㎡以下
・アーチ全体の長さ：12m以下

・原則として繁華街又はこれに準ずる地域であること

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

個数

設置
高さ

・表示面積の大きさ：幅 1.8m以下、長さ 20m以下

・建築物の壁面に表示する個数：1壁面 3個以下

・地上から広告物等の下端までの高さ：歩道上 2.5m以上、車道上及び歩道と
  車道の区分のない道路上 4.5m以上

設置
箇所
表示
方法

・道路を横断する広告幕：信号機、主要な交差点の角、道路標識及び
  カーブミラーから、それぞれ 10m以上離れた場所に設置

・広告幕の外周に風圧に耐える措置を講じること
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 基準編

（11）広告旗（旗、のぼり等）

①定義

②条例上のルール

③より良い広告とするために

容易に移動させることができる状態で立てられ、又は容易に
取り外すことができる状態で工作物等に取り付けられている
広告の用に供する旗（これを支える台を含む。）

●通りの景観を意識して、リズムよく適度な間隔で設置するようにしましょう。

（12）塀又は垣広告
①定義

②条例上のルール

塀又は垣を利用して取り付けられ表示されたもの

参考
●石垣や擁壁は禁止物件なので注意しましょう。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

表示
面積

個数

表示
方法

・塀又は垣のそれぞれの面の 1/2 以下かつ 20㎡以下

・1面につき 3個以下

・表示方法から見た場合における塀又は垣の外郭線から突出しないこと

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 
表示
面積 ・表示面積 2㎡以下
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（13）気球広告

①定義

②条例上のルール

綱にネットを付けた気球を掲揚し、そのネット又は気球を
利用したものであって、広告内容を表示するもの

●水素ガス使用のアドバルーンなどは，「消防法」の規定による届出が必要とな
る場合があります。⇒水素ガスを充てんする気球の設置届

参考

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

設置
箇所
表示
方法

・直径：3m以下
・広告物の長さ：15m以下、幅 1.5m以下

・設置個所から気球の上端までの垂直距離 50m以下

・取付位置は、電線、煙突、高圧線等の施設物に接触しないものであること
・広告面にネットを使用していること

広告

広告
長さ：15 m 以下

直径：3 m以下

垂直距離：50 m 以下

幅：1.5 m 以下

＜気球とネットに広告を表示する場合＞

長さ：15 m 以下
広告

＜ネットに広告を表示する場合＞

大きさ・設置箇所
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 基準編

（11）広告旗（旗、のぼり等）

①定義

②条例上のルール

③より良い広告とするために

容易に移動させることができる状態で立てられ、又は容易に
取り外すことができる状態で工作物等に取り付けられている
広告の用に供する旗（これを支える台を含む。）

●通りの景観を意識して、リズムよく適度な間隔で設置するようにしましょう。

（12）塀又は垣広告
①定義

②条例上のルール

塀又は垣を利用して取り付けられ表示されたもの

参考
●石垣や擁壁は禁止物件なので注意しましょう。

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

表示
面積

個数

表示
方法

・塀又は垣のそれぞれの面の 1/2 以下かつ 20㎡以下

・1面につき 3個以下

・表示方法から見た場合における塀又は垣の外郭線から突出しないこと

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 
表示
面積 ・表示面積 2㎡以下
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（13）気球広告

①定義

②条例上のルール

綱にネットを付けた気球を掲揚し、そのネット又は気球を
利用したものであって、広告内容を表示するもの

●水素ガス使用のアドバルーンなどは，「消防法」の規定による届出が必要とな
る場合があります。⇒水素ガスを充てんする気球の設置届

参考

項目 住居系地域 商業系地域 工業系地域 

 
  

 
   

 

大きさ

設置
箇所
表示
方法

・直径：3m以下
・広告物の長さ：15m以下、幅 1.5m以下

・設置個所から気球の上端までの垂直距離 50m以下

・取付位置は、電線、煙突、高圧線等の施設物に接触しないものであること
・広告面にネットを使用していること

広告

広告
長さ：15 m 以下

直径：3 m以下

垂直距離：50 m 以下

幅：1.5 m 以下

＜気球とネットに広告を表示する場合＞

長さ：15 m 以下
広告

＜ネットに広告を表示する場合＞

大きさ・設置箇所
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 基準編

８．広告物等の表示面積の合計の基準（総量規制）
    【条例第 11条、第 17条関係】
　　   広告物の乱立を抑制する対策として、１敷地内で表示出来る広告物の合計面積の上限を
定めた総量規制を設けています。

①条例上のルール

　商業施設等以外の建物は、規模や地域、接道状況に関わらず、一律で 30㎡以下となっ
ています。
（１）敷地内の建築物が商業施設以外の場合
　　　　　（住宅、共同住宅 ( 店舗の入らない形態のもの )、マンション等）

地域区分
住居系地域 30㎡

30 ㎡
30 ㎡

商業系地域
工業系地域

表示面積の合計

36

（２）電光表示広告物の場合

※自動車を運転する人の注意を引くような位置に設置するのは、
   運転者にとって危険なので避けましょう。

（３）商業施設等の定義
　「商業施設等」とは、敷地内の建築物の中に、店舗、飲食店、劇場、映画館、遊技場そ
の他これらに類する用途に供する事業所等が存し、又は存しうる施設とします。
●商業施設以外：住宅、共同住宅 ( 店舗の入らない形態のもの )、マンション等）
●商業施設等：商業店舗が入っていなくても、テナントが入る可能性があるビル等につい
ても、商業施設として扱う

地域区分
住居系地域   5 ㎡

30 ㎡
  5 ㎡

商業系地域
工業系地域

表示面積の合計



 基準編

８．広告物等の表示面積の合計の基準（総量規制）
    【条例第 11条、第 17条関係】
　　   広告物の乱立を抑制する対策として、１敷地内で表示出来る広告物の合計面積の上限を
定めた総量規制を設けています。

①条例上のルール

　商業施設等以外の建物は、規模や地域、接道状況に関わらず、一律で 30㎡以下となっ
ています。
（１）敷地内の建築物が商業施設以外の場合
　　　　　（住宅、共同住宅 ( 店舗の入らない形態のもの )、マンション等）

地域区分
住居系地域 30㎡

30 ㎡
30 ㎡

商業系地域
工業系地域

表示面積の合計

36

（２）電光表示広告物の場合

※自動車を運転する人の注意を引くような位置に設置するのは、
   運転者にとって危険なので避けましょう。

（３）商業施設等の定義
　「商業施設等」とは、敷地内の建築物の中に、店舗、飲食店、劇場、映画館、遊技場そ
の他これらに類する用途に供する事業所等が存し、又は存しうる施設とします。
●商業施設以外：住宅、共同住宅 ( 店舗の入らない形態のもの )、マンション等）
●商業施設等：商業店舗が入っていなくても、テナントが入る可能性があるビル等につい
ても、商業施設として扱う

地域区分
住居系地域   5 ㎡

30 ㎡
  5 ㎡

商業系地域
工業系地域

表示面積の合計



 基準編

９．適用除外の基準【条例第 14条】

38

適用除外フロー図
　適用除外の基準とは、主に「禁止地域等」や「禁止物件」などの表示が禁止されている
地域や物件においても、表示等が可能となる基準をいい、次頁の表①～㉒の広告がその対
象となります。表示する広告の内容によって、無条件で適用除外となるものや、基準が定
められているものなど条件が多岐に渡るため、フロー図に沿って、適用除外の対象となる
のか、適用除外の基準等があるのかを確認してください。

適用除外の対象となりますか？１

適用除外となるための基準がありますか？２

適用除外の基準に適合していますか？３

規則で定める許可基準がありますか？５

許可の提出、基準の確認６

対象条例の確認７対象条例の確認７

適合

適合

不適合

不適合

有り 無し

有り

はい

いいえ

⑲⑱
適用除外

④⑤⑧⑨⑭⑯⑰
適用除外

適用除外の対象外

適用除外の対象外

※P.40 以降の表中の①～㉒をご確認下さい。
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39

許可の提出、基準の確認６ 届出が必要かの確認４

規則で定める許可基準がありますか？５

有り 無し

無し

適用除外の対象外

届出の提出

必要 不必要

⑳㉑㉒

対象条例の確認７

適合 不適合

適用除外

適用除外の対象外

⑦③

対象条例の確認７

適用除外
①②⑥⑩
⑪⑫⑬⑮

適用除外

※P.40 以降の表中の①～㉒をご確認下さい。



 基準編

９．適用除外の基準【条例第 14条】

38

適用除外フロー図
　適用除外の基準とは、主に「禁止地域等」や「禁止物件」などの表示が禁止されている
地域や物件においても、表示等が可能となる基準をいい、次頁の表①～㉒の広告がその対
象となります。表示する広告の内容によって、無条件で適用除外となるものや、基準が定
められているものなど条件が多岐に渡るため、フロー図に沿って、適用除外の対象となる
のか、適用除外の基準等があるのかを確認してください。

適用除外の対象となりますか？１

適用除外となるための基準がありますか？２

適用除外の基準に適合していますか？３

規則で定める許可基準がありますか？５

許可の提出、基準の確認６

対象条例の確認７対象条例の確認７

適合

適合

不適合

不適合

有り 無し

有り

はい

いいえ

⑲⑱
適用除外

④⑤⑧⑨⑭⑯⑰
適用除外

適用除外の対象外

適用除外の対象外

※P.40 以降の表中の①～㉒をご確認下さい。
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39

許可の提出、基準の確認６ 届出が必要かの確認４

規則で定める許可基準がありますか？５

有り 無し

無し

適用除外の対象外

届出の提出

必要 不必要

⑳㉑㉒

対象条例の確認７

適合 不適合

適用除外

適用除外の対象外

⑦③

対象条例の確認７

適用除外
①②⑥⑩
⑪⑫⑬⑮

適用除外

※P.40 以降の表中の①～㉒をご確認下さい。



 基準編

１ 適用除外の対象

那覇 太郎

○
○
な
社
会
を
！

△△党

止まれ

運動実施中
那覇市

ハイタイ！
ハイサイ！

２）その他法令で
　　設置義務があ
　　るもの
（※右欄にいくつ
かの代表的事例を
挙げる）

ⅰ. 文化財保
　 護法

ⅱ. 道路法
ⅲ. 建築基準
　 法
ⅳ. 建設業法

国指定の史跡名勝天然
記念物等の管理に必要
な標識、説明板等
道路標識等
工事現場における建築
確認の表示等
建設業の名称等を記載
した標識の掲示

１）公職選挙法

２ 基準の
有無

国又は地方公共団体が公共目的をもって表示するもの

選挙期間中のポスター等

自家用広告物等

管理用広告物
（自家用広告を除
く）

土地、物件の管理者が管理上の必要
に基づき、非営利目的で設置するも
の

冠婚葬祭、
祭礼等 一時的に表示するもの

●●●屋

Ｐ 管理地
○○不動産

○
○
家
　葬
儀
場

　
　
　
　
　△
△
ホ
ー
ル

成
人
式

平
成
○
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―

○

○

―

―

①

②

③

④

⑤

⑥
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３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

9条
（禁止地域等）
10条
（禁止物件）
11条（許可）
12条
（景観保全型
整備地区）
13条
（広告物協定
地区）

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）設置の方法は、広告物等の種類ごとの基準に適合
　　していること。
（４）表示面積の合計は、禁止地域等は 1事業所等につ
　　き 5㎡以下で、禁止地域等以外の地域は 1事業所
　　等につき 10㎡以下であること。
（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）設置の方法は、広告物等の種類ごとの基準に適合
　　していること。
（４）表示面積は、禁止地域等は 1か所につき 1㎡以下
　　で、禁止地域等以外の地域は 1か所につき 5㎡以
　　下であること。

―

―

9条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

― ―

―

――

―

―

―

―

○

41

７
対象条例



 基準編

１ 適用除外の対象

那覇 太郎

○
○
な
社
会
を
！

△△党

止まれ

運動実施中
那覇市

ハイタイ！
ハイサイ！

２）その他法令で
　　設置義務があ
　　るもの
（※右欄にいくつ
かの代表的事例を
挙げる）

ⅰ. 文化財保
　 護法

ⅱ. 道路法
ⅲ. 建築基準
　 法
ⅳ. 建設業法

国指定の史跡名勝天然
記念物等の管理に必要
な標識、説明板等
道路標識等
工事現場における建築
確認の表示等
建設業の名称等を記載
した標識の掲示

１）公職選挙法

２ 基準の
有無

国又は地方公共団体が公共目的をもって表示するもの

選挙期間中のポスター等

自家用広告物等

管理用広告物
（自家用広告を除
く）

土地、物件の管理者が管理上の必要
に基づき、非営利目的で設置するも
の

冠婚葬祭、
祭礼等 一時的に表示するもの

●●●屋

Ｐ 管理地
○○不動産

○
○
家
　葬
儀
場

　
　
　
　
　△
△
ホ
ー
ル

成
人
式

平
成
○
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―

○

○

―

―

①

②

③

④

⑤

⑥

40

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

9条
（禁止地域等）
10条
（禁止物件）
11条（許可）
12条
（景観保全型
整備地区）
13条
（広告物協定
地区）

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）設置の方法は、広告物等の種類ごとの基準に適合
　　していること。
（４）表示面積の合計は、禁止地域等は 1事業所等につ
　　き 5㎡以下で、禁止地域等以外の地域は 1事業所
　　等につき 10㎡以下であること。
（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）設置の方法は、広告物等の種類ごとの基準に適合
　　していること。
（４）表示面積は、禁止地域等は 1か所につき 1㎡以下
　　で、禁止地域等以外の地域は 1か所につき 5㎡以
　　下であること。

―

―

9条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

― ―

―

――

―

―

―

―

○

41

７
対象条例



 基準編

講演会、展覧会、
音楽会等

軌道車両

―

○

○

―

―

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

自動車

沖縄県知事の登録を受けた自動車で、本市の区域を除
く適用除外の基準に従って表示されるもの
（※2013 年現在、本市を除いたものは沖縄県屋外広告
物条例のみ）

公共掲示板

○
○
○
○  

講
演
会

演
題
「
○
○
○
○
○
○
○
」

アー
ト展第●

回

○年○月○日～○日

期間が比較的短く、当該敷地に表示
されるもの

人、動物、車両（軌道車両及び自動車を除く）又は船
舶に表示されるもの

地方公共団体が設置する公共掲示板

他市町村の適用除外の基準
に従い表示されるもの

―

42

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

9 条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）絵画その他の具象的な図柄（写真を除く。）を表
　　示する広告物で営利を目的としないものであるこ
　　と。
（４）表示面積の合計は、左右の側面はそれぞれ 2㎡以
　　下で、前面及び後面はそれぞれ1㎡以下であること。
（５）個数の合計は、左右の側面はそれぞれ 3個以下で、
　　前面及び後面はそれぞれ 1個であること。

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）表示面積の合計は、左右の側面はそれぞれ 2㎡以
　　下（小型車は、0.5 ㎡以下）で、後面は 1㎡以下（小
　　型車は、0.5 ㎡以下）であること。
（３）個数の合計は、左右の側面はそれぞれ 3個以下（小
　　型車は、2個以下）で、後面は 1個であること。

―

――

―
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３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例



 基準編

講演会、展覧会、
音楽会等

軌道車両

―

○

○

―

―

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

自動車

沖縄県知事の登録を受けた自動車で、本市の区域を除
く適用除外の基準に従って表示されるもの
（※2013 年現在、本市を除いたものは沖縄県屋外広告
物条例のみ）

公共掲示板

○
○
○
○  

講
演
会

演
題
「
○
○
○
○
○
○
○
」

アー
ト展第●

回

○年○月○日～○日

期間が比較的短く、当該敷地に表示
されるもの

人、動物、車両（軌道車両及び自動車を除く）又は船
舶に表示されるもの

地方公共団体が設置する公共掲示板

他市町村の適用除外の基準
に従い表示されるもの

―

42

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

9 条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）絵画その他の具象的な図柄（写真を除く。）を表
　　示する広告物で営利を目的としないものであるこ
　　と。
（４）表示面積の合計は、左右の側面はそれぞれ 2㎡以
　　下で、前面及び後面はそれぞれ1㎡以下であること。
（５）個数の合計は、左右の側面はそれぞれ 3個以下で、
　　前面及び後面はそれぞれ 1個であること。

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）表示面積の合計は、左右の側面はそれぞれ 2㎡以
　　下（小型車は、0.5 ㎡以下）で、後面は 1㎡以下（小
　　型車は、0.5 ㎡以下）であること。
（３）個数の合計は、左右の側面はそれぞれ 3個以下（小
　　型車は、2個以下）で、後面は 1個であること。

―

――

―
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３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例



 基準編

工事現場の板塀
その他これに類
する仮囲いに表
示するもの

―

○

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

○

工事期間中に限り表示され、かつ、
周囲の景観に調和し、宣伝の用に供
さないもの

禁止物件第 10
条第 8号「送電
塔、送受信塔、
照明塔」、9号「煙
突、ガスタンク、
水タンクその他
のタンク類」

所有者又は管理者が、管理上の必
要に基づき設置するもの

上記を除く禁止
物件

所有者又は管理者が、管理上の必要
に基づき設置するもの

―

政治資金規正法に基づく届出を行った政治団体が政治活
動のため表示する、はり紙、はり札等、広告旗及び立看
板等

工事期間
平成○年○月○日～○日

あ
ぶ
な
い
！

△
△
△
党

公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するものに
寄贈者名等を表示するもの

○

44

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

9 条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

―

―

―

― ―

（１）はり紙又ははり札等の表示面積は、1㎡以下であ
　　ること。
（２）広告旗又は立看板等の大きさは、横 1ｍ以下、縦
　　2ｍ以下であること。
（３）表示期間は、1月以内であること。
（４）表示期間並びに表示者又は管理者の氏名及び連絡
　　先を明記していること。
（５）表示し、又は設置する場所又は施設の管理者（管
　　理者がない場合にあたっては、その所有者）の承
　　諾を得ていること。

―

―

―

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）表示面積の合計は、5㎡以下であること。
（４）個数の合計は、1物件につき 1個であること。 ―

―

（１）大きさは、表示方向から見た場合における施設又
　　は物件の外郭線内を 1平面とみなしたときの当該 1
　　平面の面積の 20分の 1以下、かつ、0.5 ㎡以下で
　　あること。
（２）寄贈者名等を表示する施設又は物件の効用を妨げ
　　ないものであること。
（３）個数の合計は、1施設又は 1物件につき 1個であ
　　ること。

10条
（禁止物件）

11条（許可）

9条
（禁止地域等）
10条
（禁止物件）
11条（許可）

45

３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例



 基準編

工事現場の板塀
その他これに類
する仮囲いに表
示するもの

―

○

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

○

工事期間中に限り表示され、かつ、
周囲の景観に調和し、宣伝の用に供
さないもの

禁止物件第 10
条第 8号「送電
塔、送受信塔、
照明塔」、9号「煙
突、ガスタンク、
水タンクその他
のタンク類」

所有者又は管理者が、管理上の必
要に基づき設置するもの

上記を除く禁止
物件

所有者又は管理者が、管理上の必要
に基づき設置するもの

―

政治資金規正法に基づく届出を行った政治団体が政治活
動のため表示する、はり紙、はり札等、広告旗及び立看
板等

工事期間
平成○年○月○日～○日

あ
ぶ
な
い
！

△
△
△
党

公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するものに
寄贈者名等を表示するもの

○

44

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

9 条
（禁止地域等）
11条（許可）

―

―

―

―

― ―

（１）はり紙又ははり札等の表示面積は、1㎡以下であ
　　ること。
（２）広告旗又は立看板等の大きさは、横 1ｍ以下、縦
　　2ｍ以下であること。
（３）表示期間は、1月以内であること。
（４）表示期間並びに表示者又は管理者の氏名及び連絡
　　先を明記していること。
（５）表示し、又は設置する場所又は施設の管理者（管
　　理者がない場合にあたっては、その所有者）の承
　　諾を得ていること。

―

―

―

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）電光表示広告物でないこと。
（３）表示面積の合計は、5㎡以下であること。
（４）個数の合計は、1物件につき 1個であること。 ―

―

（１）大きさは、表示方向から見た場合における施設又
　　は物件の外郭線内を 1平面とみなしたときの当該 1
　　平面の面積の 20分の 1以下、かつ、0.5 ㎡以下で
　　あること。
（２）寄贈者名等を表示する施設又は物件の効用を妨げ
　　ないものであること。
（３）個数の合計は、1施設又は 1物件につき 1個であ
　　ること。

10条
（禁止物件）

11条（許可）

9条
（禁止地域等）
10条
（禁止物件）
11条（許可）

45

３ 適用除外の基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例



 基準編46

―

○

⑱

⑲

⑳

○④自家用広告物等の適用除外に適合しない自家用広告
物等について、許可を受ければ禁止地域に表示が出来
る基準

軌道車両の適用除外に適合しないものについて、許可
を受ければ禁止地域にも表示が出来る基準

案内広告物等について、許可を受ければ禁止地域に
表示が出来る基準

●●●屋

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

市街地案内

―

㉑

公益上必要な施設又は物件について、許可を受ければ
禁止地域又は禁止物件に表示が出来る基準

広
告
収
入

バス停

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

47

9 条
（禁止地域等）

○

○

―

―

○

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）左右の側面のみに表示し、それぞれの側面におけ
　　  る表示面積の合計（表示しようとする広告物の表
        示面積及び許可を受けた既設の広告物の表示面積
        を合算したもの）は、10㎡以下であること。
　　  ただし、軌道車両の管理者が、表示される広告物
　　  について一定の審査手続きを行う等、市長が特に
　　  認める場合は、この限りでない。

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（３）表示面積の合計は、1事業所等につき 30㎡以下 ( 個  
　    数が1個の場合は20㎡以下)であること。ただし、
　    文化財保護条例 ( 条例第 9条第 1項第 7号 ) の地
       域は、10㎡以下であること。
（４）電光表示広告物の表示面積の合計は、1事業所等
　　 につき 5㎡以下であること。

道標柱　  （１）表示面積は、1個につき 0.5 ㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　　  （２）高さは、1.5ｍ以下であること。
道標板　  （１）表示面積は、1個につき 0.3 ㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　　  （２）高さは、2ｍ以下であること。
案内図板  （１）表示面積は、1個につき 5㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　 　 （２）高さは、2.5ｍ以下であること。

６ 許可の提出、基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例

― ○

（１）国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　 板、案内図板、案内標識等の物件
（２）公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　 他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
（３）その他市長が指定するもの
（４）共通許可基準に適合していること。
（５）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（６）1面当たりの表示面積が 2平方メートル以下で、
　　 かつ、1か所における表示面積の合計が 4平方
　　 メートル以下であること。
（７）高さは、2.5 メートル以下であること。

9条
（禁止地域等）
10条の一部
　（禁止物件）



 基準編46

―

○

⑱

⑲

⑳

○④自家用広告物等の適用除外に適合しない自家用広告
物等について、許可を受ければ禁止地域に表示が出来
る基準

軌道車両の適用除外に適合しないものについて、許可
を受ければ禁止地域にも表示が出来る基準

案内広告物等について、許可を受ければ禁止地域に
表示が出来る基準

●●●屋

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無

市街地案内

―

㉑

公益上必要な施設又は物件について、許可を受ければ
禁止地域又は禁止物件に表示が出来る基準

広
告
収
入

バス停

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編
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9 条
（禁止地域等）

○

○

―

―

○

―

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）左右の側面のみに表示し、それぞれの側面におけ
　　  る表示面積の合計（表示しようとする広告物の表
        示面積及び許可を受けた既設の広告物の表示面積
        を合算したもの）は、10㎡以下であること。
　　  ただし、軌道車両の管理者が、表示される広告物
　　  について一定の審査手続きを行う等、市長が特に
　　  認める場合は、この限りでない。

（１）共通許可基準に適合していること。
（２）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（３）表示面積の合計は、1事業所等につき 30㎡以下 ( 個  
　    数が1個の場合は20㎡以下)であること。ただし、
　    文化財保護条例 ( 条例第 9条第 1項第 7号 ) の地
       域は、10㎡以下であること。
（４）電光表示広告物の表示面積の合計は、1事業所等
　　 につき 5㎡以下であること。

道標柱　  （１）表示面積は、1個につき 0.5 ㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　　  （２）高さは、1.5ｍ以下であること。
道標板　  （１）表示面積は、1個につき 0.3 ㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　　  （２）高さは、2ｍ以下であること。
案内図板  （１）表示面積は、1個につき 5㎡以下であ
　　　　　　　ること。
　　　 　 （２）高さは、2.5ｍ以下であること。

６ 許可の提出、基準の内容 ４ 届出
有無

５ 許可
基準

７
対象条例

― ○

（１）国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　 板、案内図板、案内標識等の物件
（２）公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　 他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
（３）その他市長が指定するもの
（４）共通許可基準に適合していること。
（５）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（６）1面当たりの表示面積が 2平方メートル以下で、
　　 かつ、1か所における表示面積の合計が 4平方
　　 メートル以下であること。
（７）高さは、2.5 メートル以下であること。

9条
（禁止地域等）
10条の一部
　（禁止物件）
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―

㉑

公益上必要な施設又は物件について、許可を受ければ
禁止地域又は禁止物件に表示が出来る基準

―

㉒

公共的な取組に係る広告物等で、許可を受ければ禁止
地域又は禁止物件に表示が出来る基準

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無
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― ○

― ○

9条
（禁止地域等）
10条の一部
（禁止物件）

（８）マンセル値による彩度 10以上の色によって表示
　　 される面積の合計が、1か所における表示面積の
       合計の 3分の 1以下であること。
（９）個数の合計は、1施設又は 1物件につき 2個以下
       であること。ただし、市長が特に認める広告物等
       については、この限りでない。
（10）車両を運転する者から視認することのできる電光
       表示広告物である場合は、15秒以上静止した映像
       のみを表示するものであること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
（１）地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
       行う行事又は催物
（２）防犯又は防災に関する取組
（３）道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
       持管理
（４）その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
       る行為を主たる目的としないものであって、地域
       の活性化、地域コミュニティの発展等に寄与する
       ものとして市長が認める取組
（５）共通許可基準に適合していること。
（６）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（７）表示面積は、1面 2平方メートル以下、1建築物
       又は 1工作物における合計が5平方メートル以下、
       1 施設につき20平方メートル以下で、かつ、個数
       の合計は、10個以下であること。ただし、公共的
       な取組を行う者が、表示され、又は設置される広
       告物等について一定の審査手続を行う等、市長が
       特に認める場合は、この限りでない。
（８）車両を運転する者から視認することのできる電光
       表示広告物である場合は、15秒以上静止した映像
       のみを表示するものであること。

   
　　

６ 許可の提出、基準の内容 ４ 届出
有無

５ 規則
基準

７
対象条例
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―

㉑

公益上必要な施設又は物件について、許可を受ければ
禁止地域又は禁止物件に表示が出来る基準

―

㉒

公共的な取組に係る広告物等で、許可を受ければ禁止
地域又は禁止物件に表示が出来る基準

１ 適用除外の対象 ２ 基準の
有無
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― ○

― ○

9条
（禁止地域等）
10条の一部
（禁止物件）

（８）マンセル値による彩度 10以上の色によって表示
　　 される面積の合計が、1か所における表示面積の
       合計の 3分の 1以下であること。
（９）個数の合計は、1施設又は 1物件につき 2個以下
       であること。ただし、市長が特に認める広告物等
       については、この限りでない。
（10）車両を運転する者から視認することのできる電光
       表示広告物である場合は、15秒以上静止した映像
       のみを表示するものであること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
（１）地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
       行う行事又は催物
（２）防犯又は防災に関する取組
（３）道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
       持管理
（４）その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
       る行為を主たる目的としないものであって、地域
       の活性化、地域コミュニティの発展等に寄与する
       ものとして市長が認める取組
（５）共通許可基準に適合していること。
（６）広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　　 と。
（７）表示面積は、1面 2平方メートル以下、1建築物
       又は 1工作物における合計が5平方メートル以下、
       1 施設につき20平方メートル以下で、かつ、個数
       の合計は、10個以下であること。ただし、公共的
       な取組を行う者が、表示され、又は設置される広
       告物等について一定の審査手続を行う等、市長が
       特に認める場合は、この限りでない。
（８）車両を運転する者から視認することのできる電光
       表示広告物である場合は、15秒以上静止した映像
       のみを表示するものであること。

   
　　

６ 許可の提出、基準の内容 ４ 届出
有無

５ 規則
基準

７
対象条例
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Ｃ

１．屋外広告物の手続きについて
屋外広告物の手続きフロー図
屋外広告物を表示する際には、下図のフロー図に沿って、手続きを行ってください。

関係法令の申請等(1)

設 置 計 画

事 前 相 談
屋外広告物、地区計画、道路占用許可、
道路使用許可、建築確認等に関すること

那覇市都市デザイン室a

A

B

那覇市都市デザイン室

の許認可後

a

P.54

許可申請 P.54

許可基準に基づく審査(3) P.55

屋外広告物の表示・設置

管理者の届出(7) P.57

許可証の表示(6) P.56

管理者の設置(7) P.57

継続の許可(10) (11)P.57 P.57変更等の許可 (12) P.58除却義務等

管理義務(8) P.57 点検義務(9) P.57

手数料(4) P.55

許可(5) P.56

許可期間
の満了

引き続き掲出
したい場合

広告物の
内容変更

許可期限切れ又は
掲出の取りやめ

必要な場合のみ申請

(2)

Ｄ

約
１
週
間
程
度
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の許認可後A
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Ｃ

地区計画届出
地区計画区域内

屋外広告物のみ
申請する場合

屋外広告物と建築物
を併せて申請する場合

①

B

那覇市建築指導課b

那覇市建築指導課

那覇市 都市計画課 都市デザイン室
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 9階
連絡先：098-951-3246

那覇市 建築指導課
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 9階
連絡先：098-951-3244

30 日
程度

Ａと同時
申請可能

首里金城重点地区、龍潭通り重点地区、壺屋重点地区
に掲げる全ての工作物
景観計画区域内
行為届出等④

Ｄ

a

道路を占用する
広告塔等

道路上に置く
のぼり、看板等

道路占用許可申請②

道路使用許可申請③

沖縄県南部土木事務所d

那覇市道路管理課e

沖縄総合事務局
南部国道事務所与那原維持出張所c

約 2週間
　程度

高さ 4mを超える
工作物の場合

工作物確認申請⑤

Ｅ
民間の
指定確認検査機関g

那覇市建築指導課b
約 1週間
　程度

市道

県道

国道

那覇警察署f

　屋外広告物の設置場所や形状によっては、下記の関係法令の申請等が必要な場合があり
ます。また、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは並行して同時に審査が可能です。Ｅについては、Ａ( 屋外広告物 )
の許可を得た後に申請を行ってください。

那覇市 道路管理課
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 7階
連絡先：098-951-3237

e

那覇警察署　交通課
所在地：那覇市与儀 1-2-9
連絡先：098-836-0110
※場所によっては与那原署、豊見城署に申請

f

民間の指定確認検査機関
①沖縄建築確認検査センター㈱
所在地：那覇市樋川 1-11-3
連絡先：098-835-4700
②( 財 ) 沖縄県建設技術センター
所在地：宜野湾市普天間 1-2-16
連絡先：098-893-5611

g

b

沖縄県 南部土木事務所 維持管理班
所在地：那覇市旭町 116-37 南部合同庁舎 7、8階
連絡先：098-867-2941

d

沖縄総合事務局 南部国道事務所
与那原維持出張所　
所在地：与那原町字上与那原 346-1
連絡先：098-943-6201
※沖縄総合事務局 HPで電子申請システムの利用も可能

c

那覇市都市デザイン室a
Ａと同時
申請可能

a

b

b

事
前
相
談
連
絡
先
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約 1週間
　程度

c ed

f



 手続き編

Ｃ

１．屋外広告物の手続きについて
屋外広告物の手続きフロー図
屋外広告物を表示する際には、下図のフロー図に沿って、手続きを行ってください。

関係法令の申請等(1)

設 置 計 画

事 前 相 談
屋外広告物、地区計画、道路占用許可、
道路使用許可、建築確認等に関すること

那覇市都市デザイン室a

A

B

那覇市都市デザイン室

の許認可後

a

P.54

許可申請 P.54

許可基準に基づく審査(3) P.55

屋外広告物の表示・設置

管理者の届出(7) P.57

許可証の表示(6) P.56

管理者の設置(7) P.57

継続の許可(10) (11)P.57 P.57変更等の許可 (12) P.58除却義務等

管理義務(8) P.57 点検義務(9) P.57

手数料(4) P.55

許可(5) P.56

許可期間
の満了

引き続き掲出
したい場合

広告物の
内容変更

許可期限切れ又は
掲出の取りやめ

必要な場合のみ申請

(2)

Ｄ

約
１
週
間
程
度

52

の許認可後A
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Ｃ

地区計画届出
地区計画区域内

屋外広告物のみ
申請する場合

屋外広告物と建築物
を併せて申請する場合

①

B

那覇市建築指導課b

那覇市建築指導課

那覇市 都市計画課 都市デザイン室
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 9階
連絡先：098-951-3246

那覇市 建築指導課
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 9階
連絡先：098-951-3244

30 日
程度

Ａと同時
申請可能

首里金城重点地区、龍潭通り重点地区、壺屋重点地区
に掲げる全ての工作物
景観計画区域内
行為届出等④

Ｄ

a

道路を占用する
広告塔等

道路上に置く
のぼり、看板等

道路占用許可申請②

道路使用許可申請③

沖縄県南部土木事務所d

那覇市道路管理課e

沖縄総合事務局
南部国道事務所与那原維持出張所c

約 2週間
　程度

高さ 4mを超える
工作物の場合

工作物確認申請⑤

Ｅ
民間の
指定確認検査機関g

那覇市建築指導課b
約 1週間
　程度

市道

県道

国道

那覇警察署f

　屋外広告物の設置場所や形状によっては、下記の関係法令の申請等が必要な場合があり
ます。また、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは並行して同時に審査が可能です。Ｅについては、Ａ( 屋外広告物 )
の許可を得た後に申請を行ってください。

那覇市 道路管理課
所在地：那覇市泉崎 1-1-1 本庁舎 7階
連絡先：098-951-3237

e

那覇警察署　交通課
所在地：那覇市与儀 1-2-9
連絡先：098-836-0110
※場所によっては与那原署、豊見城署に申請

f

民間の指定確認検査機関
①沖縄建築確認検査センター㈱
所在地：那覇市樋川 1-11-3
連絡先：098-835-4700
②( 財 ) 沖縄県建設技術センター
所在地：宜野湾市普天間 1-2-16
連絡先：098-893-5611

g

b

沖縄県 南部土木事務所 維持管理班
所在地：那覇市旭町 116-37 南部合同庁舎 7、8階
連絡先：098-867-2941

d

沖縄総合事務局 南部国道事務所
与那原維持出張所　
所在地：与那原町字上与那原 346-1
連絡先：098-943-6201
※沖縄総合事務局 HPで電子申請システムの利用も可能

c

那覇市都市デザイン室a
Ａと同時
申請可能

a

b

b
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約 1週間
　程度

c ed

f
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（１）関係法令の申請等
　屋外広告物は、屋外広告物法及び条例のみでは

なく、道路法、建築基準法等の規制対象となる場

合があります。屋外広告物の大きさ、設置場所等

によっては、屋外広告物条例に基づく許可申請の

ほか、別途これらの関連法令（道路法、建築基準

法等）に基づく手続きが必要となる場合があるの

で確認しましょう。

　広告物等の表示を行うことが除外される場合を除き、広告物等の表示を行う場合は、屋

外広告物許可申請書など必要書類を正副 2通提出し、許可を受けなければなりません。

（２）許可申請【条例第 11条】

　必要書類

①

②

③

④

⑤

法令名 内容等

都市計画法

建築基準法

景観法

道路法

道路交通法

『地区計画の区域内における行為の届出』
地区計画区域内に掲げる屋外広告物。ただし、表示面積 1㎡以下
かつ、高さ 3m以下のものを除く。

『工作物確認申請』
・高さが 4mを超える広告塔、広告板等

『景観計画区域内行為届出等』
・首里金城重点地区、龍潭通り重点地区、壺屋重点地区に掲げる
　全ての工作物

『道路占用許可申請』
広告塔その他これらに類するもの、看板、旗ざお、幕、アーチ
※道路の上空に突き出す場合にも許可が必要
『道路使用許可申請』
広告版、アーチその他これらに類するもの

①
②
③
④

⑤

⑥

⑦ その他市長が必要と認める書類

屋外広告物許可申請書（第 1号様式）
広告物等の表示を行う場所の現況を示す見取り図、カラー写真
色彩及び意匠を示す図面
仕様書及び設計書（はり紙、はり札等の場合を除く）
他人が所有又は管理する土地や建築物等に広告物等の表示等を行う場合は、
その土地や建築物等の使用の承諾を証する書類の写し

既存広告物がある場合は、これらの表示面積、種類及び個数を明らかにする書類
並びに現況を示すカラー写真

54

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能
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（３）許可基準に基づく審査【条例第 17条】
　条例にて、広告物等の表示等に関する許可基準等が定められています。この許可基準等

に基づく審査を行い、許可基準等に適合していれば許可を受けて広告物等の表示等を行う

ことができます。

　＊許可基準等の詳細については、本ガイドラインの基準編（P.10 ～）をご参照ください。

（４）手数料【条例第 54条第 1項】
　屋外広告物の許可を受ける者は、広告種別ごとに以下の手数料一覧表のとおり納付しな

ければなりません。

種類 区分 単位 金額 
はり紙   1枚 5円 
広告幕   1枚 540円 
広告旗    1本 210円 
立看板   1個 210円 
気球広告   1個 1,240円 
広告板（はり札及びア
ーチを含む。） 
広告塔、その他の広告
物等  

0.5 ㎡未満 1枚、 
1個又は 
1基 
 

 

140円 
0.5 ㎡以上  1.0 ㎡未満 240円 
1.0 ㎡以上  2.0 ㎡未満 460円 
2.0 ㎡以上  5.0 ㎡未満 830円 
5.0 ㎡以上10.0㎡未満 1,560円 
10.0㎡以上20.0㎡未満 3,000円 
20.0㎡以上30.0㎡未満 5,290円 
30.0㎡以上40.0㎡未満 7,580円 
40.0㎡以上50.0㎡未満 10,820円 

50.0㎡以上 

50.0㎡を 10,820円と
し、50.0㎡を 1.0 ㎡増
すごとに330円を加算
した額 

電柱、街灯柱、架線柱
及び支電柱を利用す
る広告 

 1枚又は
1基 

240円 

広告板（はり札及びアーチを含む。）、広告塔及びその他の広告物等で、照明を伴うもの
については、この表の金額の欄に定める額に 10割を加算した額とする。 

　　手数料一覧表
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（１）関係法令の申請等
　屋外広告物は、屋外広告物法及び条例のみでは

なく、道路法、建築基準法等の規制対象となる場

合があります。屋外広告物の大きさ、設置場所等

によっては、屋外広告物条例に基づく許可申請の

ほか、別途これらの関連法令（道路法、建築基準

法等）に基づく手続きが必要となる場合があるの

で確認しましょう。

　広告物等の表示を行うことが除外される場合を除き、広告物等の表示を行う場合は、屋

外広告物許可申請書など必要書類を正副 2通提出し、許可を受けなければなりません。

（２）許可申請【条例第 11条】

　必要書類

①

②

③

④

⑤

法令名 内容等

都市計画法

建築基準法

景観法

道路法

道路交通法

『地区計画の区域内における行為の届出』
地区計画区域内に掲げる屋外広告物。ただし、表示面積 1㎡以下
かつ、高さ 3m以下のものを除く。

『工作物確認申請』
・高さが 4mを超える広告塔、広告板等

『景観計画区域内行為届出等』
・首里金城重点地区、龍潭通り重点地区、壺屋重点地区に掲げる
　全ての工作物

『道路占用許可申請』
広告塔その他これらに類するもの、看板、旗ざお、幕、アーチ
※道路の上空に突き出す場合にも許可が必要
『道路使用許可申請』
広告版、アーチその他これらに類するもの

①
②
③
④

⑤

⑥

⑦ その他市長が必要と認める書類

屋外広告物許可申請書（第 1号様式）
広告物等の表示を行う場所の現況を示す見取り図、カラー写真
色彩及び意匠を示す図面
仕様書及び設計書（はり紙、はり札等の場合を除く）
他人が所有又は管理する土地や建築物等に広告物等の表示等を行う場合は、
その土地や建築物等の使用の承諾を証する書類の写し

既存広告物がある場合は、これらの表示面積、種類及び個数を明らかにする書類
並びに現況を示すカラー写真
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（３）許可基準に基づく審査【条例第 17条】
　条例にて、広告物等の表示等に関する許可基準等が定められています。この許可基準等

に基づく審査を行い、許可基準等に適合していれば許可を受けて広告物等の表示等を行う

ことができます。

　＊許可基準等の詳細については、本ガイドラインの基準編（P.10 ～）をご参照ください。

（４）手数料【条例第 54条第 1項】
　屋外広告物の許可を受ける者は、広告種別ごとに以下の手数料一覧表のとおり納付しな

ければなりません。

種類 区分 単位 金額 
はり紙   1枚 5円 
広告幕   1枚 540円 
広告旗    1本 210円 
立看板   1個 210円 
気球広告   1個 1,240円 
広告板（はり札及びア
ーチを含む。） 
広告塔、その他の広告
物等  

0.5 ㎡未満 1枚、 
1個又は 
1基 
 

 

140円 
0.5 ㎡以上  1.0 ㎡未満 240円 
1.0 ㎡以上  2.0 ㎡未満 460円 
2.0 ㎡以上  5.0 ㎡未満 830円 
5.0 ㎡以上10.0㎡未満 1,560円 
10.0㎡以上20.0㎡未満 3,000円 
20.0㎡以上30.0㎡未満 5,290円 
30.0㎡以上40.0㎡未満 7,580円 
40.0㎡以上50.0㎡未満 10,820円 

50.0㎡以上 

50.0㎡を 10,820円と
し、50.0㎡を 1.0 ㎡増
すごとに330円を加算
した額 

電柱、街灯柱、架線柱
及び支電柱を利用す
る広告 

 1枚又は
1基 

240円 

広告板（はり札及びアーチを含む。）、広告塔及びその他の広告物等で、照明を伴うもの
については、この表の金額の欄に定める額に 10割を加算した額とする。 

　　手数料一覧表
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（５）許可【条例第 11条、第 18条】
　審査を行なったあと、基準等に適合している屋外広告物には、広告物の表示等の許可を
します。また、許可を受けた広告物等の表示期間は下表のとおりです。

    　　許可の期間

　　  許可の取消し【条例第 24条】
　許可を受けた広告物等であっても、次の項目に該当する場合は、その許可を取り消され
る場合があります。

　許可を受けた広告物には、許可時に配付された許可証を貼付しなければなりません。

No.
屋外広告物許可

許可期限
　　年　　月　　日まで

那　覇　市

No.

許可期限　　　　　年　　月　　日まで

屋外広告物許可証

那覇市

種類 期間

1月以内
1年以内

はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気球広告
立看板及び広告幕

3年以内屋上広告、壁面広告、野立広告など上記以外の広告物

（６）許可証の表示【条例第 21条】

①

②
③

④

許可の際に付した条件に違反したとき。
許可を受けていないで変更等の表示等を行ったとき。
表示等の停止、除却等の措置命令に違反したとき。

虚偽の申請や不正により許可を受けたとき。
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（７）管理者の設置・届出【条例第 34条、第 35条】 
　許可を受けた広告物等の表示等を行う場合は、管理者 (＊) を置く必要があります。ただ
し、以下の広告物は、管理者を置く必要はありません。
　　  管理者を置く必要がない広告物

　また、管理者を置いたとき、管理者を変更したときなどは、遅滞なく届出を行う必要が
あります。
＊広告板、広告塔、アーチ広告など高さが 4メートルを超えるものは、有資格管理者の設
　置が必要となります。有資格管理者の詳細については、都市計画課のＨＰでご確認くだ
　さい。

（８）管理義務【条例第 22条】
　広告物の表示等を行い、又は管理する者は、広告物等の
補修やその他必要な管理を怠らないようにし、良好な状態
に保持しなければなりません。

（９）点検義務【条例第 22条の 2】
　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規定による場合を除くほか、その所有し、又は
占有する広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷の状況について点検をしな
ければなりません。また、広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占有する広
告物等（一部の広告物等を除く。）については、規定する資格を有する者に前記の点検を
させなければなりません。

（10）継続の許可【条例第 19条】
　許可の期間満了後に更に継続して広告物等の表示を行う場合は、屋外広告物継続許可申
請書など必要書類を正副 2通提出し、許可を受けなければなりません。

（11）変更等の許可【条例第 20条】
　許可を受けたものは、許可を受けた広告物等の変更又は改造しようとするときは、屋外
広告物変更許可申請書など必要書類を正副 2通提出し許可を受けなければなりません。

・はり紙、はり札等　　・立看板　　　　　・広告幕
・広告旗　　　　　　　・つり下げ広告　　・気球広告
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　必要書類

①
②
③

⑤

屋外広告物継続許可申請書（第 11号様式）
屋外広告物安全点検報告書（第 12号様式）
広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー写真

④ 点検資格者の資格を証する書類の写し
その他市長が必要と認める書類

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

　必要書類

①

②
屋外広告物変更等許可申請書（第 13号様式）
変更又は改造の内容を明らかにした書類

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

○
○
○



 手続き編

（５）許可【条例第 11条、第 18条】
　審査を行なったあと、基準等に適合している屋外広告物には、広告物の表示等の許可を
します。また、許可を受けた広告物等の表示期間は下表のとおりです。

    　　許可の期間

　　  許可の取消し【条例第 24条】
　許可を受けた広告物等であっても、次の項目に該当する場合は、その許可を取り消され
る場合があります。

　許可を受けた広告物には、許可時に配付された許可証を貼付しなければなりません。

No.
屋外広告物許可

許可期限
　　年　　月　　日まで

那　覇　市

No.

許可期限　　　　　年　　月　　日まで

屋外広告物許可証

那覇市

種類 期間

1月以内
1年以内

はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気球広告
立看板及び広告幕

3年以内屋上広告、壁面広告、野立広告など上記以外の広告物

（６）許可証の表示【条例第 21条】

①

②
③

④

許可の際に付した条件に違反したとき。
許可を受けていないで変更等の表示等を行ったとき。
表示等の停止、除却等の措置命令に違反したとき。

虚偽の申請や不正により許可を受けたとき。
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（７）管理者の設置・届出【条例第 34条、第 35条】 
　許可を受けた広告物等の表示等を行う場合は、管理者 (＊) を置く必要があります。ただ
し、以下の広告物は、管理者を置く必要はありません。
　　  管理者を置く必要がない広告物

　また、管理者を置いたとき、管理者を変更したときなどは、遅滞なく届出を行う必要が
あります。
＊広告板、広告塔、アーチ広告など高さが 4メートルを超えるものは、有資格管理者の設
　置が必要となります。有資格管理者の詳細については、都市計画課のＨＰでご確認くだ
　さい。

（８）管理義務【条例第 22条】
　広告物の表示等を行い、又は管理する者は、広告物等の
補修やその他必要な管理を怠らないようにし、良好な状態
に保持しなければなりません。

（９）点検義務【条例第 22条の 2】
　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規定による場合を除くほか、その所有し、又は
占有する広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷の状況について点検をしな
ければなりません。また、広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占有する広
告物等（一部の広告物等を除く。）については、規定する資格を有する者に前記の点検を
させなければなりません。

（10）継続の許可【条例第 19条】
　許可の期間満了後に更に継続して広告物等の表示を行う場合は、屋外広告物継続許可申
請書など必要書類を正副 2通提出し、許可を受けなければなりません。

（11）変更等の許可【条例第 20条】
　許可を受けたものは、許可を受けた広告物等の変更又は改造しようとするときは、屋外
広告物変更許可申請書など必要書類を正副 2通提出し許可を受けなければなりません。

・はり紙、はり札等　　・立看板　　　　　・広告幕
・広告旗　　　　　　　・つり下げ広告　　・気球広告
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　必要書類

①
②
③

⑤

屋外広告物継続許可申請書（第 11号様式）
屋外広告物安全点検報告書（第 12号様式）
広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー写真

④ 点検資格者の資格を証する書類の写し
その他市長が必要と認める書類

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

　必要書類

①

②
屋外広告物変更等許可申請書（第 13号様式）
変更又は改造の内容を明らかにした書類

※様式は那覇市都市計画課 HPよりダウンロード可能

○
○
○



 手続き編

（12）除却義務等【条例第 23条】
  広告物の表示等を行う者は、次のいずれかに該当する場合、10日以内に広告物を除却し
なければなりません。

　許可を受けた広告物等を除却した場合は、遅滞なく届出を行う必要があります。

２．屋外広告業登録制度
（１）屋外広告業登録制度【条例第 36条】
　那覇市で屋外広告業を営むためには、市長の登録を受けなければなりません。但し、既
に沖縄県で登録を受けている屋外広告業を営む者については、本市に届出を行うことで登
録しているとみなされる特例規定を設けております。
　　「屋外広告業」とは
　屋外広告物の広告主から表示又は設置に関する工事を請け負い、屋外で公衆に表
示することを「業」として行うことをいい、元請も下請も共に屋外広告業の登録が
必要です。また、屋外広告物の表示又は設置に関する工事を「業」として請け負わ
ないような広告代理店業等は屋外広告業には該当しません。

　　 屋外広告業登録の概要

登録 
　申請書の提出があった場合は、拒否する場合を除き、屋外広告業
者登録簿に登録し、登録申請者に通知します。 

登録の手数料  10,000 円 ※沖縄県に登録している場合は不要   

有効期間 5年 

業務主任者の設置  

屋外広告業者は、営業所ごとに、広告物等の表示等に関する工事の
適正な施工その他広告物等の表示等に係る安全の確保に関する業務を
行う業務主任者を置かなければなりません。  
 業務主任者は次のいずれかに該当することが必要です。  
ア 国土交通大臣の登録を受けた試験機関が行う試験に合格した  者  
イ 屋外広告物講習会の修了者 (他の都道府県等の講習会も含む )  
ウ 職業能力開発促進法に基づき、広告美術仕上げに関し、職業訓練
指導員の免許を受け、技能検定に合格し、職業訓練を修了した者  

エ 市長がア～ウと同等以上の知識を有すると認定した者  
 

①

②
③

④

許可の期間が満了したとき

経過措置の期間が経過したとき
許可が取り消されたとき

広告物等の表示が必要でなくなったとき
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（２）沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 【条例第 50条】

　中核市移行後（平成 25年 4月 1日以降）、那覇市で屋外広告業を営む場合、すでに沖
縄県で登録を受けている屋外広告業を営む者については、本市に『届出』を行うことで登
録しているとみなされる特例規定 ( 特例屋外広告業者 ) を設けています。また、特例屋外
広告業者には、以下のような規定も設けています。

　なお、「那覇市で屋外広告を営む」とは、営業所の所在地に関わらず、那覇市内で屋外
広告物の設置等を行うことを指します。

 

屋外広告業者
 

那覇市

 
沖縄県

屋外広告業の登録申請

屋外広告業者登録簿に登録

特例屋外広告業者の『届出』

特例屋外広告業届出簿に記載

沖縄県に登録している広告業者
は、那覇市には届出のみでOK！
登録手数料も必要ありません！

＊本市では、屋外広告物条例の施行日の前日 ( 平成 25年 3月 31 日）において、現に県
条例の規定による屋外広告業の登録業者については、平成 26年 3月 31 日まで本市へ特
例屋外広告業者の届出をしないで、引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
きることとしております。

①

②

沖縄県への登録事項に変更があった場合は、本市に特例屋外広告業者の変更の届出
を行うものとする。
本市の特例屋外広告業者であることを示す標識を営業所の見やすい場所に掲げるも
のとする。
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（12）除却義務等【条例第 23条】
  広告物の表示等を行う者は、次のいずれかに該当する場合、10日以内に広告物を除却し
なければなりません。

　許可を受けた広告物等を除却した場合は、遅滞なく届出を行う必要があります。

２．屋外広告業登録制度
（１）屋外広告業登録制度【条例第 36条】
　那覇市で屋外広告業を営むためには、市長の登録を受けなければなりません。但し、既
に沖縄県で登録を受けている屋外広告業を営む者については、本市に届出を行うことで登
録しているとみなされる特例規定を設けております。
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　屋外広告物の広告主から表示又は設置に関する工事を請け負い、屋外で公衆に表
示することを「業」として行うことをいい、元請も下請も共に屋外広告業の登録が
必要です。また、屋外広告物の表示又は設置に関する工事を「業」として請け負わ
ないような広告代理店業等は屋外広告業には該当しません。

　　 屋外広告業登録の概要

登録 
　申請書の提出があった場合は、拒否する場合を除き、屋外広告業
者登録簿に登録し、登録申請者に通知します。 

登録の手数料  10,000 円 ※沖縄県に登録している場合は不要   

有効期間 5年 

業務主任者の設置  

屋外広告業者は、営業所ごとに、広告物等の表示等に関する工事の
適正な施工その他広告物等の表示等に係る安全の確保に関する業務を
行う業務主任者を置かなければなりません。  
 業務主任者は次のいずれかに該当することが必要です。  
ア 国土交通大臣の登録を受けた試験機関が行う試験に合格した  者  
イ 屋外広告物講習会の修了者 (他の都道府県等の講習会も含む )  
ウ 職業能力開発促進法に基づき、広告美術仕上げに関し、職業訓練
指導員の免許を受け、技能検定に合格し、職業訓練を修了した者  

エ 市長がア～ウと同等以上の知識を有すると認定した者  
 

①

②
③

④

許可の期間が満了したとき

経過措置の期間が経過したとき
許可が取り消されたとき

広告物等の表示が必要でなくなったとき
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（２）沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 【条例第 50条】

　中核市移行後（平成 25年 4月 1日以降）、那覇市で屋外広告業を営む場合、すでに沖
縄県で登録を受けている屋外広告業を営む者については、本市に『届出』を行うことで登
録しているとみなされる特例規定 ( 特例屋外広告業者 ) を設けています。また、特例屋外
広告業者には、以下のような規定も設けています。

　なお、「那覇市で屋外広告を営む」とは、営業所の所在地に関わらず、那覇市内で屋外
広告物の設置等を行うことを指します。

 

屋外広告業者
 

那覇市

 
沖縄県

屋外広告業の登録申請

屋外広告業者登録簿に登録

特例屋外広告業者の『届出』

特例屋外広告業届出簿に記載

沖縄県に登録している広告業者
は、那覇市には届出のみでOK！
登録手数料も必要ありません！

＊本市では、屋外広告物条例の施行日の前日 ( 平成 25年 3月 31 日）において、現に県
条例の規定による屋外広告業の登録業者については、平成 26年 3月 31 日まで本市へ特
例屋外広告業者の届出をしないで、引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
きることとしております。

①

②

沖縄県への登録事項に変更があった場合は、本市に特例屋外広告業者の変更の届出
を行うものとする。
本市の特例屋外広告業者であることを示す標識を営業所の見やすい場所に掲げるも
のとする。
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３．市・広告主等の責務
　良好な景観を形成するため、市、市民及び事業者、広告主及び屋外広告業を営む者に対
する責務を明確化しています。

　市の責務（条例第４条）
　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を営む者に対する適正な広告物等の表
　示等に関する啓発活動、那覇市景観計画に即した広告物等に関する施策その他第 1　
　条の目的を達成するために必要な施策を行うものとする。

　市民及び事業者の責務（条例第５条）
　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施する施策に協力するよう努めなけれ
　ばならない。

　広告主及び屋外広告物業を営む者の責務（条例第６条）
　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定めるところによるほか、広告物等の表
　示等を行うに当たっては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、並びに良
　好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対する危害を及ぼすことがないよう必要な
　措置を講じなければならない。

４．違反広告物に対する措置
　違反広告物に対しては、次のような措置がとられることがありますのでご注意ください。

（１）簡易除却
　条例に違反しているはり紙、はり札類、広告旗及び立看板類は、屋外広告物法第 7条第
4項の規定により、市が自ら除却することがあります。
（２）勧告、措置命令
　広告物等が条例の規定や管理義務等に違反している時は、条例第 8条第 1項及び第 25
条第 1項の規定により、広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、違反状態を解消す
るため除却その他必要な措置を講ずるよう勧告又は命ずることがあります。
（３）立入検査等
　条例第 32条の規定により、条例の施行上必要な限度において、広告主や管理者から資
料等の提出を求めたり、また、広告物のある敷地や建物の立入検査を行うことがあります。
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（４）氏名公表
　条例第 8条第 2項及び第 3項の規定により、勧告に従わない者に対して、弁明の機会
を与えた上で氏名及び住所等の公表を行うことがあります。
（５）略式代執行
　除却を命じる時、市が過失なく広告物の設置者等を確認することができない時は、屋外
広告物法第 7条第 2項の規定により、市自ら除却することがあります。
（６）行政代執行
　広告物の設置者等が除却命令に従わない時などは、市自ら除却を行い、屋外広告物法第
8条第 6項の規定により、その費用を設置者等に請求することがあります。
（７）罰則規定
　悪質な条例違反に対しては、条例第 57条から第 62条の規定により、罰金又は過料が
科せられることがあります。

 
 50万以下の罰金 

 30万以下の罰金 

 
ア）市長の措置命令に従わなかった者 
イ）営業の停止又は一部停止の命令に従わなかった者 

50万以下の罰金 

   
ア）禁止地域、禁止物件に表示等を行った者 
イ）許可(新規・継続）を受けずに表示等を行った者 
ウ）変更の許可を受けずに変更又は改造し表示等を行っ
た者 
エ）除却が必要な広告物等の除却を行わなかった者 

30万以下の罰金 

オ）許可を受けた広告物等に許可証を貼付けなかった者 10万以下の罰金 
 ア）業務主任者を選任し配置しなかった者 30万以下の罰金 
イ）立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは
質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者 
ウ）公衆の見やすい場所に標識を掲げない者 

20万以下の罰金 

エ）帳簿を備えず、帳簿に記載せず、若しくは虚偽の記
載をし、 又は帳簿を保存しなかった者

 

5万以下の過料 

 ア）除却に係る届出を怠った者 
イ）広告物等を管理する者又は管理する者を変更した際
の届出を怠った者 

10万以下の罰金 

ウ）廃業の届出を怠った者 
エ）県知事登録の特例を受けた業者が登録事項に変更が
あった場合、変更の届出を怠った者 

5万以下の過料 

 

　　罰則規定の内容

登録関係
の違反

許可等の
関係

営業所関係

届出関係

市長の
命令関係

ア）登録 ( 更新 ) を受けずに営業したもの
イ）不正な手段による登録（更新）を受けた者
ウ）登録事項の変更の届出せず又は虚偽の届出をした者
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３．市・広告主等の責務
　良好な景観を形成するため、市、市民及び事業者、広告主及び屋外広告業を営む者に対
する責務を明確化しています。

　市の責務（条例第４条）
　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を営む者に対する適正な広告物等の表
　示等に関する啓発活動、那覇市景観計画に即した広告物等に関する施策その他第 1　
　条の目的を達成するために必要な施策を行うものとする。

　市民及び事業者の責務（条例第５条）
　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施する施策に協力するよう努めなけれ
　ばならない。

　広告主及び屋外広告物業を営む者の責務（条例第６条）
　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定めるところによるほか、広告物等の表
　示等を行うに当たっては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、並びに良
　好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対する危害を及ぼすことがないよう必要な
　措置を講じなければならない。

４．違反広告物に対する措置
　違反広告物に対しては、次のような措置がとられることがありますのでご注意ください。

（１）簡易除却
　条例に違反しているはり紙、はり札類、広告旗及び立看板類は、屋外広告物法第 7条第
4項の規定により、市が自ら除却することがあります。
（２）勧告、措置命令
　広告物等が条例の規定や管理義務等に違反している時は、条例第 8条第 1項及び第 25
条第 1項の規定により、広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、違反状態を解消す
るため除却その他必要な措置を講ずるよう勧告又は命ずることがあります。
（３）立入検査等
　条例第 32条の規定により、条例の施行上必要な限度において、広告主や管理者から資
料等の提出を求めたり、また、広告物のある敷地や建物の立入検査を行うことがあります。
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（４）氏名公表
　条例第 8条第 2項及び第 3項の規定により、勧告に従わない者に対して、弁明の機会
を与えた上で氏名及び住所等の公表を行うことがあります。
（５）略式代執行
　除却を命じる時、市が過失なく広告物の設置者等を確認することができない時は、屋外
広告物法第 7条第 2項の規定により、市自ら除却することがあります。
（６）行政代執行
　広告物の設置者等が除却命令に従わない時などは、市自ら除却を行い、屋外広告物法第
8条第 6項の規定により、その費用を設置者等に請求することがあります。
（７）罰則規定
　悪質な条例違反に対しては、条例第 57条から第 62条の規定により、罰金又は過料が
科せられることがあります。

 
 50万以下の罰金 

 30万以下の罰金 

 
ア）市長の措置命令に従わなかった者 
イ）営業の停止又は一部停止の命令に従わなかった者 

50万以下の罰金 

   
ア）禁止地域、禁止物件に表示等を行った者 
イ）許可(新規・継続）を受けずに表示等を行った者 
ウ）変更の許可を受けずに変更又は改造し表示等を行っ
た者 
エ）除却が必要な広告物等の除却を行わなかった者 

30万以下の罰金 

オ）許可を受けた広告物等に許可証を貼付けなかった者 10万以下の罰金 
 ア）業務主任者を選任し配置しなかった者 30万以下の罰金 
イ）立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは
質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者 
ウ）公衆の見やすい場所に標識を掲げない者 

20万以下の罰金 

エ）帳簿を備えず、帳簿に記載せず、若しくは虚偽の記
載をし、 又は帳簿を保存しなかった者

 

5万以下の過料 

 ア）除却に係る届出を怠った者 
イ）広告物等を管理する者又は管理する者を変更した際
の届出を怠った者 

10万以下の罰金 

ウ）廃業の届出を怠った者 
エ）県知事登録の特例を受けた業者が登録事項に変更が
あった場合、変更の届出を怠った者 

5万以下の過料 

 

　　罰則規定の内容

登録関係
の違反

許可等の
関係

営業所関係

届出関係

市長の
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ア）登録 ( 更新 ) を受けずに営業したもの
イ）不正な手段による登録（更新）を受けた者
ウ）登録事項の変更の届出せず又は虚偽の届出をした者
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５．経過措置制度

　　既存広告物等の特例等
　この条例の施行の際、現に県条例の許可を受け適法に表示されている広告物等で、この
条例・規則の規定・基準に適合しなくなるものについては、平成 28年 3月 31 日 (3 年間 )
まで表示等を行うことができます。 

 

県許可申請○ 
市条例  × 
適用除外 ○ 

特例措置：原則 3年間(H28.3.31 を限度)当該広告物の表示等が可能 

市 

条 

例 

施 

行 

特例措置
期間中に
県許可 
期間満了 

特例措置引き続き適用 
H28.3.31までを限度 

除却の手続き 

市条例の特例措置に 
より継続許可 ○ 

H25.4.1 H28.3.31 

市条例施行の際
(H25.4.1 時点）に
既存する広告物等 

継続して表示 
を行わない 

市条例に適合する 
よう改善し申請 
※市条例 ○ 

申請日より 3年間表示可能 
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　本条例では、伝統的なまち並みが保全されている地区や観光地等特に良好な景観の形成
を積極的に推進していく必要性の高い地区については、「景観保全型広告整備地区」とし
て指定することができます。この他にも、地域の住民等が自主的なルールとして屋外広告
物の表示の位置や形状、デザイン、色彩等を定め、「広告物協定地区」として認定をする
ことで公的な位置づけができる２つの制度を設けております。このような制度を活用し、
市民との協働のもと地域の個性を活かした特色ある屋外広告物の創出に取組んでまいりま
す。

６．その他
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（２）広告物協定地区【条例第 13条】

協定で定める事項

（１）景観保全型広告整備地区【条例第 12条】

基本方針で定める事項

　良好な景観を保全するため良好な広告物等の新設、改修等を図ることが特に必要な
区域を、景観保全型広告整備地区として指定することができます。
景観保全型広告整備地区を指定しようとするときは、当該地区について、広告物等の
表示等に関する基本方針を定める必要があります。

　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接する相当の区間にわたる土地の所有
者及び地上権又は賃借権を有する者は、一定の区域を定め当該区域の景観を形成する
ため、当該区域における広告物等に関する協定を締結した場合において、当該広告物
協定が適当である旨の市長の認定を受けることができます。

①

②
広告物等の表示等に関する基本構想
広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他表示又は設置の方法に関する事項

①

②
広告物協定の目的となる土地の区域（以下「広告物協定地区」という。）
広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他表示又は設置の方法に関する

広告物協定の有効期間

広告物協定に違反した場合の措置

前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に関する事項

③

④

⑤
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５．経過措置制度

　　既存広告物等の特例等
　この条例の施行の際、現に県条例の許可を受け適法に表示されている広告物等で、この
条例・規則の規定・基準に適合しなくなるものについては、平成 28年 3月 31 日 (3 年間 )
まで表示等を行うことができます。 

 

県許可申請○ 
市条例  × 
適用除外 ○ 

特例措置：原則 3年間(H28.3.31 を限度)当該広告物の表示等が可能 

市 

条 

例 

施 

行 

特例措置
期間中に
県許可 
期間満了 

特例措置引き続き適用 
H28.3.31までを限度 

除却の手続き 

市条例の特例措置に 
より継続許可 ○ 

H25.4.1 H28.3.31 

市条例施行の際
(H25.4.1 時点）に
既存する広告物等 

継続して表示 
を行わない 

市条例に適合する 
よう改善し申請 
※市条例 ○ 

申請日より 3年間表示可能 
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（２）広告物協定地区【条例第 13条】

協定で定める事項

（１）景観保全型広告整備地区【条例第 12条】

基本方針で定める事項

　良好な景観を保全するため良好な広告物等の新設、改修等を図ることが特に必要な
区域を、景観保全型広告整備地区として指定することができます。
景観保全型広告整備地区を指定しようとするときは、当該地区について、広告物等の
表示等に関する基本方針を定める必要があります。

　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接する相当の区間にわたる土地の所有
者及び地上権又は賃借権を有する者は、一定の区域を定め当該区域の景観を形成する
ため、当該区域における広告物等に関する協定を締結した場合において、当該広告物
協定が適当である旨の市長の認定を受けることができます。

①

②
広告物等の表示等に関する基本構想
広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他表示又は設置の方法に関する事項

①

②
広告物協定の目的となる土地の区域（以下「広告物協定地区」という。）
広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他表示又は設置の方法に関する

広告物協定の有効期間

広告物協定に違反した場合の措置

前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に関する事項

③

④

⑤
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１．上位計画、景観計画との位置づけ

那覇市景観施策体系図

  
那覇市の総合的なまちづくりの方向性
を示した基本計画となっており、まちづ
くりの方針については、主に「第５章 自 
然環境と都市機能が調和した住みつづけ
たいまち NAHA」の中で位置づけられて
いる。

 
 

基本理念 

なはで暮らし、働き、育てよう！
笑顔広がる元気なまち NAHA
～みんなでつなごう市民力～

 
 
 

  那覇市の景観施策 

 屋外広告物法 

 

 那覇市屋外広告物条例 
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 景観法 

 
 那覇市景観計画(H23.5 月策定)  

那覇市都市景観条例(H24.4 月施行)  

 
即す 

 

那
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ス
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都市景観形成地域 
・首里金城重点地区 
・龍潭通り重点地区 
・壺屋重点地区 

 

 
 
市の総合計画に基づき、都市整備に関す
る基本方針とまちづくりの具体的な方向
性を示した計画。 

第５次那覇市総合計画  那覇市都市計画マスタープラン 

 
 
・緑の基本計画 
・交通基本計画 
・地域防災計画 など 

その他各種部門別計画 

 

即す 適合・調和・整合
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２．市長が指定する禁止地域

那覇市屋外広告物条例第９条の規定に基づく市長が指定する禁止地域を次のように定め
ています。禁止地域においては非自家用広告の表示は禁止ですが、自家用広告物は30㎡ま
では許可を受ければ表示ができます。

項目 市長が指定する禁止地域
文化財保護
法関連

国指定 ●文化財保護法 昭和25年法律第214号 第27条第1項の規定に
より指定された重要文化財 建造物に限る。の敷地から50メー
トル以内の地域

県指定 ●沖縄県文化財保護条例 昭和47 年沖縄県条例第25号 第４条
第１項又は第27 条第１項の規定により指定された有形文化財
建造物に限る。又は民俗資料 建造物に限る。の敷地から50
メートル以内の地域

市指定 ●那覇市文化財保護条例 昭和48年那覇市条例第24号 第５条
第１項の規定により指定された建造物の敷地から50 メートル
以内の地域

道路、軌道関連 ●那覇市の区域内における高速自動車国道、一般国道、主要地
方道及び一般県道の全区間
●次に掲げる道路の区間の路端から両側300メートル以内
道路の種類 路線名 区間
高速自動車国
道

沖縄自動車道 那覇市首里崎山町の那覇
糸満線との交点から南風
原町字新川境まで

一般国道 332号 那覇市字鏡水（那覇空港）
から那覇市垣花町の国道
331号との交点まで

一般県道 那覇空港線 那覇市字鏡水の国道332号
との交点から那覇市字安
次嶺の国道331号との交点
まで

その他 ●国場川、安里川、久茂地川、潮渡川、安謝川の河川区域
●那覇空港の区域及び空港区域から展望できる地域で500メー
トル以内
●重要港湾の区域（那覇港、臨港道路、緑地）
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市長が指定する禁止地域

沖縄自動車道
国道 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 号
県道 ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ 号

国道 号・県道那覇空港線の区間の路端から両側 以内

国場川・安里川・久茂地川・潮渡川・安謝川

那覇港、臨港道路、緑地

※この図面情報は、あくまでも参考図です。 

正確な情報を必要とする場合には必ず都市計画課都市

デザイン室の窓口で確認するようお願いします。 

・
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３．その他

広告物Ｑ＆Ａ
　那覇市屋外広告物条例についてのQ＆Aについては那覇市都市計画課HPをご覧下さい。

　各広告物のデザインのポイントや事例写真を掲載しています。広告物の計画・整備を行
う際の参考にしてください。

・自家用広告物
　自己の店舗等の敷地において、店舗等の名称や営業内
　容を表示するために設置される屋外広告物

那覇市サインデザインマニュアル

・管理用広告物
　自己の管理する土地又は物件に管理上の必要に基づき
　表示し、又は設置する広告物等

・案内広告物
　道標、案内図板その他公共的目的をもった広告物等又
　は公衆の利便に供することを目的とする広告物等

Ｐ 管理地
○○不動産

用語解説

詳しくはこちらをご覧下さい
https://www.city.naha.okinawa.jp/kurasitetuduki/collabo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/tosi/dezain/okugai/index.html
（「那覇市屋外広告物」で検索）

69

市街地案内

Bakery

Bakery

自己の敷地

明度 

色相 

彩度  

 

●色相  
赤、青、黄などの色味を指す。10の色名に分け、

それぞれ頭文字で表す（例：GY ＝グリーンイエロー
＝黄緑）。さらにそれぞれの色を数字で10段階に分
割し、数字と頭文字を組み合わせて表示する。 
●明度  
明るさ。1～10 の段階で表示し、数字が大きい 

ほど明るくなる（白に近づく）。  
●彩度  
あざやかさ。数字が大きいほどあざやかなので、 

色味が強い。白、灰色、黒（無彩色）には色味が 
ないので、彩度もない。  
 

【マンセル表色系のしくみ】

色相が 7.5YR、明度が
8、彩度が 2の色は、
このように表します。

7.5YR 8/  2 
色相  明度 彩度 

・マンセル値
色は、「色相」「明度」「彩度」の三つの属性に分ける
ことができます。これを数字やアルファベットの記号
で表示するのはマンセルシステムです。

色相
環  

R
YR

Y

GY

BG
GB

PB

P

RP

5R 7.5R2.5R 10R
5YR
7.5YR

2.5YR

10YR

5Y
7.5Y

2.5Y

10Y

5GY
7.5GY

2.5GY

10GY

5G
7.5G

2.5G

10G5BG7.5BG 2.5BG10BG

5B
7.5B

2.5B

10B

5PB
7.5PB

2.5PB

10PB

5P
7.5P

2.5P

10P

5RP
7.5RP

2.5RP

10RP
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　(登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。)の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　(登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　(登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　(登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　(屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　(廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　(登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　(講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　(業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　(標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　(帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　(屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　(登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　(沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。)の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　(登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　(登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　(登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　(屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　(廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　(登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　(講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　(業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　(標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　(帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　(屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　(登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　(沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



 参考資料編

４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　(登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　(屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　(廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　(登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　(講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　(業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　(標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　(帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　(屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　(登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　(沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　(登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　(屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　(廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　(登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　(講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　(業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　(標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　(帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　(屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　(登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　(沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　(標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　(帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　(屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　(登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　(沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　(監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　(報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　(手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　(告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　(委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　(過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　(施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　(県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　(禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　( 定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 ( 以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　( 市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　( 市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　( 広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　( 適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　( 違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　( 禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　( 許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　( 景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　( 広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　( 適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　(適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 ( 昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。) の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　(適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 (昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。)の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　( 経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　(適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 (昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。)の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。) も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　(経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　( 禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　( 許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　( 許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　( 継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　( 変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　

種類 区分 単位 金額
はり紙 1枚 5円
広告幕 1枚 540円
広告旗 1本 210円
立看板 1個 210円
気球広告 1個 1,240円
広告板(はり札及び
アーチを含む。)、
広告塔及びその他
の広告物等

0.5平方メートル未満 1 枚、1 個又
は 1基

140円
0.5 平方メートル以上 1.0 平方メー
トル未満

240円

1.0 平方メートル以上 2.0 平方メー
トル未満

460円

2.0 平方メートル以上 5.0 平方メー
トル未満

830円

5.0平方メートル以上 10.0平方メー
トル未満

1,560円

10.0 平方メートル以上 20.0 平方メ
ートル未満

3,000円

20.0 平方メートル以上 30.0 平方メ
ートル未満

5,290円

30.0 平方メートル以上 40.0 平方メ
ートル未満

7,580円

40.0 平方メートル以上 50.0 平方メ
ートル未満

10,820円

50.0平方メートル以上 50.0平方メー
ト ル を 10,820円
とし、50.0平方メー
トルを 1.0平方メー
トル増すごとに 3
30円を加算した額

電柱、街灯柱、架線
柱及び支電柱を利
用する広告

1枚又は 1基 240円

別表 ( 第 54 条関係 )
許可申請手数料

備考　広告板（はり札及びア－チを含む。）、広告塔及びその他の広告物等で、照明を伴うものにつ
　いては、この表の金額の欄に定める額に 10割を加算した額とする。



４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　(適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 (昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。)の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。)も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。)も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　(経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　(禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　(許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　(許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　(継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　(変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　( 管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　( 点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　( 除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　
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４．那覇市屋外広告物条例
　　　
目次
　第 1章　総則 ( 第 1条―第 8条 )
　第 2章　広告物の制限等 ( 第 9条―第 20条 )
　第 3章　管理、監督等 ( 第 21 条―第 35条 )
　第 4章　屋外広告業 ( 第 36 条―第 52条 )
　第 5章　雑則 ( 第 53 条―第 56条 )
　第 6章　罰則 ( 第 57 条―第 62条 )
　付則　
　　　第 1章　総則
　( 目的 )
第 1 条　この条例は、屋外広告物法 ( 昭和 24 年法律第　
　189 号。以下「法」という。) の規定に基づき、屋外広
　告物の表示及び掲出物件の設置並びにこれらの維持並
　びに屋外広告業について必要な規制又は誘導を行い、　
　もって良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、　
　又は公衆に対する危害を防止することを目的とする。
　(定義 )
第 2 条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意
　義は、当該各号に定めるところによる。
　(1)　広告物　法第 2条第 1項の屋外広告物をいう。
　(2)　掲出物件　広告物を掲出する物件をいう。
　(3)　広告物等　広告物又は掲出物件をいう。
　(4)　屋外広告業　法第2条第2項の屋外広告業をいう。
　(5)　広告主　自己の氏名、名称、店名若しくは商標又
　　は自己の事業若しくは営業の内容を広告するため、　
　　広告物の表示若しくは掲出物件の設置 (以下「広告
　　物等の表示等」という。) を自ら行い、又は屋外広　
　　告業を営むその他の者に委託し、若しくは依頼して
　　行う者をいう。
　(6)　自家用広告物等　自己の氏名、名称、店名若しく
　　は商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示す
　　るため、自己の住所又は事業所、営業所、作業場若
　　しくはこれらの駐車場で一般の利用に供するものに
　　表示し、又は設置する広告物等をいう。
　(7)　案内広告物等　道標、案内図板その他公共的目的
　　をもった広告物等又は公衆の利便に供することを目
　　的とする広告物等をいう。
　(8)　はり札等　法第 7条第 4項のはり札等をいう。
　(9)　広告旗　法第 7条第 4項の広告旗をいう。
　(10)　立看板等　法第 7条第 4項の立看板等をいう。
　( 広告物等の在り方 )

第 3 条　広告物等は、良好な景観若しくは風致を害し、　
　又は公衆に対し危害を及ぼすおそれのないものでなけ
　ればならない。
　(市の責務 )
第 4 条　市は、市民、事業者、広告主及び屋外広告業を
　営む者に対する適正な広告物等の表示等に関する啓発
　活動、那覇市景観計画 ( 景観法 ( 平成 16 年法律第 110
　号 ) 第 8 条第 1 項の規定により定める市の景観計画を
　いう。以下同じ。) に即した広告物等に関する施策そ　
　の他第 1 条の目的を達成するために必要な施策を行う
　ものとする。
　(市民及び事業者の責務 )
第 5 条　市民及び事業者は、前条の規定により市が実施
　する施策に協力するよう努めなければならない。
　(広告主及び屋外広告業を営む者の責務 )
第 6 条　広告主及び屋外広告業を営む者は、前条に定め
　るところによるほか、広告物等の表示等を行うに当たっ
　ては、この条例の規定及び那覇市景観計画を遵守し、　
　並びに良好な景観又は風致を維持し、及び公衆に対す
　る危害を及ぼすことがないよう必要な措置を講じなけ
　ればならない。
　(適用上の注意 )
第 7 条　この条例の適用に当たっては、国民の政治活動
　の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないよ
　うに留意しなければならない。
　(違反に対する勧告及び公表 )
第 8 条　市長は、広告物等がこの条例の規定に違反して
　表示され、又は設置されたことにより良好な景観若し
　くは風致を害し、又は公衆に対して危害を及ぼすおそ
　れがあると認めるときは、当該広告物等の広告主、管
　理者又は施工者に対し、第 6 条に規定する措置を講じ
　るよう勧告することができる。
2　市長は、前項の規定に基づき勧告を受けたものが正当
　な理由なく当該勧告に従わない場合は、勧告の内容並
　びに勧告を受けた者の氏名及び住所 ( 法人にあっては、
　その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )　
　を公表することができる。
3　市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、
　あらかじめ当該公表の対象となる者に対しその旨を通
　知し、意見を述べる機会を与えるものとする。
　　　第 2章　広告物の制限等
　( 禁止地域等 )
第 9 条　次に掲げる地域又は場所 ( 以下「禁止地域等」　

　という。) においては、広告物等の表示等を行っては　
　ならない。
　(1)　都市計画法 ( 昭和 43 年法律第 100 号 ) 第 2 章の
　　規定により定められた第一種低層住居専用地域、第
　　二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、
　　第二種中高層住居専用地域、市街化調整区域、景観
　　地区又は風致地区
　(2)　文化財保護法 ( 昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 27 条
　　第 1 項の規定により指定された重要文化財 ( 建造物
　　に限る。) の敷地及びその周囲で市長が指定する範　
　　囲内にある地域並びに同法第 109 条第 1 項又は第　
　　110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定さ
　　れた史跡、名勝又は天然記念物の地域
　(3)　沖縄県文化財保護条例 ( 昭和 47 年沖縄県条例第
　　25 号 ) 第 4 条第 1 項又は第 27 条第 1 項の規定によ
　　り指定された有形文化財 ( 建造物に限る。) 又は民　
　　俗資料 ( 建造物に限る。) の敷地及びその周囲で市　
　　長が指定する範囲内にある地域並びに同条例第 32 条
　　第 1 項の規定により指定された史跡、名勝又は天然
　　記念物の地域
　(4)　那覇市文化財保護条例 ( 昭和 48 年那覇市条例第
　　24 号 ) 第 5 条第 1 項の規定により指定された建造物
　　及びその周囲で市長が指定する範囲内にある地域並
　　びに同条例第 31 条第 1 項の規定により指定された史
　　跡、名勝又は天然記念物の地域
　(5)　道路又は軌道で、市長が指定する区間
　(6)　道路又は軌道に接続する地域で、市長が指定する
　　区域
　(7)　都市公園法 ( 昭和 31 年法律第 79 号 ) 第 2 条第 1
　　項の都市公園の区域
　(8)　河川、海浜、山岳及びこれらの付近の地域で、市
　　長が指定する区域
　(9)　港湾、空港、駅前広場及びこれらの付近の地域で、
　　市長が指定する区域
　(10)　官公署、学校、図書館、公会堂、公民館、博物館、
　　美術館、体育館及び病院の敷地
　(11)　古墳、墓地及びこれらの周囲の地域で、市長が
　　指定する区域
　(禁止物件 )
第 10 条　次に掲げる物件には、広告物等の表示等を行っ
　てはならない。
　(1)　橋りょう、歩道橋、トンネル、高架構造及び分離
　　帯

　(2)　石垣及び擁壁の類
　(3)　街路樹及び路傍樹
　(4)　信号機、道路標識及び歩道さく、こま止めの類並
　　びに里程標の類
　(5)　電柱、街灯柱その他電柱の類で市長が指定するも
　　の
　(6)　消火栓及び火災報知機
　(7)　郵便ポスト、電話ボックス及び公衆便所
　(8)　送電塔、送受信塔及び照明塔
　(9)　煙突及びガスタンク、水道タンクその他タンクの
　　類
　(10)　銅像、神仏像及び記念碑の類
　(11)　景観法第 19 条第 1 項の規定により指定された景
　　観重要建造物及び同法第 28 条第 1 項の規定により指 
　　定された景観重要樹木
　(12)　前各号に掲げるもののほか市長が必要と認めて
　　指定する物件
　(許可 )
第 11 条　前 2 条及び第 16 条の規定により広告物等の表
　示等を行うことが禁止される場合を除き、広告物等の
　表示等を行おうとする者は、規則で定めるところによ
　り、市長の許可を受けなければならない。
⇒規則第2条
　(景観保全型広告整備地区 )
第 12 条　市長は、良好な景観を保全するため良好な広告
　物等の新設、改修等を図ることが特に必要な区域を、　
　景観保全型広告整備地区として指定することができる。
2　市長は、景観保全型広告整備地区を指定しようとする
　ときは、当該景観保全型広告整備地区について、広告
　物等の表示等に関する基本方針 ( 以下「基本方針」と
　いう。) を定めるものとする。
3　基本方針には、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物等の表示等に関する基本構想
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
4　市長は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、
　遅滞なく、これを公表しなければならない。
5　景観保全型広告整備地区において、広告物等の表示等
　を行おうとする者は、当該景観保全型広告整備地区に
　係る基本方針に適合するように努めなければならない。
6　市長が景観保全型広告整備地区として指定した区域に
　おいて、規則で定める広告物等の表示等を行おうとす
　る者は、規則で定めるところにより、その旨を市長に

　届け出なければならない。
⇒規則第5条第1項・規則第5条第2項
7　市長は、前項の届出があった場合において、当該景観
　保全型広告整備地区に係る基本方針の内容に照らして
　必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し
　て、必要な助言又は勧告をすることができる。
　(広告物協定地区 )
第 13 条　相当規模の一団の土地又は道路、河川等に隣接
　する相当の区間にわたる土地 ( これらの土地のうち、　
　公共施設の用に供する土地その他市長が指定する土地
　を除く。) の所有者及び地上権又は賃借権を有する者　
　( 以下「土地所有者等」という。) は、一定の区域を定
　め当該区域の景観を形成するため、当該区域における
　広告物等に関する協定 ( 以下「広告物協定」という。)
　を締結した場合において、当該広告物協定が適当であ
　る旨の市長の認定を受けることができる。
⇒規則第6条第1項
2　広告物協定は、次に掲げる事項を定めるものとする。
　(1)　広告物協定の目的となる土地の区域 ( 以下「広告
　　物協定地区」という。)
　(2)　広告物等の位置、形状、面積、色彩、意匠その他
　　表示又は設置の方法に関する事項
　(3)　広告物協定の有効期間
　(4)　広告物協定に違反した場合の措置
　(5)　前各号に掲げるもののほか、広告物協定の実施に
　　関する事項
3　広告物協定に係る土地所有者等は、第 1 項の認定を受
　けた広告物協定を変更しようとする場合は、その全員
　の合意をもってその旨を定め、市長の認定を受けなけ
　ればならない。
⇒規則第6条第１項
4　市長は、第 1 項又は前項の認定をしたときは、当該認
　定を受けた広告物協定に係る土地所有者等に対し、技
　術的助言、支援等を行うよう努めなければならない。
5　広告物協定地区内の土地所有者等で当該広告物協定に
　係る土地所有者等以外の土地所有者等は、第 1 項又は
　第 3 項の認定後、市長に対して書面でその意思を表示
　することによって、当該広告物協定に加わることがで
　きる。
6　第1項又は第3項の認定を受けた広告物協定(以下「認
　定広告物協定」という。) に加わっていない者で当該
　広告物協定地区において広告物等の表示等を行おうと
　するものは、当該広告物協定の内容に配慮するよう努

　めるものとする。
7　市長は、認定広告物協定に係る広告物協定地区におい
　て広告物等の表示等を行い、又は行おうとする者に対
　し、当該広告物協定地区の景観を形成するために必要
　な指導又は助言をすることができる。
8　広告物協定に係る土地所有者等が、認定広告物協定を
　廃止しようとする場合は、その過半数の合意をもって
　その旨を定め、市長の認定を受けなければならない。
⇒規則第6条第1項
　(適用除外等 ) 
第 14 条　次に掲げる広告物等については、第 9 条から前
　条までの規定は、適用しない。
　(1)　公職選挙法 ( 昭和 25 年法律第 100 号 ) その他法
　　令の規定により表示し、又は設置する広告物等
　(2)　国又は地方公共団体が公共的目的をもって表示　
　　し、又は設置する広告物等
2　次に掲げる広告物等については、第 9 条及び第 11 条
　の規定は、適用しない。
　(1)　自家用広告物等で、規則で定める基準に適合する
　　もの
　⇒規則第5条第1項・規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、自己の管理する土地又
　　は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は設置す
　　る広告物等で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(3)　冠婚葬祭又は祭礼等のため、一時的に表示し、又
　　は設置する広告物等
　(4)　講演会、展覧会、音楽会等のため、その会場の敷
　　地内に表示し、又は設置する広告物等
　(5)　軌道車両又は自動車に表示される広告物で、規則
　　で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(6)　道路運送車両法 ( 昭和 26 年法律第 185 号 ) に基
　　づく登録を受けた自動車で、その使用の本拠の位置
　　が本市の区域を除く沖縄県の区域に存するものに表
　　示される広告物であって、沖縄県屋外広告物条例 (昭
　　和 50 年沖縄県条例第 28 号。以下「沖縄県条例」と
　　いう。)の規定に従って表示されるもの
　(7)　人、動物、車両 ( 軌道車両及び自動車を除く。)　
　　又は船舶に表示される広告物
　(8)　地方公共団体が設置する公共掲示板に規則で定め
　　るところにより表示する広告物
　(9)　工事現場の板塀その他これに類する板囲いに表示

　　される広告物で、工事期間中に限り表示され、かつ、
　　周囲の景観に調和し、宣伝の用に供さないもの
3　次に掲げる広告物等については、第 10 条の規定は、
　　適用しない。
　(1)　第 10 条第 8 号又は第 9 号に掲げる物件に、その
　　所有者又は管理者が、自己の氏名、名称、店名若し
　　くは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示
　　する広告物で、規則で定める基準に適合するもの
　⇒規則第7条
　(2)　前号に掲げるもののほか、第 10 条に掲げる物件
　　に、その所有者又は管理者が管理上の必要に基づき
　　表示する広告物
　(3)　前 2号に掲げる掲出物件
4　政治資金規正法 ( 昭和 23 年法律第 194 号 ) 第 6 条第
　1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表示
　し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立看
　板等で、規則で定める基準に適合するものについては、
　第 11条の規定は、適用しない。
⇒規則第7条
5　自家用広告物等で、第 2 項第 1 号に掲げるもの以外の
　ものについては、規則で定めるところにより、市長の
　許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、第 9
　条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
6　軌道車両に表示される広告物で、第 2 項第 5 号に規定
　するもの以外のものについては、規則で定めるところ
　により、市長の許可を受けて表示する場合に限り、第
　9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
7　案内広告物等については、規則で定めるところにより、
　市長の許可を受けて表示し、又は設置する場合に限り、
　第 9条の規定は、適用しない。
⇒規則第2条
8　公益上必要な施設又は物件で規則で定めるものに表示
　し、又は設置する広告物等であって、その広告物等の
　表示等に係る収入の全てを当該施設又は物件の設置又
　は管理に要する費用の全部又は一部に充てるものにつ
　いては、規則で定めるところにより市長の許可を受け
　て表示し、又は設置する場合に限り、第 9 条及び第 10
　条(第4号、第5号及び第7号から第10号までに限る。)
　の規定は、適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の2
9　法人その他の団体が表示し、又は設置する広告物等で

　あって、その広告物等の表示等に係る収入の全てを地
　域における公共的な取組で規則で定めるものに要する
　費用の全部又は一部に充てるものについては、規則で
　定めるところにより市長の許可を受けて表示し、又は
　設置する場合に限り、第 9 条及び第 10 条 ( 第 2 号、第
　5 号及び第 8 号から第 10 号までに限る。) の規定は、
　適用しない。
⇒規則第2条・規則第7条の3
10　公益上必要な施設又は物件で、市長が指定するもの
　に、　規則で定める基準に適合して寄贈者名等を表示す
　る場合においては、第 9 条から第 11 条までの規定は、
　適用しない。
⇒規則第7条
11　第2項第4号の広告物等の表示等を行うとする者は、
　あらかじめ、規則で定めるところにより市長に届け出
　なければならない。当該広告物等を変更し、又は改造
　しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は改造
　をしようとするときを除く。)も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
12　国又は地方公共団体は、第 1 項第 2 号に規定する広
　告物等について、広告物等の表示等を行おうとすると
　きは、あらかじめ、規則で定めるところにより、市長
　に届け出るものとする。当該広告物等を変更し、又は
　改造しようとするとき ( 規則で定める軽微な変更又は
　改造をしようとするときを除く。)も、同様とする。
⇒規則第4条第2項・規則第8条第1項・規則第9条
　(経過措置 )
第 15 条　第 9 条から第 11 条までの規定により新たに広
　告物等の表示等を禁止され、又は当該表示等につき許
　可を要することとされた地域若しくは場所又は物件に、
　現に適法に表示され、若しくは設置されている広告物
　等がある場合には、当該広告物等の表示等が禁止され
　るものとされ、又は許可を要するものとされた日から
　起算して 3 年間 ( この条例の規定による許可を受けて
　いたものにあっては、当該許可の期間 ) は、第 9 条か
　ら第 11 条までの規定は、適用しない。その期間内に
　当該広告物等について、この条例の規定による許可の
　申請があった場合においてその期間が経過したときは、
　その申請に対する処分がある日まで、また同様とする。
2　第 12 条又は第 13 条の規定による認定があった際、　
　当該指定又は認定により新たに景観保全型広告整備地
　区又は広告物協定地区となった区域に現に適法に表示
　され、又は設置されている広告物等については、当該

　指定又は認定の日から 3 年間 ( この条例の規定による
　許可を受けていたものにあっては、当該許可の期間 )は、
　なお従前の例による。ただし、その期間内に当該広告
　物等を変更し、又は改造しようとするとき ( 規則で定
　める軽微な変更又は改造をしようとするときを除く。)
　は、この限りでない。
⇒規則第9条
　(禁止広告物 )
第 16 条　次に掲げる広告物等を表示し、又は設置しては
　ならない。
　(1)　著しく汚染し、退色し、又は塗料等の剝離したも
　　の
　(2)　著しく破損し、又は老朽したもの
　(3)　倒壊又は落下のおそれがあるもの
　(4)　信号機又は道路標識等に類似し、又はこれらの効
　　用を妨げるようなもの
　(5)　道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
　(6)　規則で定める塗料等を使用するもの
⇒規則第10条
　(許可の基準 )
第 17 条　この条例の規定による広告物等の表示等の許可
　の基準は、規則で定める。
⇒規則第11条
2　市長は、広告物等の表示等が前項の基準に適合しない
　場合においても、特にやむを得ないと認めるときは、　
　許可をすることができる。
　(許可の期間及び条件 )
第 18 条　この条例の規定による許可をする場合において
　は、許可の期間を定めるほか、良好な景観を形成し、　
　若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止
　するため必要な条件を付することができる。
2　前項の許可の期間は、広告物等の種類に応じ、3 年を
　超えない範囲内で、規則で定める。
⇒規則第12条
　(継続の許可 )
第 19 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可の期間満了後、更に継続して広告物等の表示等を
　行おうとするときは、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第13条
　(変更等の許可 )
第 20 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等を変更し、又は改造しようとする

　とき ( 規則で定める軽微な変更又は改造をしようとす
　るときを除く。) は、規則で定めるところにより、市
　長の許可を受けなければならない。
⇒規則第9条・規則第14条
　　　第 3章　管理、監督等
　( 許可等の表示 )
第 21 条　この条例の規定による許可を受けた者は、当該
　許可に係る広告物等に、規則で定める許可証を貼付し
　ておかなければならない。ただし、規則で定める許可
　の押印を受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 1項・第2項
2　前項の許可証又は許可の押印は、許可の期間を明示し
　たものでなければならない。
3　第 12 条第 6 項又は第 14 条第 11 項若しくは第 12 項
　の規定による届出をした者は、当該届出に係る広告物
　等に、規則で定める届出済標識を貼付しておかなけれ
　ばならない。ただし、規則で定める届出済印の押印を
　受けたものについては、この限りでない。
⇒規則第15条第 3項・規則第15条第 4項
　(管理義務 )
第 22 条　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを
　管理する者又は広告物等の所有者若しくは占有者は、　
　これらに関し補修その他必要な管理を怠らないように
　し、良好な状態に保持しなければならない。
　(点検義務 )
第 22 条の 2　広告物等の所有者又は占有者は、次項の規
　定による場合を除くほか、その所有し、又は占用する
　広告物等の本体、接合部、支持部分等の劣化及び損傷
　の状況について点検をしなければならない。
2　広告物等の所有者又は占有者は、その所有し、又は占
　用する広告物等 ( 規則で定める広告物等を除く。) に　
　ついては、次の各号のいずれかに該当する者に前項の
　点検をさせなければならない。
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前号に掲げる者と同等以上の知識を有する者とし
　　て規則で定める者
⇒規則第15条の 2第 1項・規則第15条第 2項
　(除却義務等 )
第 23 条　広告物等の表示等を行う者は、次の各号のい
　ずれかに該当するときは、10 日以内に広告物等を除却
　しなければならない。
　(1)　この条例の規定による許可の期間が満了したと　
　　き。

　(2)　第 15 条に規定する期間が経過したとき。
　(3)　次条の規定により許可が取り消されたとき。
　(4)　広告物等の表示等が必要でなくなったとき。
2　この条例の規定による許可に係る広告物等を除却した
　者は、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第16条第 1項
　( 許可の取消し )
第 24 条　市長は、この条例の規定による許可を受けた者
　が次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り
　消すことができる。
　(1)　第 18 条第 1 項の規定による許可の条件に違反し
　　たとき。　
　(2)　第 20 条の規定に違反したとき。
　(3)　次条第 1 項の規定による市長の命令に違反したと
　　き。
　(4)　虚偽の申請その他不正の手段により許可を受けた
　　とき。
　( 違反に対する措置 )
第 25 条　市長は、この条例の規定又はこの条例の規定に
　基づく許可に付した条件に違反した広告物等について
　は、当該広告物等の広告主、管理者又は施工者に対し、
　当該広告物の表示若しくは設置の停止を命じ、又は 5
　日以上の期限を定め、これらの除却その他良好な景観
　を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する
　危害を防止するために必要な措置を命ずることができ
　る。
2　市長は、法第 7 条第 2 項の規定により掲出物件を除却
　する場合においては、5 日以上の期限を定めて、その
　期限までにこれを除却すべき旨及びその期限までに除
　却しないときは、市長又はその職員若しくは委任した
　者が除却する旨を公告しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示事項 )
第 26 条　法第 8 条第 2 項の条例で定める事項は、次に掲
　げるものとする。
　(1)　保管した広告物等の名称又は種類及び数量
　(2)　保管した広告物等の放置されていた場所及びその
　　広告物等を除却した日時
　(3)　保管した広告物等の保管を始めた日時及び保管の
　　場所
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、保管した広告物等を
　　返還するため必要と認められる事項
　( 広告物等を保管した場合の公示の方法 )

第 27 条　法第 8 条第 2 項の規定による公示は、次に掲げ
　る方法により行わなければならない。
　(1)　前条各号に掲げる事項を、保管を始めた日から起
　　算して 14 日間 ( 法第 8 条第 3 項第 1 号の広告物につ
　　いては、2日間 )、規則で定める場所に掲示すること。
　⇒規則第17条第 1項
　(2)　法第 8 条第 3 項第 2 号に規定する広告物等につい
　　ては、前号の公示の期間が満了しても、なおその広
　　告物等の所有者、占有者その他当該広告物等につい
　　て権原を有する者 ( 第 31 条において「所有者等」と
　　いう。)の氏名及び住所を知ることができないときは、
　　その公示の要旨を那覇市公報に登載すること。
2　市長は、前項に規定する方法による公示を行うととも
　に、規則で定める保管物件一覧簿を規則で定める場所
　に備え付け、かつ、これを関係者に自由に閲覧させな
　ければならない。
　⇒規則第17条第 2項・3項
　( 広告物等の価額の評価の方法 )
第 28 条　法第 8 条第 3 項の規定による広告物等の価額の
　評価は、取引の実例価格、当該広告物等の使用期間、　
　損耗の程度その他当該広告物等の価額の評価に関する
　事情を勘案してするものとする。この場合において、　
　市長は、必要があると認めるときは、広告物等の価額
　の評価に関し専門的知識を有する者の意見を聴くこと
　ができる。
　( 保管した広告物等を売却する場合の手続 )
第 29 条　市長は、法第 8条第 3 項の規定による保管した
　広告物等について、規則で定める方法により売却する
　ものとする。
⇒規則第18条
　( 公示の日から売却可能となるまでの期間 )
第 30 条　法第 8 条第 3 項各号の条例で定める期間は、次
　の各号に掲げる広告物等の区分に応じ、当該各号に定
　めるとおりとする。
　(1)　法第 7 条第 4 項の規定により除却された広告物　
　　2日
　(2)　特に貴重な広告物等　3月
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外の広告物等　2週間
　( 広告物等を返還する場合の手続 )
第 31 条　市長は、保管した広告物等 ( 法第 8 条第 3 項の
　規定により売却した代金を含む。) を当該広告物等の
　所有者等に返還するときは、返還を受ける者にその氏
　名及び住所を証するに足りる書類を提示させる等の方

　法によってその者がその広告物等の返還を受けるべき
　所有者等であることを証明させ、かつ、規則で定める
　受領書と引換えに返還するものとする。
⇒規則第19条
　( 立入検査等 )
第 32 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　広告物等の表示等を行う者若しくはこれらを管理する
　者から報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員
　に広告物等の存する土地若しくは建物に立ち入らせ、　
　広告物等を検査させることができる。
2　前項の規定により立入検査する職員は、規則で定める
　身分証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、　
　これを提示しなければならない。
⇒規則第20条
3　第 1 項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
　めに認められたものと解してはならない。
　( 処分、手続等の効力の承継 )
第 33 条　広告物等の表示等を行う者又はこれらを管理す
　る者について変更があった場合においては、この条例
　又はこの条例に基づく規則により従前のこれらの者が
　した手続その他の行為は、新たにこれらの者となった
　者がしたものとみなし、従前のこれらの者に対してし
　た処分、手続その他の行為は、新たにこれらの者となっ
　た者に対してしたものとみなす。
　( 管理者の設置 )
第 34 条　この条例の規定による許可に係る広告物等の表
　示等を行う者は、これらを管理する者を置かなければ
　ならない。ただし、規則で定める広告物等については、
　この限りでない。
⇒規則第21条第 1項
2　規則で定める広告物等については、前項の管理する者
　は、建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1 項
　の建築士、法第 10 条第 2 項第 3 号イの試験に合格した
　者その他規則で定める資格を有する者でなければなら
　ない。
⇒規則第21条第 2項・3項
　( 管理者等の届出 )
第 35 条　広告物等の表示等を行う者は、前条第 1 項の管
　理する者を置いたときは、遅滞なく、規則で定めると
　ころにより、その旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 1号
2　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者に変更があったときは、

　新たにこれらの者となった者は、遅滞なく、規則で定
　めるところにより、その旨を市長に届け出なければな
　らない。
⇒規則第22条第 2号
3　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者は、これらが滅失した
　ときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その
　旨を市長に届け出なければならない。
⇒規則第22条第 3号
4　この条例の規定による許可に係る広告物等の表示等を
　行う者又はこれらを管理する者がその氏名若しくは名
　称又は住所を変更したときは、遅滞なく、規則で定め
　るところにより、その旨を市長に届け出なければなら
　ない。
⇒規則第22条第 4号
　　　第 4章　屋外広告業
　( 屋外広告業の登録 )
第 36 条　屋外広告業を営もうとする者は、市長の登録を
　受けなければならない。
2　前項の登録の有効期間は、5年とする。
3　前項の有効期間の満了後引き続き屋外広告業を営もう
　とする者は、更新の登録を受けなければならない。　
⇒規則第23条
4　前項の更新の登録の申請があった場合において、第 2
　項の有効期間の満了の日までに当該申請に対する処分
　がなされないときは、従前の登録は、同項の有効期間
　の満了後も当該処分がなされるまでの間は、なお効力
　を有する。
5　前項の場合において、更新の登録がなされたときは、
　当該登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
　の日の翌日から起算するものとする。
　( 登録の申請 )
第 37 条　前条第 1項又は第 3項の規定により登録を受け
　ようとする者 ( 以下「登録申請者」という。) は、次
　に掲げる事項を記載した登録申請書を市長に提出しな
　ければならない。
⇒規則第24条
　(1)　商号、氏名及び住所 ( 法人にあっては、名称、代
　　表者の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 1号・2号
　(2)　本市の区域内において営業を行う営業所の名称及
　　び所在地
　⇒規則第26条第 3号

　(3)　法人にあっては、その役員 ( 業務を執行する社員、
　　取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。以下
　　同じ。) の氏名
　⇒規則第26条第 4号
　(4)　未成年者にあっては、その法定代理人の氏名及び
　　住所 ( 法定代理人が法人である場合にあっては、そ
　　の名称、役員の氏名及び主たる事務所の所在地 )
　⇒規則第26条第 5号
　(5)　第 45 条の業務主任者の氏名及び所属する営業所
　　の名称
　⇒規則第26条第 6号
2　前項の登録申請書には、登録申請者が第 39 条第 1 項
　各号のいずれにも該当しない者であることを誓約する
　書面その他規則で定める書類を添付しなければならな
　い。
⇒規則第25条第 1項・2項
　( 登録の実施 )
第 38 条　市長は、前条の規定による書類の提出があった
　ときは、次条第 1 項の規定により登録を拒否する場合
　を除くほか、遅滞なく、次に掲げる事項を規則で定め
　る屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
⇒規則第27条第 1項
　(1)　前条第 1項各号に掲げる事項
　(2)　登録年月日及び登録番号
2　市長は、前項の規定による登録をしたときは、遅滞な
　く、その旨を登録申請者に通知しなければならない。
⇒規則第27条第 3項
　( 登録の拒否 )
第 39 条　市長は、登録申請者が次の各号のいずれかに該
　当するとき、又は第 37 条の登録申請書若しくはその添
　付書類のうちに重要な事項について虚偽の記載があり、
　若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その
　登録を拒否しなければならない。
⇒規則第25条第 2項第1号
　(1)　第 49 条第 1 項の規定により登録を取り消され、　
　　その処分のあった日から 2年を経過しない者
　(2)　屋外広告業者 ( 第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録
　　を受けて屋外広告業を営む者をいう。以下同じ。)　
　　で法人であるものが第 49 条第 1 項の規定により登録
　　を取り消された場合において、その処分のあった日
　　前 30 日以内にその屋外広告業者の役員であった者で
　　その処分のあった日から 2年を経過しないもの
　(3)　第 49 条第 1 項の規定により営業の停止を命ぜら

　　れ、その停止の期間が経過しない者
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の
　　刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受け
　　ることがなくなった日から 2年を経過しない者
　(5)　屋外広告業に関し成年者と同一の能力を有しない
　　未成年者でその法定代理人が前各号のいずれかに該
　　当するもの
　(6)　法人でその役員のうちに第 1 号から第 4 号までの
　　いずれかに該当する者があるもの
　(7)　第 45 条の業務主任者を選任していない者
2　市長は、前項の規定により登録を拒否したときは、遅
　滞なく、その理由を示して、その旨を申請者に通知し
　なければならない。
　( 登録事項の変更の届出 )
第 40 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項各号に掲げる
　事項に変更があったときは、当該変更の日から 30 日以
　内に、規則で定めるところにより、その旨を市長に届
　け出なければならない。
⇒規則第26条第 1項
2　市長は、前項の規定による届出を受理したときは、当
　該届出に係る事項が前条第 1 項第 5 号から第 7 号まで
　のいずれかに該当する場合を除き、届出があった事項
　を屋外広告業者登録簿に登録しなければならない。
3　第 37 条第 2 項の規定は、第 1 項の規定による届出に
　ついて準用する。
　( 屋外広告業者登録簿の閲覧 )
第 41 条　市長は、屋外広告業者登録簿を、規則で定める
　閲覧場所において一般の閲覧に供しなければならない。
⇒規則第27条第 2項
　( 廃業等の届出 )
第 42 条　屋外広告業者が次の各号のいずれかに該当する
　こととなった場合においては、当該各号に定める者は、
　その日(第1号の場合にあっては、その事実を知った日)
　から 30 日以内に、規則で定めるところにより、その旨
　を市長に届け出なければならない。
⇒規則第28条
　(1)　死亡した場合　その相続人
　(2)　法人が合併により消滅した場合　その法人を代表
　　する役員であった者
　(3)　法人が破産により解散した場合　その破産管財人
　(4)　法人が合併及び破産以外の理由により解散した場
　　合その清算人

　(5)　本市の区域内において屋外広告業を廃止した場合
　　屋外広告業者であった個人又は屋外広告業者であっ
　　た法人を代表する役員
2　屋外広告業者が前項各号のいずれかに該当するに至っ
　たときは、屋外広告業者の登録は、その効力を失う。
　( 登録の抹消 )
第 43 条　市長は、屋外広告業者の登録がその効力を失っ
　たとき、又は第 49 条第 1 項の規定により屋外広告業者
　の登録を取り消したときは、屋外広告業者登録簿から
　当該屋外広告業者の登録を抹消しなければならない。
　( 講習会 )
第 44 条　市長は、規則で定めるところにより、広告物等
　の表示等に関し必要な知識を修得させることを目的と
　する講習会を開催しなければならない。
⇒規則第21条第 3項第1号・規則第29条第 1項
2　市長は、講習会の運営に関する事務を他の者に委託す
　ることができる。
3　前 2 項に定めるもののほか、講習会に関し必要な事項
　は、規則で定める。
　( 業務主任者の設置 )
第 45 条　屋外広告業者は、第 37 条第 1 項第 2 号の営業
　所ごとに、次に掲げる者のうちから業務主任者を選任
　し、次項に定める業務を行わせなければならない。
⇒規則第25条第 2項第2号
　(1)　法第 10条第 2項第 3号イの試験に合格した者
　(2)　前条第 1項の講習会の課程を修了した者
　(3)　都道府県又は地方自治法 (昭和22年法律第67号 )
　　第 252 条の 19 第 1項の指定都市若しくは同法第 252
　　条の 22 第 1 項の本市以外の中核市の行う講習会の課
　　程を修了した者
　⇒規則第21条第 3項第2号
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　あって、広告美術仕上げに係るもの
　⇒規則第21条第 3項第2号・第3号
　(5)　市長が、規則で定めるところにより、前各号に掲
　　げる者と同等以上の知識を有するものと認定した者
　⇒規則第21条第 3項第2号・規則第32条 1項
2　業務主任者は、次に掲げる業務の総括に関することを
　行うものとする。
　(1)　この条例その他広告物等の表示等に関する法令の
　　規定の遵守に関すること。

　(2)　広告物等の表示等に関する工事の適正な施工その
　　他広告物等の表示等に係る安全の確保に関すること。
　(3)　第 47 条の帳簿のうち、規則で定める事項の記載
　　に関すること。
　(4)　前 3 号に掲げるもののほか、広告物等の表示等に
　　関する業務の適正な実施の確保に関すること。
　( 標識の掲示 )
第 46 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに、公衆の見やすい
　場所に、商号、氏名 ( 法人にあっては、名称 ) その他　
　規則で定める事項を記載した標識を掲げなければなら
　ない。
⇒規則第33条第 1項・第2項
　( 帳簿の備付け等 )
第 47 条　屋外広告業者は、規則で定めるところにより、
　第 37 条第 1 項第 2 号の営業所ごとに帳簿を備え、その
　営業に関する事項で規則で定めるものを記載し、これ
　を保存しなければならない。
⇒規則第34条第 1項・第2項
　( 屋外広告業を営む者に対する指導、助言及び勧告 )
第 48 条　市長は、本市の区域内において屋外広告業を営
　む者に対し、良好な景観を形成し、若しくは風致を維
　持し、又は公衆に対する危害を防　止するために必要
　な指導、助言及び勧告を行うことができる。
　( 登録の取消し等 )
第 49 条　市長は、屋外広告業者が次の各号のいずれかに
　該当するときは、その登録を取り消し、又は 6 月以内
　の期間を定めてその営業の全部若しくは一部の停止を
　命ずることができる。
　(1)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けたとき。
　(2)　第 39 条第 1 項第 2 号又は第 4 号から第 7 号まで
　　のいずれかに該当することとなったとき。
　(3)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をしたとき。
　(4)　この条例若しくは法に基づく他の地方公共団体の
　　条例又はこれに基づく処分に違反したとき。
2　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
　( 沖縄県知事の登録を受けた者に関する特例 )
第 50 条　第36条から第41条まで、第43条及び第49条
　の規定は、沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録
　を受けている者には、適用しない。

2　前項に規定する者であって本市の区域内で屋外広告業
　を営むものについては、同項に掲げる規定を除き、第
　36 条第 1 項の登録を受けた屋外広告業者とみなしてこ
　の条例の規定を適用する。
⇒規則第33条 3項
3　第 1 項に規定する者は、本市の区域内で屋外広告業を
　営もうとするときは、規則で定めるところにより、そ
　の旨を市長に届け出なければならない。その届出に係
　る事項について変更があったときも同様とする。
⇒規則第35条第 1項・規則第36条第 1項
4　屋外広告業者が沖縄県条例の規定による屋外広告業の
　登録を受けたときは、その者に係る第 36 条第 1 項又は
　第 3項の登録は、その効力を失う。
5　市長は、第 1 項に規定する者であって本市の区域内
で　屋外広告業を営むものが、前条第 1 項第 2 号から第
4　号までのいずれかに該当するときは、その者に対し、
6　月以内の期間を定めてその営業の全部又は一部の停止
　を命ずることができる。
6　第 39 条第 2 項の規定は、前項の規定による処分をし
　た場合について準用する。
7　市長は、第3項の規定による届出(廃止の届出を除く。)
　があったときは、遅滞なく、当該届出に係る事項を特
　例屋外広告業者届出簿に記載し、規則で定める閲覧場
　所において一般の閲覧に供しなければならない。　　
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
⇒規則第37条第 1項・第2項
8　市長は、特例屋外広告業者届出簿に記載されている者
　について、第 42 条第 1 項の規定による届出があったと
　き又は沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録がそ
　の効力を失い、若しくは取り消されたときは、その者
　に係る記載を抹消しなければならない。
　( 監督処分簿の備付け等 )
第 51 条　市長は、屋外広告業者監督処分簿を備え、これ
　を規則で定める閲覧場所において一般の閲覧に供しな
　ければならない。
⇒規則第38条第 1項・第2項
2　市長は、第 49 条第 1 項又は前条第 5 項の規定による
　処分をしたときは、前項の屋外広告業者監督処分簿に、
　当該処分を行った年月日、当該処分の内容その他規則
　で定める事項を登載しなければならない。
⇒規則第38条第 3項
　( 報告及び検査 )

第 52 条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、
　屋外広告業者から報告若しくは資料の提出を求め、又
　はその職員に営業所その他営業に関係のある場所に立
　ち入らせ、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しく
　は関係者に質問させることができる。
2　第 32 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
　る立入検査について準用する。
⇒規則第20条
　　　第 5章　雑則
　( 審議会への諮問 )
第 53 条　市長は、次に掲げる場合においては、那覇市都
　市景観条例 ( 平成 23 年那覇市条例第 39 号 ) 第 5 条第
　1 項の那覇市都市景観審議会の意見を聴かなければな
　らない。
　(1)　第 9 条、第 10 条及び第 12 条の規定による指定を
　　し、又はこれらを変更しようとするとき。
　(2)　第 13 条第 1 項、第 3 項又は第 8 項の認定をしよ
　　うとするとき。
　(3)　第 14 条第 2 項第 1 号、第 2 号及び第 5 号、同条
　　第 3項第 1号並びに第 17 条第 1項に規定する基準並
　　びに第 12 条第 2 項に規定する基本方針を定め、又は
　　これらを変更しようとするとき。
　(4)　第 17 条第 2 項の規定による許可をしようとする
　　とき。
　( 手数料 )
第 54 条　この条例の規定による許可を受けようとする者
　は、許可の申請の際、別表に定める額の手数料を納付
　しなければならない。ただし、政治資金規正法第 6 条
　第 1 項の届出を行った政治団体が政治活動のために表
　示し、又は設置するはり紙、はり札等、広告旗又は立
　看板等に係るこの条例の規定による許可を受けようと
　するときは、この限りでない。
2　第 36 条第 1 項又は第 3 項の登録を受けようとする者
　は、登録の申請の際、申請 1 件につき 1 万円の登録手
　数料を納付しなければならない。
3　第44条第1項の講習会の講習を受けようとする者は、
　受講の申込みの際、講習手数料 2,000 円を納付しなけ
　ればならない。
4　既に納めた手数料は、還付しない。ただし、市長が特
　別の理由があると認めるときは、この限りでない。
　( 告示 )
第 55 条　市長は、第 9条第 1項第 5号、第 6号、第 8号、
　第9号及び第11号、第10条第1項第5号及び第12号、

　第 12 条第 1 項並びに第 13 条第 1 項の規定による指定
　をし、又はこれらを変更したとき並びに第 13 条の規定
　による認定をしたときは、その旨を告示しなければな
　らない。
　( 委任 )
第 56 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定
　める。
　　　第 6章　罰則
　( 刑罰 )
第 57 条　次の各号のいずれかに該当する者は、50 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 25 条第 1 項の規定による市長の命令に違反し
　　た者
　(2)　第 36 条第 1 項又は第 3 項の規定に違反して登録
　　を受けないで屋外広告業を営んだ者
　(3)　不正の手段により第 36 条第 1 項又は第 3 項の登
　　録を受けた者
　(4)　第 49 条第 1 項又は第 50 条第 5 項の規定による営
　　業の停止の命令に違反した者
第 58 条　次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 9 条又は第 10 条の規定に違反して広告物等の
　　表示等を行った者
　(2)　第 11 条又は第 19 条の規定に違反して許可を受け
　　ないで広告物等の表示等を行った者
　(3)　第 20 条第 1 項の規定に違反して広告物等を変更
　　し、又は改造した者
　(4)　第 23 条第 1 項の規定に違反して広告物等を除却
　　しなかった者
　(5)　第 40 条第 1 項の規定による届出をせず、又は虚
　　偽の届出をした者
　(6)　第 45 条第 1 項の規定に違反して業務主任者を選
　　任しなかった者
第 59 条　次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円
　以下の罰金に処する。
　(1)　第 32 条第 1 項の規定による報告若しくは資料の
　　提出をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは虚
　　偽の資料を提出し、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避した者
　(2)　第 52 条第 1 項の規定による報告をせず、若しく
　　は虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒
　　み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁
　　をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第 60 条　第 21 条第 1 項の規定に違反して許可証を貼付
　しなかった者は、10万円以下の罰金に処する。
　( 両罰規定 )
第 61 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
　用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し
　て第 57 条から前条までの違反行為をしたときは、行為
　者を罰するほか、その法人又は人に対して、各本条の
　罰金刑を科する。
　( 過料 )
第 62 条　次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以
　下の過料に処する。
　(1)　第 23 条第 2項の規定による届出を怠った者
　(2)　第 35 条の規定による届出を怠った者
　(3)　第 42 条第 1 項又は第 50 条第 3 項の規定による届
　　出を怠った者
　(4)　第 46 条の規定による標識を掲げない者
　(5)　第 47 条の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿
　　に記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿を
　　保存しなかった者
　　　
　　　付　則
　( 施行期日 )
1　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行する。
　( 既存の広告物等の特例 )
2　この条例の施行の際、現に沖縄県条例の規定により許
　可を受け、又は適法に表示されている広告物等で、こ
　の条例の規定に違反し、又はこの条例に基づく規則で
　定める基準に適合しなくなるものについては、平成 28
　年 3 月 31 日までを限度とし、当該広告物等の表示等を
　行うことができる。
3　前項の規定により表示又は設置を行うことができる広
　告物等で、沖縄県条例の規定により許可を受けていた
　ものにあっては、当該許可を受けた期間が満了する場
　合において、市長が第 19 条第 1 項の継続の許可をした
　ときに限り、前項の規定を適用する。この場合におい
　ては、第 9 条、第 10 条及び第 17 条第 1 項の規定は適
　用しないものとする。
　( 県条例の規定によりなされた行為の特例 )
4　この条例の施行日前に、沖縄県条例の規定により沖縄
　県知事が行った許可、処分その他の行為又は沖縄県知
　事に対して行われた申請その他の行為は、この条例の
　相当規定によりなされたものとみなす。
5　施行日の前日において、現に沖縄県条例の規定による
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　屋外広告業の登録を受けている者は、第 50 条第 3 項
　の規定にかかわらず、施行日から起算して 1 年を経過
　する日までの間は、同項の規定による届出をしないで、
　引き続き、本市の区域内で屋外広告業を営むことがで
　きる。
　( 禁止地域等の指定等の手続の特例 )

6　第 53 条の規定にかかわらず、市長は、施行日に限り、
　那覇市都市景観条例第 5条第 1項の那覇市都市景観審
　議会の意見を聴かないで、第 9 条及び第 10 条の規定
　による指定をし、並びに第 14 条第 2 項第 1 号、第 2
　号及び第 5 号、同条第 3 項第 1 号並びに第 17 条第 1
　項に規定する基準を定めることができる。　

種類 区分 単位 金額
はり紙 1枚 5円
広告幕 1枚 540円
広告旗 1本 210円
立看板 1個 210円
気球広告 1個 1,240円
広告板(はり札及び
アーチを含む。)、
広告塔及びその他
の広告物等

0.5平方メートル未満 1 枚、1 個又
は 1基

140円
0.5 平方メートル以上 1.0 平方メー
トル未満

240円

1.0 平方メートル以上 2.0 平方メー
トル未満

460円

2.0 平方メートル以上 5.0 平方メー
トル未満

830円

5.0平方メートル以上 10.0平方メー
トル未満

1,560円

10.0 平方メートル以上 20.0 平方メ
ートル未満

3,000円

20.0 平方メートル以上 30.0 平方メ
ートル未満

5,290円

30.0 平方メートル以上 40.0 平方メ
ートル未満

7,580円

40.0 平方メートル以上 50.0 平方メ
ートル未満

10,820円

50.0平方メートル以上 50.0平方メー
ト ル を 10,820円
とし、50.0平方メー
トルを 1.0平方メー
トル増すごとに 3
30円を加算した額

電柱、街灯柱、架線
柱及び支電柱を利
用する広告

1枚又は 1基 240円

別表 ( 第 54 条関係 )
許可申請手数料

備考　広告板（はり札及びア－チを含む。）、広告塔及びその他の広告物等で、照明を伴うものにつ
　いては、この表の金額の欄に定める額に 10割を加算した額とする。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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条例第14条第2
項第1号(自家
用広告物等) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 設置の方法は、別表第3第2項広告物等の種類ごとの基準に適合していること。 
(4) 表示面積の合計は、条例第9条に掲げる禁止地域等においては1事業所等につ
き5平方メートル以下で、禁止地域等以外の地域においては1事業所等につき10
平方メートル以下であること。 

条例第14条第2
項第2号(管理
上の必要に基
づき表示する
広告物等) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 設置の方法は、別表第3第2項広告物等の種類ごとの基準に適合していること。 
(4) 表示面積は、条例第9条に掲げる禁止地域等においては1か所につき1平方メー
トル以下で、禁止地域等以外の地域においては1か所につき5平方メートル以下
であること。 

条例第14
条第2項
第5号(軌
道車両又
は自動車
に表示さ
れる広 
告物) 

軌
道
車
両 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 絵画その他の具象的な図柄( 写真を除く。)を表示する広告物で、営利を目的と
しないものであること。 

(4) 表示面積の合計は、左右の側面においてはそれぞれ2平方メートル以下で、前
面及び後面においてはそれぞれ1平方メートル以下であること。 

(5) 個数の合計は、左右の側面においてはそれぞれ3個以下で、前面及び後面にお
いてはそれぞれ1個であること。 

自
動
車 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 表示面積の合計は、左右の側面においてはそれぞれ2平方 
 メートル以下(小型車にあっては、0.5平方メートル以下)で、後面においては1平
方メートル以下(小型車にあっては、0.5平方メートル以下)であること。 

(3) 個数の合計は、左右の側面においてはそれぞれ3個以下(小型車にあっては、2
個以下)で、後面においては1個であること。 

条例第14条第3
項第1号(自己
の氏名、名称、
店名若しくは
商標又は自己
の事業若しく
は営業の内容
を表示する広
告物) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 表示面積の合計は、5平方メートル以下であること。 
(4) 個数の合計は、1物件につき1個であること。 

別表第 1（第 7条関係 )
　　　 適用除外の基準

条例第14条第4
項(政治活動の
ために表示し、
又は設置する
はり紙、はり札
等、広告旗又は
立看板等) 

(1) はり紙又ははり札等の表示面積は、1平方メートル以下であること。 
(2) 広告旗又は立看板等の大きさは、横1メートル以下、縦2メートル以下である
こと。 
(3) 表示期間は、1月以内であること。 
(4) 表示期間並びに表示者又は管理者の氏名及び連絡先を明記していること。 
(5) 表示し、又は設置する場所又は施設の管理者(管理者がない場合にあっては、
その所有者)の承諾を得ていること。 
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５．那覇市屋外広告物条例
　　施行規則
　( 趣旨 )
第 1 条　この規則は、那覇市屋外広告物条例 ( 平成 24 年
　那覇市条例第 69 号。以下「条例」という。) の施行に
　関し必要な事項を定めるものとする。
　( 許可の申請 )
第 2 条　条例第 11 条又は第 14 条第 5項から第 9項まで
　の規定による許可を受けようとする者は、屋外広告物
　許可申請書 ( 第 1 号様式 ) に、次に掲げる書類を添付
　して、正副 2通を市長に提出しなければならない。
　(1)　広告物等の表示等を行う場所及びその付近の状況
　　を示す見取図並びにこれらの現況を示すカラー写真
　(2)　色彩及び意匠を表す図面
　(3)　仕様書及び設計図 ( はり紙、はり札等の場合を除
　　く。)
　(4)　他人が所有し、又は管理する土地、建築物又は工
　　作物に広告物等の表示等を行う場合は、当該土地、　
　　建築物又は工作物の使用の承諾を証する書類の写し
　(5)　既設の広告物等がある場合においては、これらの
　　表示面積、種類及び個数を明らかにする書類並びに
　　現況を示すカラー写真
　(6)　その他市長が必要と認める書類
　( 許可等の通知 )
第 3 条　市長は、条例の規定による許可をしたときは、　
　屋外広告物許可書 ( 第 2 号様式 ) に屋外広告物許可証
　( 第 3 号様式 ) を添付して、当該許可の申請をした者　
　に交付するものとする。ただし、はり紙、はり札等又
　は立看板に係る許可にあっては、当該はり紙、はり札
　等又は立看板に屋外広告物許可印 ( 第 4 号様式 ) を押
　印することにより、屋外広告物許可証の交付に代える
　ことができる。
2　市長は、前項の許可について許可しないときは、その
　旨及び理由を当該許可の申請をした者に通知するもの
　とする。
　( 表示等の完了の届出 )
第 4 条　条例の規定による許可を受けた者は、当該許可
　に係る広告物等の表示等を完了したときは、速やかに、
　屋外広告物表示 ( 設置 ) 完了届出書 ( 第 5 号様式 ) に　
　当該広告物等の現況を示すカラー写真を添付して、市
　長に届け出るものとする。ただし、当該許可の期間が

　1月以内の広告物等については、この限りでない。
2　前項の規定は、条例第 14 条第 11 項又は第 12 項の規
　定による届出をした者が当該届出に係る広告物等又は
　はり紙等の表示又は設置を完了した場合について準用
　する。
　( 景観保全型広告整備地区における届出等 )
第 5 条　条例第 12 条第 6 項の規則で定める広告物等は、
　条例第 14 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等で表示面積
　が 1平方メートルを超えるものとする。
2　条例第 12 条第 6 項の規定による届出は、屋外広告物
　表示 ( 設置 ) 届出書 ( 第 6 号様式 ) に第 2 条第 1 号か
　ら第 3 号までに掲げる書類を添付して、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
3　市長は、前項の届出を受け付けたときは、届出済標識
　( 第 7 号様式 ) を当該届出をした者に交付するものと　
　する。ただし、はり紙、はり札等又は立看板に係る届
　出にあっては、当該はり紙、はり札等又は立看板に届
　出済印 ( 第 8 号様式 ) を押印することにより、届出済
　標識の交付に代えることができる。
　( 広告物協定地区における認定の申請等 )
第 6 条　条例第 13条第 1項、第 3項又は第 8項の認定を
　受けようとする者は、広告物協定認定申請書 ( 第 9 号
　様式 ) に広告物協定書の写し及び広告物協定地区の位
　置図 ( 条例第 13 条第 8 項の認定を受けようとする場合
　を除く。) を添付して、市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請があった場合は、その
　内容を審査し、当該内容が適当であると認めるときは、
　広告物協定認定書 ( 第 10 号様式 ) を交付するものとす
　る。
　( 適用除外の基準 )
第 7条　条例第 14 条第 2項第 1号、第 2号及び第 5号、
　同条第 3項第 1号、同条第 4項並びに同条第 10 項の規
　則で定める基準は、別表第 1のとおりとする。
⇒別表第1
　( 規則で定める施設又は物件 )
第 7 条の 2　条例第 14 条第 8 項の規則で定める施設又は
　物件は、次に掲げるものとする。
　(1)　国又は地方公共団体が設置する施設又は公共掲示
　　板、案内図板、案内標識等の物件
　(2)　公共交通機関を利用する旅客の乗降、待合いその
　　他の用に供する施設又は当該施設に付随する物件
　(3)　その他市長が指定するもの
　( 規則で定める公共的な取組 )

第 7 条の 3　条例第 14 条第 9 項の規則で定める公共的な
　取組は、次に掲げるものとする。
　(1)　地方公共団体及び地域住民等が実施主体となって
　　行う行事又は催物
　(2)　防犯又は防災に関する取組
　(3)　道路、公園その他の公共施設の清掃、美化又は維
　　持管理
　(4)　その他商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似す
　　る行為を主たる目的としないものであって、地域の
　　活性化、地域コミュニティの発展等に寄与するもの
　　として市長が認める取組
　( 公共的目的の広告物等に係る届出等 )
第 8条　条例第14条第 11項及び第12項の規定による届
　出をしようとする者は、屋外広告物表示 ( 設置 ) 届出
　書に第 2 条各号に掲げる書類を添付し、正副 2 通を市
　長に提出するものとする。
2　第 5 条第 3 項の規定は、前項の届出があった場合につ
　いて準用する。
　( 軽微な変更又は改造 )
第 9 条　条例第 14 条第 11 項及び第 12 項、条例第 15 条
　第 2 項並びに条例第 20 条の規則で定める軽微な変更又
　は改造は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1)　広告物等をその許可又は届出当時の表示内容、形
　　状、色彩、意匠又は許可に付せられた条件に変更を
　　加えない程度に修繕し、補強し又は塗り替えるもの
　(2)　劇場、映画館等常設の興行場が設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく興行内容を表示する
　　広告物を定期的に変更するもの
　(3)　新聞又ははり紙を掲出するため設置する物件に位
　　置及び形状を変更することなく表示する広告物を定
　　期的に変更するもの
　( 蛍光塗料等の禁止 )
第 10 条　条例第 16 条第 6 号の規則で定める塗料等は、
　　蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は材料とする。
　( 許可の基準 )
第 11 条　条例第 17 条第 1 項の規定により規則で定める
　許可の基準　は、別表第2から第4までのとおりとする。
⇒別表第2・別表第3・別表第4
　( 許可の期間 )
第 12 条　条例第 18 条第 2 項の規定により規則で定める
　許可の期間　は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
　各号に定める　ところによる。
　(1)　はり紙、はり札等、広告旗、つり下げ広告又は気

　　球広告　1月以内
　(2)　立看板又は広告旗　1年以内
　(3)　前 2号に掲げる広告物等以外のもの 3 年以内
　( 継続の許可の申請 )
第 13 条　条例第 19 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物継続許可申請書 ( 第 11 号様式 ) に、次に掲げ
　る書類を添付して、正副 2 通を市長に提出しなければ
　ならない。
　(1)　屋外広告物安全点検報告書 ( 第 12 号様式 )
　(2)　広告物等の表示等を行う場所の現況を示すカラー
　　写真 ( 申請の日前 3月以内に撮影したものに限る。)
　(3)　点検資格者 ( 条例第 22 条の 2 第 2 項各号に掲げ
　　る者をいう。以下同じ。) の資格を証する書類の写　
　し
　(4) その他市長が必要と認める書類
　( 変更等の許可の申請 )
第 14 条　条例第 20 条の許可を受けようとする者は、屋
　外広告物変更等許可申請書 ( 第 13 号様式 ) に、変更又
　は改造の内容を明らかにした書類を添付して、正副 2
　通を市長に提出しなければならない。
　( 許可等の表示 )
第 15 条　条例第 21 条第 1 項の規則で定める許可証は、
　　第 3条第 1項の屋外広告物許可証とする。
2　条例第 21 条第 1 項ただし書の規則で定める許可の押
　印は、第 3条第 1項の屋外広告物許可印とする。
3　条例第 21 条第 3 項の規則で定める届出済標識は、第
　5条第 3項の届出済標識とする。
4　条例第 21 条第 3 項ただし書の規則で定める届出済印
　の押印は、第 5条第 3項の届出済印とする。
　( 点検 )
第 15 条の 2　条例第 22 条の 2 第 2 項第 2 号の規則で定
　める者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　(1)　建築士法 ( 昭和 25 年法律第 202 号 ) 第 2 条第 1
　　項の建築士の資格を有する者
　(2)　次に掲げる者であって、屋外広告業に関する 3 年
　　以上の実務経験を有するもの
　　ア　条例第 44条の講習会を修了した者
　　イ　条例第 45 条第 1 項第 3 号に掲げる者、同項第 4
　　　号に掲げる者 ( 同号の職業訓練の課程を修了した
　　　ものに限る。) 又は同項第 5号に掲げる者
　(3)　条例第 45 条第 1 項第 4 号に掲げる者 ( 同号の職
　　業訓練の課程を修了した者を除く。)
　(4)　その他前 3 号に掲げる者と同等以上の知識を有す

　　る者として市長が定める者
2　条例第 22 条の 2 第 2 項の規則で定める広告物等は、
　はり紙、はり札等、立看板等、広告幕、広告旗又は気
　球広告とする。
　( 除却の届 )
第 16 条　条例第 23 条第 2 項の規定による届出は、屋外
　広告物除却 ( 滅失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 ) を提出して
　行うものとする。
2　前項の届出には、広告物等を除却したことを示すカ　
　ラー写真を添付しなければならない。
　( 広告物等を保管した場合の公示の場所等 )
第17条　条例第27条第1項第1号の規則で定める場所は、
　那覇市公告式規則 ( 平成 16 年那覇市規則第 39 号 ) 第
　2 条第 2 項の市役所前の掲示場及び広告物等を保管し
　た土木管理事務所とする。
2　条例第27条第2項の規則で定める保管物件一覧簿は、
　保管物件一覧簿 ( 第 15 号様式 ) とする。
3　条例第 27 条第 2 項の規則で定める場所は、道路管理
　課及び土木管理事務所とする。
　( 保管した広告物等の売却の方法 )
第 18 条　条例第 29 条の規則で定める方法は、屋外広告
　物法 ( 昭和 24 年法律第 189 号 ) 及び条例に定めるもの
　のほか、那覇市契約規則(昭和46年那覇市規則第13号)
　の規定を準用する。
　( 広告物等の返還に係る受領書 )
第 19 条　条例第 31 条の規則で定める受領書は、受領書
　( 第 16 号様式 ) とする。
　( 身分証明書 )
第 20 条　条例第32条第 2項 (第 52条第 2項において準
　用する場合を含む。) の規則で定める身分証明書は、　
　身分証明書 ( 第 17 号様式 ) とする。
　( 管理者の資格等 )
第 21 条　条例第 34 条第 1 項ただし書の規則で定める広
　告物等は、はり紙、はり札等、立看板、広告幕、広告旗、
　つり下げ広告又は気球広告とする。
2　条例第34条第2項の規則で定める広告物等は、広告板、
　広告塔、アーチ広告その他これらに類するものであり、
　かつ、そのものの高さが 4 メートルを超えるものとす
　る。
3　条例第34条第2項の規則で定める資格を有する者は、
　第 15条の 2第 1項第 2号又は第 3号に該当する者とす
　る。
　( 管理者等の届出 )

第 22 条　条例第 35 条の規定による届出は、それぞれ次
　に掲げるところによるものとする。
　(1)　条例第 35 条第 1 項の届出　屋外広告物管理者設
　　置届出書 ( 第 18 号様式 )
　(2)　条例第35条第2項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 変更届出書 ( 第 19 号様式 )
　(3)　条例第 35 条第 3 項の届出　屋外広告物除却 ( 滅
　　失 ) 届出書 ( 第 14 号様式 )
　(4)　条例第35条第4項の届出　屋外広告物設置者 (管
　　理者 ) 氏名等変更届出書 ( 第 20 号様式 )
　( 登録の更新の申請期限 )
第 23 条　屋外広告業者は、条例第 36 条第 3 項の規定に
　よる更新の登録を受けようとするときは、その者が現
　に受けている登録の有効期間満了日の 30 日前までに
更　新の登録の申請をしなければならない。
　( 登録申請書の様式 )
第 24 条　条例第 37 条第 1 項の登録申請書は、屋外広告
　業者登録申請書 ( 第 21 号様式 ) とする。
　( 登録申請書の添付書類 )
第 25 条　条例第 37 条第 2 項及び次項第 1 号の誓約する
　書面は、誓約書 ( 第 22 号様式 ) とする。
2　条例第 37 条第 2 項の規則で定める書類は、次に掲げ
　るものとする。
　(1)　登録申請者が法人である場合にあってはその役　
　　員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人が条例第
　　39 条第 1 項各号のいずれにも該当しない者であるこ
　　とを誓約する書面
　(2)　登録申請者が選任した業務主任者が条例第 45 条
　　第 1 項各号のいずれかに該当する者であることを証
　　する書面
　(3)　登録申請者 ( 法人である場合にあってはその役員
　　を、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成
　　年者である場合にあってはその法定代理人を含む。)
　　の略歴を記載した書面
　(4)　登録申請者が法人である場合にあっては、登記事
　　項証明書
　(5)　登録申請者が個人である場合にあっては、登録申
　　請者 ( 営業に関し成年者と同一の能力を有しない未
　　成年者である場合にあっては、その法定代理人を含
　　む。) の住民票の写し又はこれに代わる書面
3　前項第 3 号の略歴を記載した書面は、略歴書 ( 第 23
　号様式 ) とする。

　( 変更の届出 )
第 26 条　条例第 40 条第 1 項の規定により変更の届出を
　する場合において、当該変更が次に掲げるものである
　ときは、当該各号に掲げる書面を屋外広告業者登録事
　項変更届出書 ( 第 24 号様式 ) に添付しなければならな
　い。
　(1)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が法人である場合に限る。)　登記
　　事項証明書
　(2)　条例第37条第1項第1号に掲げる事項の変更 (変
　　更の届出をした者が個人である場合に限る。)　住民
　　票の写し又はこれに代わる書面
　(3)　条例第37条第1項第2号に掲げる事項の変更 (商
　　業登記の変更を必要とする場合に限る。)　登記事項
　　証明書
　(4)　条例第 37 条第 1 項第 3 号に掲げる事項の変更登
　　記事項証明書並びに前条第 2 項第 1 号及び第 3 号の
　　書面
　(5)　条例第 37 条第 1 項第 4 号に掲げる事項の変更住
　　民票の写し又はこれに代わる書面並びに前条第 2 項
　　第 1号及び第 3号の書面
　(6)　条例第 37 条第 1 項第 5 号に掲げる事項の変更前
　　条第 2項第 2号の書面
　( 屋外広告業者登録簿 )
第 27 条　条例第 38 条第 1 項の規則で定める屋外広告業
　者登録簿は、屋外広告業者登録簿 ( 第 25 号様式 ) とす
　る。
2　条例第 41 条の規則で定める閲覧場所は、都市計画課
　とする。
3　条例第 38 条第 2 項の規定による通知は、屋外広告業
　者登録済証 ( 第 26 号様式 ) の交付により行うものとす
　る。
　( 廃業等の届出 )
第 28 条　条例第 42 条第 1 項の規定による廃業等の届出
　は、屋外広告業廃業等届出書 ( 第 27 号様式 ) によるも
　のとする。
　( 講習会の開催等 )
第 29 条　市長は、条例第 44 条第 1 項の規定による講習
　会 (以下「講習会」という。)を開催しようとするときは、
　あらかじめ、開催の日時、場所その他講習会の開催に
　関し必要な事項を告示するものとする。
2　講習会の講習科目は、次のとおりとする。
　(1)　広告物等に係る法令に関する事項

　(2)　広告物等の表示等の方法に関する事項
　(3)　広告物等の施工に関する事項
3　次に掲げる者については、前項第 3 号に掲げる講習科
　目の受講を免除する。
　(1)　建築士法第 2条第 1項の建築士の資格を有する者
　(2)　電気工事士法 ( 昭和 35 年法律第 139 号 ) 第 2 条
　　第 4項の電気工事士の資格を有する者
　(3)　電気事業法 ( 昭和 39 年法律第 170 号 ) 第 44 条第
　　1 項の第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任
　　技術者免状又は第三種電気主任技術者免状の交付を
　　受けている者
　(4)　職業能力開発促進法 ( 昭和 44 年法律第 64 号 ) に
　　規定する職業訓練指導員の免許を所持する者、技能
　　検定に合格した者又は職業訓練の課程を修了した者
　　であって、帆布製品製造取付けに係るもの
　( 講習会の受講 )
第 30 条　講習会を受講しようとする者は、屋外広告物講
　習会受講申込書 ( 第 28 号様式 ) を市長に提出しなけれ
　ばならない。この場合において、前条第 3 項の規定に
　よる講習科目の受講の免除を受けようとする者は、同
　項各号のいずれかに該当する者であることを証する証
　書等の写しを添付しなければならない。
　( 講習会修了証書の交付等 )
第 31 条　市長は、講習会の課程を修了した者に対し、屋
　外広告物講習会修了証書 ( 第 29 号様式 ) を交付するも
　のとする。
2　前項の講習会修了証書の交付を受けた者は、当該講習
　会修了証書を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損した
　ときは、市長にその理由を記載した書類を提出して講
　習会修了証書の再交付を申請することができる。
　( 業務主任者の資格等 )
第 32 条　条例第 45 条第 1 項第 5 号の規定による同項第
　1 号から第 4 号までに掲げる者と同等以上の知識を有
　するものの認定は、広告物等の表示等についての営業
　所における責任者として 5 年以上の経験を有し、かつ、
　過去 5 年間にわたり広告物に関する法令に違反したこ
　とがない者について行う。
2　前項の認定を受けようとする者は、業務主任者資格認
　定申請書 ( 第 30 号様式 ) に、同項の 5 年以上の経験を
　有することを証する書面を添付して、市長に提出しな
　ければならない。
3　市長は、第 1 項の認定をしたときは、申請者に認定証
　( 第 31 号様式 ) を交付するものとする。

　( 標識の掲示 )
第 33 条　条例第 46 条に規定する規則で定める事項は、
　　次に掲げる事項とする。
　(1)　法人である場合にあっては、その代表者の氏名
　(2)　登録番号及び登録年月日
　(3)　営業所名
　(4)　業務主任者の氏名
2　条例第 46 条の規定により屋外広告業者が掲げる標識
　は、屋外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 ) によるものと
　する。
3　条例第50条第 2項の規定により条例第36条第 1項の
　登録を受けた屋外広告業者とみなされた者 ( 以下「特
　例屋外広告業者」という。) に係る前 2 項の規定の適
　用ついては、第 1項第 2号中「登録番号及び登録年月日」
　とあるのは「届出番号及び届出年月日」と、前項中「屋
　外広告業者登録票 ( 第 32 号様式 )」とあるのは「屋外
　広告業者届出済票 ( 第 33 号様式 )」とする。
　( 帳簿の記載事項等 )
第 34 条　条例第 47 条の営業に関する事項で規則で定め
　るものは、次に掲げる事項とする。
　(1)　注文者の氏名又は名称及び住所
　(2)　広告物等の表示等の場所
　(3)　表示し、又は設置した広告物等の名称又は種類及
　　び数量
　(4)　広告物等の表示等の年月日
　(5)　請負金額
2　条例第 47 条の帳簿は、屋外広告物契約台帳 ( 第 34 号
　様式 ) によるものとする。
3　第 1項各号に掲げる事項が、電磁的記録 ( 電子的方式、
　磁気的方式その他人の知覚によっては認識することが
　できない方式で作られる記録であって、電子計算機に
　よる情報処理の用に供されるものをいう。以下同じ。)
　により記録され、必要に応じ屋外広告業者の営業所に
　おいて電子計算機その他の機器を用いて明確に紙面に
　表示されるときは、当該記録をもって帳簿への記載に
　代えることができる。
4　第 2 項の帳簿 ( 前項の規定により記録が行われた電磁
　的記録を含む。次項において同じ。) は、広告物等の
　表示等の契約ごとに作成しなければならない。
5　屋外広告業者は、第 2 項の帳簿を各事業年度の末日を
　もって閉鎖するものとし、閉鎖後 5 年間営業所ごとに
　当該帳簿を保存しなければならない。
　( 特例屋外広告業者の届出 )

第 35 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出は、特例
　屋外広告業者届出書 ( 第 35 号様式 ) に、次に掲げる書
　類を添付して市長に提出しなければならない。
　(1)　沖縄県条例の規定による屋外広告業の登録を受け
　　たことを証する書面
　(2)　第 25 条第 2項第 2号に掲げる書面
2　市長は、前項の届出を受理したときは、特例屋外広告
　業者届出済証 ( 第 36 号様式 ) を交付するものとする。
　( 特例屋外広告業者の変更の届出 )
第 36 条　条例第 50 条第 3 項の規定による届出事項を変
　更したときの届出は、特例屋外広告業者届出事項変更
　届出書 ( 第 37 号様式 ) によるものとする。
2　前項の届出の内容が業務主任者に関するものであると
　きは、第 25 条第 2 項第 2 号に掲げる書面を特例屋外
広　告業者変更届出書に添付しなければならない。
　( 特例屋外広告業者届出簿 )
第 37 条　条例第 50 条第 7 項の特例屋外広告業者届出簿
　は、特例屋外広告業者届出簿 ( 第 38 号様式 ) とする。
2　条例第 50 条第 7 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
　( 監督処分簿 )
第 38 条　条例第 51 条第 1 項の屋外広告業者監督処分簿
　は、屋外広告業者監督処分簿 ( 第 39 号様式 ) とする。
2　条例第 51 条第 1 項の規則で定める閲覧場所は、都市
　計画課とする。
3　条例第 51 条第 2 項の規則で定める事項は、次に掲げ
　る事項とする。
　(1)　処分を受けた屋外広告業者の登録番号又は届出番
　　号、登録年月日又は届出年月日、商号、氏名及び住
　　所 ( 法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主た
　　る事務所の所在地 )
　(2)　処分の根拠となった条例の条項
　(3)　処分の期間
　(4)　処分の原因となった事実
　(5)　その他市長が必要と認める事項
　　　
　　　付　則
　この規則は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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区分 基準 

条例第14条第2
項第1号(自家
用広告物等) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 設置の方法は、別表第3第2項広告物等の種類ごとの基準に適合していること。 
(4) 表示面積の合計は、条例第9条に掲げる禁止地域等においては1事業所等につ
き5平方メートル以下で、禁止地域等以外の地域においては1事業所等につき10
平方メートル以下であること。 

条例第14条第2
項第2号(管理
上の必要に基
づき表示する
広告物等) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 設置の方法は、別表第3第2項広告物等の種類ごとの基準に適合していること。 
(4) 表示面積は、条例第9条に掲げる禁止地域等においては1か所につき1平方メー
トル以下で、禁止地域等以外の地域においては1か所につき5平方メートル以下
であること。 

条例第14
条第2項
第5号(軌
道車両又
は自動車
に表示さ
れる広 
告物) 

軌
道
車
両 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 絵画その他の具象的な図柄( 写真を除く。)を表示する広告物で、営利を目的と
しないものであること。 

(4) 表示面積の合計は、左右の側面においてはそれぞれ2平方メートル以下で、前
面及び後面においてはそれぞれ1平方メートル以下であること。 

(5) 個数の合計は、左右の側面においてはそれぞれ3個以下で、前面及び後面にお
いてはそれぞれ1個であること。 

自
動
車 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 表示面積の合計は、左右の側面においてはそれぞれ2平方 
 メートル以下(小型車にあっては、0.5平方メートル以下)で、後面においては1平
方メートル以下(小型車にあっては、0.5平方メートル以下)であること。 

(3) 個数の合計は、左右の側面においてはそれぞれ3個以下(小型車にあっては、2
個以下)で、後面においては1個であること。 

条例第14条第3
項第1号(自己
の氏名、名称、
店名若しくは
商標又は自己
の事業若しく
は営業の内容
を表示する広
告物) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 電光表示広告物でないこと。 
(3) 表示面積の合計は、5平方メートル以下であること。 
(4) 個数の合計は、1物件につき1個であること。 

別表第 1（第 7条関係 )
　　　 適用除外の基準

条例第14条第4
項(政治活動の
ために表示し、
又は設置する
はり紙、はり札
等、広告旗又は
立看板等) 

(1) はり紙又ははり札等の表示面積は、1平方メートル以下であること。 
(2) 広告旗又は立看板等の大きさは、横1メートル以下、縦2メートル以下である
こと。 
(3) 表示期間は、1月以内であること。 
(4) 表示期間並びに表示者又は管理者の氏名及び連絡先を明記していること。 
(5) 表示し、又は設置する場所又は施設の管理者(管理者がない場合にあっては、
その所有者)の承諾を得ていること。 
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条例第14条第10
項(寄贈者名等) 

(1) 大きさは、表示方向から見た場合における施設又は物件の外郭線内を1平面と
みなしたときの当該1平面の面積の20分の1以下、かつ、0.5平方メートル以下で
あること。 
(2) 寄贈者名等を表示する施設又は物件の効用を妨げないものであること。 

  (3)
 
個数の合計は、1施設又は1物件につき1個であること。

 

 
備考
　1　「電光表示広告物」とは、発光ダイオードその他の光源を利用して映像が表示される広告物その
　　他の表示の内容を常時変化することができる広告物をいう。
　2　「1事業所等」とは、一つの住所、事業所、営業所又は作業場若しくはこれらの駐車場をいう。
　3　「表示面積の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等の　表示面積及び既設の広告
　　物等の表示面積を合算したものとする。
　4「個数の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等の個数及び既設の広告物等の個数
　　を合算したものとする。
　5　「小型車」とは、道路運送車両法施行規則 ( 昭和 26年運輸省令第 74号 ) 別表第 1の小型自動車
　　及び軽自動車をいう。
　6　軌道車両又は自動車に表示される広告物の表示面積及び個数の計算をする場合は、自己の氏名、
　　名称、店名若しくは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示する広告物を含むものとする。

別表第 2( 第 11 条関係 )
　　条例の規定による許可を要する広告物等 ( 許可の期間が 1月以内のものを除く。) の表示面積の合計の基準

備考
　1　「商業施設等」とは、次に掲げるものをいう。
　　(1)　大規模小売店舗立地法 ( 平成 10年法律第 91号 ) 第 2条第 2項の大規模小売店舗 ( 以下「大規
　　　模小売店舗」という。)
　　(2)　広告物等の表示等を行う敷地内の建築物であって、当該建築物の主たる用途として、店舗、飲
　　　食店、劇場、映画館、遊技場その他これらに類する用途の事業所等が存し、又は存しうる施設をいう。
　2　「住居系地域」とは、都市計画法 ( 昭和 43年法律第 100 号 ) 第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、
　　第一種住居地域、第二種住居地域及び準住居地域をいう。
　3　「商業系地域」とは、都市計画法第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、近隣商業地域及び商業地
　　域をいう。
　4　「工業系地域」とは、都市計画法第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、準工業地域、工業地域及
　　び工業専用地域をいう。
　5　「表示面積の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等及び既設の広告物等（いずれも
　　条例の規定による許可を要さないものを除く）の表示面積の合計をいう。

1　広告物等の表示等を行う敷地内の建築物が商業施設等以外の場合の基準

地域区分 表示面積の合計 

住居系地域 30平方メートル以下 

商業系地域 30平方メートル以下 

工業系地域 30平方メートル以下 
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地域区分 電光表示広告物の表示面積の合計 

住居系地域 5平方メートル以下 

商業系地域 30平方メートル以下 

工業系地域 5平方メートル以下 

 備考
　1　「電光表示広告物」とは、別表第 1備考 1に規定する電光表示広告物をいう。
　2　「住居系地域」、「商業系地域」、「工業系地域」又は「表示面積の合計」とは、別表第 2第 1項備考に
　　規定する住居系地域、商業系地域、工業系地域又は表示面積の合計をいう。

2　広告物等のうち電光表示広告物に係る表示面積の合計の基準

1　共通許可基準
　(1)　一般基準
　　ア　広告物等の位置、形状、大きさ、色彩及び意匠は、当該広告物等の表示等を行う敷地、建築物その他
　　　の場所及びその周囲の景観又は環境と調和するものであること。
　　イ　広告物等の数量及び表示の大きさは、効果の限度において最小限にとどめているものであること。
　　ウ　広告物等は、当該広告物等の表示等を行う敷地、建築物及び当該敷地の接道の状況等に照らし、当該
　　　敷地又は建築物に係る特定の場所又は一定の区域内に過度に集中していないものであること。
　　エ　広告物等の材質は、耐久性の優れたものであり、かつ、その構造及び設置の方法は、倒壊、落下等に
　　　よって公衆に危害を及ぼすおそれのないものであること。
　　オ　広告物等は、交通標識及び交通信号の類と混同し、若しくはこれらを遮蔽し、又はげん惑させること
　　　等により道路交通に影響を与えないものであること。
　　カ　電照を伴うもの、イルミネーション、ネオンサインその他これらに類するものは、その周囲の景観又
　　　は環境と調和するものであること。
　　キ　道路法、建築基準法その他の法令の適用を受ける広告物等は、これらの法令の規定に適合するもので
　　　あること。
　(2)　色彩に係る基準
　　ア　広告物等の色彩は、原則として、中間色を中心に色調を整えたものであり、かつ、地色においては、赤、
　　　黄色その他けばけばしい色を使用していないものであること。ただし、緊急の必要があるもの又は警告、
　　　交通規制等の用に供するもので、公衆の安全を図るため必要と認められるものについては、この限りで
　　　ない。
　　イ　広告物等を建築物に表示し、又は設置する場合は、次表に定める基準に適合するものであること。

別表第 3 ( 第 11 条関係 )
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条例第14条第10
項(寄贈者名等) 

(1) 大きさは、表示方向から見た場合における施設又は物件の外郭線内を1平面と
みなしたときの当該1平面の面積の20分の1以下、かつ、0.5平方メートル以下で
あること。 
(2) 寄贈者名等を表示する施設又は物件の効用を妨げないものであること。 

  (3)
 
個数の合計は、1施設又は1物件につき1個であること。

 

 
備考
　1　「電光表示広告物」とは、発光ダイオードその他の光源を利用して映像が表示される広告物その
　　他の表示の内容を常時変化することができる広告物をいう。
　2　「1事業所等」とは、一つの住所、事業所、営業所又は作業場若しくはこれらの駐車場をいう。
　3　「表示面積の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等の　表示面積及び既設の広告
　　物等の表示面積を合算したものとする。
　4「個数の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等の個数及び既設の広告物等の個数
　　を合算したものとする。
　5　「小型車」とは、道路運送車両法施行規則 ( 昭和 26年運輸省令第 74号 ) 別表第 1の小型自動車
　　及び軽自動車をいう。
　6　軌道車両又は自動車に表示される広告物の表示面積及び個数の計算をする場合は、自己の氏名、
　　名称、店名若しくは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示する広告物を含むものとする。

別表第 2( 第 11 条関係 )
　　条例の規定による許可を要する広告物等 ( 許可の期間が 1月以内のものを除く。) の表示面積の合計の基準

備考
　1　「商業施設等」とは、次に掲げるものをいう。
　　(1)　大規模小売店舗立地法 ( 平成 10年法律第 91号 ) 第 2条第 2項の大規模小売店舗 ( 以下「大規
　　　模小売店舗」という。)
　　(2)　広告物等の表示等を行う敷地内の建築物であって、当該建築物の主たる用途として、店舗、飲
　　　食店、劇場、映画館、遊技場その他これらに類する用途の事業所等が存し、又は存しうる施設をいう。
　2　「住居系地域」とは、都市計画法 ( 昭和 43年法律第 100 号 ) 第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、
　　第一種住居地域、第二種住居地域及び準住居地域をいう。
　3　「商業系地域」とは、都市計画法第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、近隣商業地域及び商業地
　　域をいう。
　4　「工業系地域」とは、都市計画法第 8条第 1項第 1号の用途地域のうち、準工業地域、工業地域及
　　び工業専用地域をいう。
　5　「表示面積の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等及び既設の広告物等（いずれも
　　条例の規定による許可を要さないものを除く）の表示面積の合計をいう。

1　広告物等の表示等を行う敷地内の建築物が商業施設等以外の場合の基準

地域区分 表示面積の合計 

住居系地域 30平方メートル以下 

商業系地域 30平方メートル以下 

工業系地域 30平方メートル以下 
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地域区分 電光表示広告物の表示面積の合計 

住居系地域 5平方メートル以下 

商業系地域 30平方メートル以下 

工業系地域 5平方メートル以下 

 備考
　1　「電光表示広告物」とは、別表第 1備考 1に規定する電光表示広告物をいう。
　2　「住居系地域」、「商業系地域」、「工業系地域」又は「表示面積の合計」とは、別表第 2第 1項備考に
　　規定する住居系地域、商業系地域、工業系地域又は表示面積の合計をいう。

2　広告物等のうち電光表示広告物に係る表示面積の合計の基準

1　共通許可基準
　(1)　一般基準
　　ア　広告物等の位置、形状、大きさ、色彩及び意匠は、当該広告物等の表示等を行う敷地、建築物その他
　　　の場所及びその周囲の景観又は環境と調和するものであること。
　　イ　広告物等の数量及び表示の大きさは、効果の限度において最小限にとどめているものであること。
　　ウ　広告物等は、当該広告物等の表示等を行う敷地、建築物及び当該敷地の接道の状況等に照らし、当該
　　　敷地又は建築物に係る特定の場所又は一定の区域内に過度に集中していないものであること。
　　エ　広告物等の材質は、耐久性の優れたものであり、かつ、その構造及び設置の方法は、倒壊、落下等に
　　　よって公衆に危害を及ぼすおそれのないものであること。
　　オ　広告物等は、交通標識及び交通信号の類と混同し、若しくはこれらを遮蔽し、又はげん惑させること
　　　等により道路交通に影響を与えないものであること。
　　カ　電照を伴うもの、イルミネーション、ネオンサインその他これらに類するものは、その周囲の景観又
　　　は環境と調和するものであること。
　　キ　道路法、建築基準法その他の法令の適用を受ける広告物等は、これらの法令の規定に適合するもので
　　　あること。
　(2)　色彩に係る基準
　　ア　広告物等の色彩は、原則として、中間色を中心に色調を整えたものであり、かつ、地色においては、赤、
　　　黄色その他けばけばしい色を使用していないものであること。ただし、緊急の必要があるもの又は警告、
　　　交通規制等の用に供するもので、公衆の安全を図るため必要と認められるものについては、この限りで
　　　ない。
　　イ　広告物等を建築物に表示し、又は設置する場合は、次表に定める基準に適合するものであること。

別表第 3 ( 第 11 条関係 )
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 地域区分 基準 
 (1)  第一種低層住居専用地域 

第二種低層住居専用地域 
第一種中高層住居専用地域 
第二種中高層住居専用地域 
風致地区 
市街化調整区域 

 

 

(2) 第一種住居地域 
第二種住居地域 
準住居地域 
近隣商業地域 
商業地域 
準工業地域 
工業地域 
工業専用地域 

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等(既設の広
告物等が存する場合は、これらを含む。)にお
けるマンセル値による彩度10以上の色によ
って表示される面積の割合は、立面積に対し、
10パーセント以下であること。 

(3) 首里金城重点地区 
壺屋重点地区 
龍潭通り重点地区 

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等(既設の広
告物等が存する場合は、これらを含む。)にお
けるマンセル値による彩度8以上の色を使用
するものでないこと。ただし、市長が必要と
認めるときは、マンセル値による彩度8以上
の色によって表示される面積の割合を、立面
積に対し、5パーセント以下とすることがで
きる。 

 
備考
　1　(1) の項及び (2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、都市計　
　画法第 2章の規定により定められた地域、地区又は区域をいう。
　2　(3) の項地域区分の欄に掲げる重点地区については、那覇市都市景観条例第 9条第 1　
　　項の規定により定められた重点地区をいう。
　3　(2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、(1) の項地域区分の欄
　　に掲げる風致地区に係る区域を除くものとする。
　4　(1) の項及び (2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、(3) の項
　　地域区分の欄に掲げる重点地区に係る区域を除くものとする。
　5　「壁面」とは、建築物の外壁等 ( 建築物の外壁又はこれに代わる柱をいう。) の面をいう。
　6　「マンセル値」とは、産業標準化法 (昭和 24年法律第 185 号 ) に基づく日本産業規格
　　Z8721 に定める色相、明度及び彩度の三属性の値をいう。
　7　「立面積」とは、各壁面について、壁面を垂直方向に見た場合における外壁等の外郭
線　　( 広告物等が外壁等の外郭線の外側に位置するときは、当該広告物の外郭線を含む。)
　　内を 1平面とみなした面の面積をいう。
　8　基準の欄中壁面及び広告物等における色によって表示される面積について、広告物等
　　が外壁等の外郭線の内側に位置するときは、当該広告物等によって覆われる外壁等の部
　　分の面積を除くものとする。

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等 ( 既設の
広告物等が存する場合は、これらを含む。)
におけるマンセル値による彩度 10以上の色
によって表示される面積の割合は、立面積に
対し、5パーセント以下であること。
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屋上広告

住居系地域 

工業系地域 

商業系地域

 

 

壁面広告

 
 

住居系地域

 

工業系地域

 

 

 

商業系地域  

2　広告物等の種類ごとの許可基準 ( 条例第 11条の許可 )

野立広告（広告板、広告
塔及びサインポール）

住居系地域 
工業系地域 

(1) 1 面当たりの表示面積が 15 平方メートル以下で、
　かつ、１事業所等における表示面積の合計が 30 平方
　メートル以下であること。ただし、全ての野立広告に
　ついて１基当たりの表示面積の合計が 15 平方メート
　ル以下である場合は、１事業所等における表示面積の
　合計を 45 平方メートル以下とすることができる。
(2) 広告板の高さは５メートル以下、広告塔及びサイン
　ポールの高さは 10 メートル以下であること。

商業系地域

(1) １事業所等における表示面積の合計が30平方メー
　トル以下であること。ただし、全ての野立広告につい
　て１基当たりの表示面積の合計が15平方メートル以下
　である場合は、１事業所等における表示面積の合計を
　45平方メートル以下とすることができる。
(2) 広告板の高さは５メートル以下、広告塔及びサイン
　ポールの高さは15メートル以下であること。
(1) 表示面積は、1面30平方メートル以下であること。 
(2) 高さは、3.5メートル以下で、かつ、地上から広告
　物等を設置する箇所までの高さの4分の1以下であるこ
　と。 
(3) 個数は、建築物ごとに1個であること。 
(4) 主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物そ
　の他の工作物に設置されるものであること。 
(5) 建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出てい
　ないこと。 
(1) 表示面積は、1面50平方メートル以下であること
(2) 高さは、7メートル以下で、かつ、地上から広告物
　等を設置する箇所までの高さの3分の1以下であること。
(3) 個数は、建築物ごとに1個であること。 
(4) 主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物そ
　の他の工作物に設置されるものであること。 
(5) 建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出てい
　ないこと。 
(1) １壁面における表示面積の合計が 30 平方メートル
　以下で、かつ、当該壁面の面積の 4 分の１以下である
　こと。ただし、１壁面の面積が 120 平方メートルを超
　え、かつ、当該壁面の壁面広告が全て自家用広告物で
　ある場合は、１壁面における表示面積の合計を、次の
　式により算定した面積以下とすることができる。
　30＋（１壁面の面積（㎡）-120）×1/20
(2) １壁面において同一内容の広告物等の表示等を行
　うときの個数の合計は、1 個以下であること。
(1) １壁面における表示面積の合計が 50 平方メートル
　以下で、かつ、当該壁面の面積の 3 分の１以下である
　こと。ただし、１壁面の面積が 150 平方メートルを超
　え、かつ、当該壁面の壁面広告が全て自家用広告物で
　ある場合は、１壁面における表示面積の合計を、次の
　式により算定した面積以下とすることができる。
　50＋（１壁面の面積（㎡）-150）×1/20
(2)  1壁面において同一内容の広告物等の表示等を行う
　ときの個数の合計は、2個以下であること。 
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 地域区分 基準 
 (1)  第一種低層住居専用地域 

第二種低層住居専用地域 
第一種中高層住居専用地域 
第二種中高層住居専用地域 
風致地区 
市街化調整区域 

 

 

(2) 第一種住居地域 
第二種住居地域 
準住居地域 
近隣商業地域 
商業地域 
準工業地域 
工業地域 
工業専用地域 

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等(既設の広
告物等が存する場合は、これらを含む。)にお
けるマンセル値による彩度10以上の色によ
って表示される面積の割合は、立面積に対し、
10パーセント以下であること。 

(3) 首里金城重点地区 
壺屋重点地区 
龍潭通り重点地区 

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等(既設の広
告物等が存する場合は、これらを含む。)にお
けるマンセル値による彩度8以上の色を使用
するものでないこと。ただし、市長が必要と
認めるときは、マンセル値による彩度8以上
の色によって表示される面積の割合を、立面
積に対し、5パーセント以下とすることがで
きる。 

 
備考
　1　(1) の項及び (2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、都市計　
　画法第 2章の規定により定められた地域、地区又は区域をいう。
　2　(3) の項地域区分の欄に掲げる重点地区については、那覇市都市景観条例第 9条第 1　
　　項の規定により定められた重点地区をいう。
　3　(2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、(1) の項地域区分の欄
　　に掲げる風致地区に係る区域を除くものとする。
　4　(1) の項及び (2) の項地域区分の欄に掲げる地域、地区又は区域については、(3) の項
　　地域区分の欄に掲げる重点地区に係る区域を除くものとする。
　5　「壁面」とは、建築物の外壁等 ( 建築物の外壁又はこれに代わる柱をいう。) の面をいう。
　6　「マンセル値」とは、産業標準化法 (昭和 24年法律第 185 号 ) に基づく日本産業規格
　　Z8721 に定める色相、明度及び彩度の三属性の値をいう。
　7　「立面積」とは、各壁面について、壁面を垂直方向に見た場合における外壁等の外郭
線　　( 広告物等が外壁等の外郭線の外側に位置するときは、当該広告物の外郭線を含む。)
　　内を 1平面とみなした面の面積をいう。
　8　基準の欄中壁面及び広告物等における色によって表示される面積について、広告物等
　　が外壁等の外郭線の内側に位置するときは、当該広告物等によって覆われる外壁等の部
　　分の面積を除くものとする。

広告物等の表示等を行う建築物の各壁面のそ
れぞれにおいて、壁面及び広告物等 ( 既設の
広告物等が存する場合は、これらを含む。)
におけるマンセル値による彩度 10以上の色
によって表示される面積の割合は、立面積に
対し、5パーセント以下であること。
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屋上広告

住居系地域 

工業系地域 

商業系地域

 

 

壁面広告

 
 

住居系地域

 

工業系地域

 

 

 

商業系地域  

2　広告物等の種類ごとの許可基準 ( 条例第 11条の許可 )

野立広告（広告板、広告
塔及びサインポール）

住居系地域 
工業系地域 

(1) 1 面当たりの表示面積が 15 平方メートル以下で、
　かつ、１事業所等における表示面積の合計が 30 平方
　メートル以下であること。ただし、全ての野立広告に
　ついて１基当たりの表示面積の合計が 15 平方メート
　ル以下である場合は、１事業所等における表示面積の
　合計を 45 平方メートル以下とすることができる。
(2) 広告板の高さは５メートル以下、広告塔及びサイン
　ポールの高さは 10 メートル以下であること。

商業系地域

(1) １事業所等における表示面積の合計が30平方メー
　トル以下であること。ただし、全ての野立広告につい
　て１基当たりの表示面積の合計が15平方メートル以下
　である場合は、１事業所等における表示面積の合計を
　45平方メートル以下とすることができる。
(2) 広告板の高さは５メートル以下、広告塔及びサイン
　ポールの高さは15メートル以下であること。
(1) 表示面積は、1面30平方メートル以下であること。 
(2) 高さは、3.5メートル以下で、かつ、地上から広告
　物等を設置する箇所までの高さの4分の1以下であるこ
　と。 
(3) 個数は、建築物ごとに1個であること。 
(4) 主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物そ
　の他の工作物に設置されるものであること。 
(5) 建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出てい
　ないこと。 
(1) 表示面積は、1面50平方メートル以下であること
(2) 高さは、7メートル以下で、かつ、地上から広告物
　等を設置する箇所までの高さの3分の1以下であること。
(3) 個数は、建築物ごとに1個であること。 
(4) 主要構造部が耐火及び耐震等の構造である建築物そ
　の他の工作物に設置されるものであること。 
(5) 建築物の壁面の垂直面を超えて、外側に突き出てい
　ないこと。 
(1) １壁面における表示面積の合計が 30 平方メートル
　以下で、かつ、当該壁面の面積の 4 分の１以下である
　こと。ただし、１壁面の面積が 120 平方メートルを超
　え、かつ、当該壁面の壁面広告が全て自家用広告物で
　ある場合は、１壁面における表示面積の合計を、次の
　式により算定した面積以下とすることができる。
　30＋（１壁面の面積（㎡）-120）×1/20
(2) １壁面において同一内容の広告物等の表示等を行
　うときの個数の合計は、1 個以下であること。
(1) １壁面における表示面積の合計が 50 平方メートル
　以下で、かつ、当該壁面の面積の 3 分の１以下である
　こと。ただし、１壁面の面積が 150 平方メートルを超
　え、かつ、当該壁面の壁面広告が全て自家用広告物で
　ある場合は、１壁面における表示面積の合計を、次の
　式により算定した面積以下とすることができる。
　50＋（１壁面の面積（㎡）-150）×1/20
(2)  1壁面において同一内容の広告物等の表示等を行う
　ときの個数の合計は、2個以下であること。 
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突出広告

住居系地域
工業系地域

商業系地域

電柱を利用するもの

住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

はり紙、はり札等 住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 1 事業所等における表示面積の合計は、20平方メー
　トル以下 (1 面の場合は 10 平方メートル以下 ) である
　こと。 
(2) 突出幅は、壁面から 1.5 メートル以下で、かつ、道
　路境界線から 1メートルを超えないものであること。 
(3) 道路面から広告物等の下端までの高さは、歩道上で
　は 2.5 メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では 4.5 メートル以上であること。 
(1) 1 事業所等における表示面積の合計は、40平方メー
　トル以下 (1 面の場合は 20平方メートル以下 ) である
　こと。 
(2) 突出幅は、壁面から 1.5 メートル以下で、かつ、道
　路境界線から 1メートルを超えないものであること。 
(3) 道路面から広告物等の下端までの高さは、歩道上で
　は 2.5 メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では 4.5 メートル以上であること。 

電柱を利用するもの (1) 表示面の大きさは、突出広告にあっては横0.6メー
　トル以下、縦1.2メートル以下で、巻付広告にあって
　は縦1.2メートル以下で、直塗広告及び貼付広告にあ
　っては幅は柱の幅以下、縦は1.2メートル以下である
　こと。 
(2) 道路面から、巻付広告又は直塗広告の下端までの高
　さは、1.2メートル以上であること。 
(3) 個数の合計は、電柱1本につき突出広告、巻付広告、
　直塗広告又は貼付広告ともに各1個であること。ただ
　し、角鉄柱において、これらを表示し、又は設置する
　場合は、当該角鉄柱の2面以内において行うことがで
　きる。 
(4) 道路面から突出広告の下端までの高さは、歩道上で
　は2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では4.5メートル以上であること。取付
　けの方向は、歩道と車道の区別のある道路では歩道側
　とし、その区別のない道路では、原則として道路境界
　線側であること。 
(1) 規格は、原則として統一することとし、表示面積の
　合計は、1面0.3平方メートル以下であること。 
(2) 個数の合計は、街灯柱1本につき1個限りとし、巻付
　広告、直塗広告又は貼付広告は表示しないこと。 
(3) 道路面から突出広告の下端までの高さは、歩道上で
　は2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では4.5メートル以上であること。 

街灯柱を利用するもの

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面積は、1平方メートル以下であること。 
(2) 同一内容のものは、1か所につき2枚以下であるこ
　と。 

立看板等

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面の大きさは、幅1メートル以下、長さ2メート
　ル以下で、脚の長さは0.5メートル以下であること。 
(2) 倒伏のおそれがないように固定され、表示面は、可
　能な限り垂直であること。 
(3) 信号機、主要な交差点(幅員8メートル以上の道路が
　相互に交差する交差点をいう。以下同じ。)の角、道路
　標識(主要な交差点の角から10メートル以内にある道
　路標識に限る。以下同じ。)及びカーブミラーから、そ
　れぞれ10 メートル以上離れた場所に設置されるもの
　であること。 

理
念
編

基
準
編

手
続
き
編

参
考
資
料
編

93

(1) 表示面の大きさは、幅1メートル以下、長さ2メート
ル以下で、脚の長さは0.5メートル以下であること。
(2) 倒伏のおそれがないように固定され、表示面は、可
能な限り垂直であること。
(3) 信号機、主要な交差点(幅員8メートル以上の道路が
相互に交差する交差点をいう。以下同じ。)の角、道路
標識(主要な交差点の角から10メートル以内にある道
路標識に限る。以下同じ。)及びカーブミラーから、そ
れぞれ10メートル以上離れた場所に設置されるもの
であること。

アーチ広告
住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

備考
　1　「1事業所等」とは、別表第 1備考 2に規定する 1事業所等をいう。
　2　「住居系地域」、「商業系地域」、「工業系地域」又は「表示面積の合計」とは、別表第 2 第 1 項備考
　　に規定する住居系地域、商業系地域、工業系地域又は表示面積の合計をいう。
　3　「個数の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等及び既設の広告物等（いずれも条例
　　の規定による許可を要さないものを除く。）の個数の合計をいう。

(1) 表示面積の合計は、1面30平方メートル以下である
　こと。 
(2) アーチ全体の長さは、12メートル以下であること。 
(3) 設置場所は、原則として繁華街又はこれに準ずる地
　域であること。 
(1) 表示面の大きさは、幅1.8メートル以下、長さ20メ
　ートル以下であること。 
(2) 建築物の壁面に表示する個数の合計は、１壁面3個
　以下であること。 
(3) 広告幕の外周に風圧に耐える措置を講じること。 
(4) 地上から広告物等の下端までの高さは、歩道上では
　2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別の
ない道路上では4.5メートル以上であること。 
(5) 道路を横断する広告幕にあっては、信号機、主要な
　交差点の角、道路標識及びカーブミラーから、それぞ
　れ10 メートル以上離れた場所に設置されるものであ
　ること。 

広告幕
(横断幕、懸垂幕等）

表示面積は、2平方メートル以下であること。 住居系地域
商業系地域
工業系地域

広告旗
(旗、のぼり等）

塀又は垣広告
住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面積の合計は、塀又は垣のそれぞれの面の2分
　の1以下、かつ、20平方メートル以下であること。 
(2) 個数の合計は、塀又は垣の1面につき3個以下である
　こと。 
(3) 表示方向から見た場合における塀又は垣の外郭線か
　ら突出しないこと。 

気球広告 (1) 気球の直径は、3メートル以下であること。 
(2) 広告物の長さは15メートル以下で、かつ、幅は1.5
　メートル以下であること。 
(3) 設置箇所から気球の上端までの垂直距離は、50メー
　トル以下であること。 
(4) 取付位置は、電線、煙突、高圧線等の施設物に接触
　しないものであること。 
(5) 広告面にネットを使用していること。 
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突出広告

住居系地域
工業系地域

商業系地域

電柱を利用するもの

住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

はり紙、はり札等 住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 1 事業所等における表示面積の合計は、20平方メー
　トル以下 (1 面の場合は 10 平方メートル以下 ) である
　こと。 
(2) 突出幅は、壁面から 1.5 メートル以下で、かつ、道
　路境界線から 1メートルを超えないものであること。 
(3) 道路面から広告物等の下端までの高さは、歩道上で
　は 2.5 メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では 4.5 メートル以上であること。 
(1) 1 事業所等における表示面積の合計は、40平方メー
　トル以下 (1 面の場合は 20平方メートル以下 ) である
　こと。 
(2) 突出幅は、壁面から 1.5 メートル以下で、かつ、道
　路境界線から 1メートルを超えないものであること。 
(3) 道路面から広告物等の下端までの高さは、歩道上で
　は 2.5 メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では 4.5 メートル以上であること。 

電柱を利用するもの (1) 表示面の大きさは、突出広告にあっては横0.6メー
　トル以下、縦1.2メートル以下で、巻付広告にあって
　は縦1.2メートル以下で、直塗広告及び貼付広告にあ
　っては幅は柱の幅以下、縦は1.2メートル以下である
　こと。 
(2) 道路面から、巻付広告又は直塗広告の下端までの高
　さは、1.2メートル以上であること。 
(3) 個数の合計は、電柱1本につき突出広告、巻付広告、
　直塗広告又は貼付広告ともに各1個であること。ただ
　し、角鉄柱において、これらを表示し、又は設置する
　場合は、当該角鉄柱の2面以内において行うことがで
　きる。 
(4) 道路面から突出広告の下端までの高さは、歩道上で
　は2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では4.5メートル以上であること。取付
　けの方向は、歩道と車道の区別のある道路では歩道側
　とし、その区別のない道路では、原則として道路境界
　線側であること。 
(1) 規格は、原則として統一することとし、表示面積の
　合計は、1面0.3平方メートル以下であること。 
(2) 個数の合計は、街灯柱1本につき1個限りとし、巻付
　広告、直塗広告又は貼付広告は表示しないこと。 
(3) 道路面から突出広告の下端までの高さは、歩道上で
　は2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別
　のない道路上では4.5メートル以上であること。 

街灯柱を利用するもの

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面積は、1平方メートル以下であること。 
(2) 同一内容のものは、1か所につき2枚以下であるこ
　と。 

立看板等

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面の大きさは、幅1メートル以下、長さ2メート
　ル以下で、脚の長さは0.5メートル以下であること。 
(2) 倒伏のおそれがないように固定され、表示面は、可
　能な限り垂直であること。 
(3) 信号機、主要な交差点(幅員8メートル以上の道路が
　相互に交差する交差点をいう。以下同じ。)の角、道路
　標識(主要な交差点の角から10メートル以内にある道
　路標識に限る。以下同じ。)及びカーブミラーから、そ
　れぞれ10 メートル以上離れた場所に設置されるもの
　であること。 
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(1) 表示面の大きさは、幅1メートル以下、長さ2メート
ル以下で、脚の長さは0.5メートル以下であること。
(2) 倒伏のおそれがないように固定され、表示面は、可
能な限り垂直であること。
(3) 信号機、主要な交差点(幅員8メートル以上の道路が
相互に交差する交差点をいう。以下同じ。)の角、道路
標識(主要な交差点の角から10メートル以内にある道
路標識に限る。以下同じ。)及びカーブミラーから、そ
れぞれ10メートル以上離れた場所に設置されるもの
であること。

アーチ広告
住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

備考
　1　「1事業所等」とは、別表第 1備考 2に規定する 1事業所等をいう。
　2　「住居系地域」、「商業系地域」、「工業系地域」又は「表示面積の合計」とは、別表第 2 第 1 項備考
　　に規定する住居系地域、商業系地域、工業系地域又は表示面積の合計をいう。
　3　「個数の合計」とは、表示し、又は掲出しようとする広告物等及び既設の広告物等（いずれも条例
　　の規定による許可を要さないものを除く。）の個数の合計をいう。

(1) 表示面積の合計は、1面30平方メートル以下である
　こと。 
(2) アーチ全体の長さは、12メートル以下であること。 
(3) 設置場所は、原則として繁華街又はこれに準ずる地
　域であること。 
(1) 表示面の大きさは、幅1.8メートル以下、長さ20メ
　ートル以下であること。 
(2) 建築物の壁面に表示する個数の合計は、１壁面3個
　以下であること。 
(3) 広告幕の外周に風圧に耐える措置を講じること。 
(4) 地上から広告物等の下端までの高さは、歩道上では
　2.5メートル以上で、車道上及び歩道と車道の区別の
ない道路上では4.5メートル以上であること。 
(5) 道路を横断する広告幕にあっては、信号機、主要な
　交差点の角、道路標識及びカーブミラーから、それぞ
　れ10 メートル以上離れた場所に設置されるものであ
　ること。 

広告幕
(横断幕、懸垂幕等）

表示面積は、2平方メートル以下であること。 住居系地域
商業系地域
工業系地域

広告旗
(旗、のぼり等）

塀又は垣広告
住居系地域
商業系地域
工業系地域

住居系地域
商業系地域
工業系地域

(1) 表示面積の合計は、塀又は垣のそれぞれの面の2分
　の1以下、かつ、20平方メートル以下であること。 
(2) 個数の合計は、塀又は垣の1面につき3個以下である
　こと。 
(3) 表示方向から見た場合における塀又は垣の外郭線か
　ら突出しないこと。 

気球広告 (1) 気球の直径は、3メートル以下であること。 
(2) 広告物の長さは15メートル以下で、かつ、幅は1.5
　メートル以下であること。 
(3) 設置箇所から気球の上端までの垂直距離は、50メー
　トル以下であること。 
(4) 取付位置は、電線、煙突、高圧線等の施設物に接触
　しないものであること。 
(5) 広告面にネットを使用していること。 
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別表第 4( 第 11 条関係 )　　
　　　条例第 14条第 5項から第 9項までの許可の基準

区分 基準
条例第第14条第5項(自家用広
告物等)

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 別表第3第2項広告物等の種類ごとの許可基準に適合している
　こと。 
(3) 表示面積の合計は、1事業所等につき30平方メートル以下(個
　数が1個の場合は、20平方メートル以下)であること。ただし、条
　例第9条第1項第2号から第4号まで及び同項第7号の地域において
　は、10平方メートル以下であること。
(4) 電光表示広告物の表示面積の合計（表示しようとする電光表示
　広告物の表示面積及び許可を受けた既設の電光表示広告物の表示
　面積を合算したものとする。）は、1事業所等につき5平方メー
　トル以下であること。 

条例第第14条第6項(軌道車両
に表示される広告物)

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 左右の側面のみに表示し、それぞれの側面における表示面積の
　合計(表示しようとする広告物の表示面積及び許可を受けた既設
　の広告物の表示面積を合算したものとする。) は、10平方メート
　ル以下であること。ただし、軌道車両の管理者が、表示される広
　告物について一定の審査手続を行う等、市長が特に認める場合は、
　この限りでない。

道標柱

道標板

案内図板

条例第第14条
第7項(案内広告
物等)

(1) 表示面積は、1個につき0.5平方メートル以下であること。 
(2) 高さは、1.5メートル以下であること。 
(1) 表示面積は、1個につき0.3平方メートル以下であること。 
(2) 高さは、2メートル以下であること。 
(1) 表示面積は、1個につき5平方メートル以下であること。 
(2) 高さは、2.5メートル以下であること。 

条例第14条第8項(公益上必要
な施設等における広告物等) 

(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 別表第3第2項広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　と。 
(3) 1面当たりの表示面積が2平方メートル以下で、かつ、1か所に
　おける表示面積の合計が4平方メートル以下であること。 
(4) 高さは、2.5メートル以下であること。 
(5) マンセル値による彩度10以上の色によって表示される面積の合
　計が、1か所における表示面積の合計の3分の1以下であること。 
(6) 個数の合計は、1施設又は1物件につき2個以下であること。た 
　だし、市長が特に認める広告物等については、この限りでない。 
(7) 車両を運転する者から視認することのできる電光表示広告物で
　ある場合は、15秒以上静止した映像のみを表示するものであるこ
　と。 
(1) 別表第3第1項共通許可基準に適合していること。 
(2) 別表第3第2項広告物等の種類ごとの許可基準に適合しているこ
　と。 
(3) 表示面積は、1面2平方メートル以下、1建築物又は1工作物にお
　ける合計が5平方メートル以下、1施設につき20平方メートル以下
　で、かつ、個数の合計は、10個以下であること。ただし、公共的
　な取組を行う者が、表示され、又は設置される広告物等について
　一定の審査手続を行う等、市長が特に認める場合は、この限りで
　ない。 
(4) 車両を運転する者から視認することのできる電光表示広告物で
　ある場合は、15秒以上静止した映像のみを表示するものであるこ
　と。 

条例第14条第9項(公共的な取
組に係る広告物等) 
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備考
　1　「1 事業所等」又は「電光表示広告物」とは、別表第 1 備考に規定する 1 事業所等又は電光表示
　　広告物をいう。
　2　「表示面積の合計」とは、別表第 2第 1項備考 6に規定する表示面積の合計をいう。
　3  「マンセル値」とは、別表第 3第 1項備考 6のマンセル値をいう。 
　4  「個数の合計」とは、条例第 14 条第 8 項又は第 9 項の規定により許可を受け表示し、又は設置
　　される広告物等の個数の合計をいう。 
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別表第 4( 第 11 条関係 )　　
　　　条例第 14条第 5項から第 9項までの許可の基準
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物等)
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